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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　CONTENTS








プロローグ

１　Sports  Simulation Society

２　東京スフィア

３　東京再生

４　ハルカ捕獲計画

５　ブレイクダウン

エピローグ

あとがき









[image: ]
















　目の前の光景は東京の終しゆう焉えんを表現していた。

　高層ビル群は崩くずれ去り、湾わん岸がん地区は海に没ぼつした。完成したばかりのスカイツリーはボキリと根本から折れ、幹線道路にはズタズタに亀き裂れつが入った。

　目の前の東京タワーはびっしりと太いツタに絡からみつかれていた。そして、そのツタは血のような真まっ赤かな花を一いつ斉せいに開花させた。

　頭が割れるように痛かった。視界が揺ゆらめき耳鳴りが止まらない。全身は燃えているのではないかと錯覚するほど熱かった。足あし下もとを虫の大群が走っていく。それは真っ黒な蜘く蛛もの群れだった。蜘蛛の群れはアメーバのように街を飲み込んでいく。

　彼女はよろめきながら立ちあがった。ここにいてはこの街と一いつ緒しよに消しよう滅めつしてしまう。倒れていた仲間に手を貸そうとして息をのむ。そこにはびっしりと蜘蛛に群がられた塊かたまりがあるだけだった。必死で蜘蛛を払ったが、逆に血まみれの自分の体にまとわりついてくる。

　彼女は体に群がる蜘蛛を払いながら走りだした。波のようにうねる道路を走るうちに上下感覚を失っていく。ところどころ陥没し、ぽっかりと穴が空いている。穴の中はのっぺりとした立体感のない漆黒だった。折れ曲がった街灯は狂ったように明滅を繰り返し、大地を引き裂くような不快な音はさらに大きくなっていく。彼女は耳をふさいで走り続けた。

　この光景が結末なのか……。

　意識がぷつりと途切れそうになった。一瞬でも意識が切断されたら、自分は永遠にこの世界から失われてしまうことだろう。

　彼女は擦かすれる視界の中で電話ボックスを見つけた。ボックスは歪ゆがんでガラスはすべて砕くだけ散っていたが、中の電話機は形を保っている。

　彼女は真っ赤な血に汚れ蜘蛛に群がられた手を伸ばした。

　背後のビルが崩れていく。ビルは輪切りのタマネギのように分割されて崩ほう落らくする。ビルの構成データが壊こわれたのだ。そしてそれらの情報はどす黒い液体に変化しこちらに流れてくる。

　はっと目を見開いた。遠くの路上に立つひとりの女性が視界に入ったのだ。

　その彼女は力なく頭上を見つめていた。彼女はまだ生きていたのだと思った。しかし、女性の周囲のアスファルトは陥かん没ぼつしていき、黒い液体も迫せまってくる。助けなければと思った。その瞬しゆん間かん足下が激しく揺れた。この場所の崩ほう壊かいも間近だ……。

　彼女は受話器を耳に当てた。受話器からは声が聞こえる。

『東京に戻りますか？』
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　果たしてこの街と自分との境界線はどこにあるのかと思う。

　まず、その解答を出すには自分という定義について考える必要がある。自分という定義はどこまでを指し示しているのか。皮膚の内側か、それとも全身にまとう衣服を含ふくめて自分と表現しているのか。流れる汗や涙は定義から外はずれるのだろうか。体から離れた時点で塩化ナトリウムを含む単なる水分に成り下がるのか。それとも、人体を構成する七十パーセント近くの水分は、元から定義から外すべきなのか。

　そもそも、自分という定義は物質的であるのかという問題がある。肉体ではなく、涙ではなく、涙を流す心そのものが自分の定義であると。しかし、自分という概がい念ねんが物質的なものでないとすると、自分とこの街の境界線は存在しないことになる。常に外部からの情報の干かん渉しようを受け続けているからだ。つまり、東京という情報に無防備にさらされている自分の体は、この街の一部であることになってしまう。

　東京の六月の空は呆あきれるほどに真まっ青さおだった。降水確率ゼロパーセントの快晴、校庭の葉は桜ざくらに、テスト中の教室、鉛筆がこすれる音、窓に映うつる彼女の顔。湿り気を含ふくんだ風が教室に吹き込みカーテンを揺ゆらす。雨上がりの匂においがした。本格的な夏はもう少し先だ……。

　前まえ田だは鉛筆を置き窓を眺ながめていた。高校二年生の中間テスト。普段勉強をしない高校生たちもテストの結果には一いつ喜き一いち憂ゆうする。そんな格式高いイベントだったが、前田はすでに興味を失っていた。

　元から決まっている答えを記入して得る数字になんの意味があるのだろうかと思う。このテストで得た数字は絶対的なものなのか。得た数字はこの世界で自分を表現する数値となり得るのだろうか。

　なんだかこんなときだけ思考が積み重なってしまう気がする。静けさのなか、鉛筆をこする適度な雑音が心地いいのだろうか。青空を見つめていた前田は、焦点を窓に合わせた。窓ガラスにうっすらと映っているのは、隣となりの席の彼女の顔だった。

　窓ガラスの彼女、青あお原ばら遙花はるかは七組においてプラスの評価をされている。

　それもこの世界で絶対的な評価となるのだろうか。この二年七組のクラス内の評価はそうであろう。さらに枠わくを広げたとしても、そのプラスの評価はほぼ変わることはないはずだ。では、青原遙花は、例えば可愛かわいらしさという絶対的な数値を持っていることになるのだろうか。

　現在彼女が解いている数式のように、この世界のすべての生命にも美しさという公式が存在するのかもしれない。絶対的な美しさだ。生命を生みだす宇宙の森しん羅ら万ばん象しようの方程式。だとしたら、この宇宙に他の生命体が存在しようとも同じ美意識を持っていることになる。

　窓ガラスは遙花の顔のパーツの情報を正確に映していた。栗くり色の髪かみはわずかにウエーブがかかっている。筆記にあわせて揺ゆれる前まえ髪がみは光の筋すじのように見えた。一年前は腰こしまであった髪だがばっさりと切っていた。長さは彼女の肩の少しだけ下。絶妙にほんの少しだけだ。

　唇くちびるは薄めで柑かん橘きつ系のリップを塗っている。数式の確認をしているのか、唇が微かすかに動いたのが見えた。消しゴムで答えを消すその仕し草ぐさは、まるで愛あい猫びようをなでるかのように優しく繊せん細さいだった。この一分間に瞬まばたきは七回。瞳ひとみの色は葡萄ぶどう色、朱しゆ色の頬ほほ、ペンケースの色はビリジアン。一言で言うと彼女はカラフルだった。

　彼女が見つめているのがテスト用紙であることは非効率だった。彼女に見つめられれば、このクラスの男子たちは幸せな気分になるのだろうと思う。つまりこのテストの時間は、エネルギーの無む駄だ遣づかいだ。いや、もともと青あお原ばら遙花はるかは非効率な存在なのかもしれない。くるくる変わる表情も大げさな仕し草ぐさも複雑なトーンの口調もそうだ。

　前まえ田だの視線は窓を通り抜けて青空に向いていた。空には小さな雲が浮かんでいる。風に形を変えるあの雲も数式で表現できるはずだ。宇宙空間を座ざ標ひよう化し雲の形状の変化を管理するのだ。同じように自分自身もこの宇宙の中できわめてシンプルな数字として成り立っているに違いない。しかし、だとしたら何な故ぜこの空間を表現する必要があるのだろうか。数字という情報のみを動かせばよいのに、どうしてこの世界が誕たん生じようしたのか……。

　雲を見つめる前田はふと視線を感じた。焦点を窓ガラスに合わせてみると、彼女がこちらを向いているのが見えた。窓ガラスに映る遙花と視線が合うと、彼女ははっとしたように机に視線を戻した。窓ガラスに映うつる彼女は、もうひとつの世界に存在しているともいえる。容姿というデータを抽ちゆう出しゆつして窓ガラスの世界に存在させている。霧きりのようにこの東京を覆おおうもうひとつの世界があるのだ。

　ちらりと横を向くと、遙花はじっとテスト用紙を凝ぎよう視ししていた。同時にチャイムが鳴った。







　中間テストは順調に消化していった。

　といっても、前田の点数はそれほど順調ではない。前田の中間テスト対策は皆かい無むと言っていいほどだ。ただ、赤点を取って追試などの処分は避けたい。テストも面めん倒どうだが追試に時間を使うのはもっとくだらない。

　前田は窓際ぎわの座席に座り教科書を見ていた。中間テストは次の化学で終了だった。

　ちらりと前方を見ると、遙花を囲んで生徒たちが集まっているのが見えた。テストのヤマを聞いているのだろう。実際に彼女のテストのヤマ当ては常識を逸いつしている。どこの英文がテストに使われるか、数学の公式や漢字など、ピンポイントで当ててくるのだ。最初は漢字テストや英単語テストなどの小テストのヤマ当てを始めたのだが、それが高確率で当たるため、遙花は職員室に潜入して作成したばかりのテストを盗み見しているのでは、との噂うわさすら立ったほどだ。勘かんが異常に発達しているとしか考えられなかった。

「どうよ、前まえ田だ」

　前の席に座る浅あさ尾おという男子生徒がこちらを見た。

「まあまあだな」

「すっげえ余裕じゃんか。諦あきらめたのか？　悟さとりの境地ってやつ？」

　浅尾はへらへらと笑っている。こいつもテストに関しては悟っているタイプだ。勉強はできないが目立ちたがり屋で七組のクラス委員長をやっている。

「テストなんてコツをつかめば簡単なんだよ。今回の俺はおまえと一いつ緒しよに追試を受けることはないからな」

「俺だって今回は追試はねえよー」

　と言いつつ、浅尾は「うひゃひゃ」と笑いながら漫画雑誌を読みだした。

「……愚おろか者め」

　今回もこいつは赤点で追試となることだろう。しかし、こちらには今回に限って秘密兵器がある。前田は教科書に挟はさんだ紙片を確認した。

　これは簡単にいうとカンニングペーパーだ。カンニングのスキルはこの学校でも格段に進歩している。例えば最近の流行モードはモバイルを使うことだ。マナーモードの振動回数で答えを教えあったり、受信対応させたキーホルダーを光らせたりと。しかし、学校サイドも当然対策を取っている訳わけでいたちごっこが続いているのが現状だ。

　そこで前田はその隙すきを突き、アナログのカンニング方法を選択したのだ。昔から利用される紙に書いてテストに持ち込む方法だ。学校側はデジタル的なカンニングばかりに気を取られ、このようなカンニング方法は意外に盲もう点てんとなる。

　ただし、その方法にはいくつかの問題がある。ひとつは持ち込む紙片は小さくなければならず、書き込むものも要点を絞しぼる必要がある。要点を絞るということは、それなりにその科目を理解していなければならないということだ。ここに矛盾が生じる。カンニングペーパーを必要とする生徒は、良質なカンニングペーパーを作れないのだ。

　それらの問題を解消するために、前田はこのカンニングペーパーを買った。購入先は二学年ナンバーワンの頭脳だ。数学においては重要な公式や回答パターンなど、英語は和訳や単語などがシンプルでいて緻ち密みつに記き載さいされている。

　これで一教科、約二十点ほどの上積みが期待できる。ほんの二十点でいいのだ。カンニングがばれる一番の理由は欲だ。高得点を取ろうとするとそれなりのリスクを冒おかさねばならず、そのぶん教師に見つかる率が高くなってしまう。

　そしてもうひとつ証しよう拠こという問題がある。一いつ瞬しゆんで消去できるデジタルと違い、紙は物的証拠が残るデメリットがある。そこでこのカンニングペーパーは水に溶ける紙を利用しており、いざとなったら食べてしまえばいい。証拠がなければ見つかったとしてもしらを切りとおせる。

　前田は次の教科の化学のカンニングペーパーを消しゴムのカバーの裏に隠かくした。昨日のうちに消しゴムを削けずり取り、ペーパーを入れるスペースを作っている。これで追試を回避できれば安いものだった。

　前まえ田だがカンニングの準備をしていると、遙花はるかが隣となりの席に戻ってきた。彼女は化学の教科書を広げて蛍けい光こうペンでマークした箇所を確認している。

　青あお原ばら遙花は成績も優良でいて運動神経もよい。明るい性格で誰とでもフレンドリーに交流ができる。少々とぼけた一面があるものの、そんなところも周囲から好かれる要素となり、クラスメイトとしては百点満点の女子だった。

　前田は彼女から視線を外はずした。前田にとって遙花は欠落した存在に過ぎなかった。できるだけ距離を置きたい気持ちがある。そんな雰ふん囲い気きが彼女に伝わるのか、前田は二年七組において遙花とほとんど交流しない奇き異いな存在となっていた。二年で同じクラスになってから、交かわす会話は朝の挨あい拶さつ程度という関係が続いている。しかし、それは今日までとなった。

　化学のテストが終わったとき、もしも前田がトイレに行っていたなら。もしも前の席に座る浅あさ尾おのテストのできが少しだけよく前田に話しかけていたなら。だとしたら、いつもと同じだったかもしれない。そのままホームルームが始まり、終わると同時に前田は教室から出ていく……。しかし、現実はそうではなかった。

　化学のテストが終わると教室の空気は一気に弛し緩かんした。前の席ではテストに敗北した浅尾がぐったりと机に突つっ伏ぷし、前田は飲みかけのコーヒーの缶の中にペーパーをねじ込み証しよう拠こ隠いん滅めつを果たしていた。そんなとき、前まえ田だは隣の遙花と視線が合った。そして遙花は意を決したようにすっと立ちあがる。

「……前田君」

　遙花は遠慮がちに声をかけてきた。一いつ緒しよのクラスになってから初めて前田が彼女に名前を呼ばれた瞬しゆん間かんだった。

「どうした？」

　前田は平静を装よそおって返答した。周囲を窺うかがうと特にこちらに注意を向けている生徒はいない。

「ちょっと前田君に相談があるの」

「恋愛相談的な？」

「ううん、そんなことじゃないの。ちょっと一緒に調べてほしいものがあるっていうか……」

「ふーん、なんで俺に？　わざわざ俺に相談する必要なんてないんじゃないか」

　会話は油を差していない機械のようにぎこちなかった。遙花は、帰り支じ度たくをする前田を見つめたまま唇くちびるを動かした。

「……スフィアについて、なの」

　前田は絶句し鞄かばんを落としてしまったが、すぐに我に返って平静を装う。

「ちょっと待ってね、ちゃんと話を聞く用意はあるから。で、スフィアって、なんかのブランドの名前とか？」
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「違うよ、東京スフィアのこと」

「東京スフィア？　あまり聞いたことがないけど」

「私も詳くわしく知らないんだけど、これを見て」

　遙花はるかが見せたのはチケットだった。そのチケットには、東京スフィア入場券とあり、もうひとつの東京へ、とのあおり文句が書いてあった。

「遊園地の入場券みたいだね」

「うん、でもどこに行けばいいのかよくわからないの。それに、これを入手した経けい緯いもちょっといろいろあって」

「それで俺に相談？」

「なんで前まえ田だ君に相談したかっていうと理由がいくつかあってね、ひとつは前田君がオンラインゲームサークルに所属しているから」

「そう、オンラインゲームだよ。遊園地とは関係ないよな」

「少しだけスフィアについて調べたの。スフィアはもうひとつの東京なの。つまり、現実の東京に重なるようにして存在する仮か想そう世界らしいの。だから、オンラインゲームのようなものでしょ」

「でも、サークルは仮かり登録だよ。人数も条件も満たせてないから正式に活動してないんだ。部員も俺を含めて二人しかいないし」

「もうひとりって前まえ田だ君と仲のいい一年生だよね。確か雪ゆき村むら君だっけ。……それで、サークルが正式に活動してたら、前田君は協力してくれたの？」

「うん。でも活動したいんだけど、どうしてもメンバーが集まらなくてさ。設立条件も結構シビアで仮かり登録のままなんだ」

「そっか、残念」

　ため息を吐つく遙花はるかは全身で残念さを表現していた。視線や声や動作などで現在の自分の情報を無防備にまき散らしている。そんな彼女を見て前田の胸に罪悪感が膨ふくらんでしまう。

「ねえ、もしも活動してたなら、私をサークルに入れてくれた？」

　席に戻りかけた遙花が、振り向いて聞いた。

「もちろんだよ。俺だってサークルが正式に認められたらどんなに嬉うれしいことか」

　前田はうなずいてみせた。しばらくすると、遙花の周囲には女子生徒たちが集まってきた。テストが終わり今日は部活動もないので皆で遊びに行く計画でも立てているのだろう。彼女はアクティブにいろいろな場所に出かけていくのだ。

「なあ、遙花ちゃんとなに話してたんだよー」

　浅あさ尾おがにやにやとこちらを見ている。

「お前が遙花ちゃんと話すの珍しいよなあ」

「大した話じゃないって」

　前田が浅尾をあしらっていると、担任が教室に入ってきてホームルームが始まった。前田は配られたプリントを受け取りながら額ひたいの汗をぬぐい息を吐く。全身に汗をかいていた。遙花は何のつもりで自分に相談してきたのだろうかと思った。

　プリントには次期生徒会役員募集とタイトルがあり、活動内容の欄らんには『続きはｗｅｂで！』と書かれていた。また、現生徒会の写真が貼はられており、それを見た女子生徒たちがきゃっきゃと騒いでいる。

「やっぱり結ゆう城き先せん輩ぱいはかっこいいよね」

「そうだね。女の子に優しくしてくれるしね」

　前の席の女子に話しかけられた遙花が笑いながら相づちを打っている。結城とは三年生の生徒会副会長のことだ。現行の生徒会が異様に力を持っているのは結城のためかもしれない。結城は生徒の自立をスローガンに、少しずつ学内の構造改革に乗りだした。そしていつの間にか教師たちが持っていた権力を生徒会にシフトさせてしまったのだ。今の生徒会は教師も手を出せない聖せい域いきとなっている。

「でも、ちょっと怖こわい雰ふん囲い気きがあるよね？」

「そこもいいと思うんだけどねえ」

　騒ぐ女子生徒たちを横目に、前田はプリントを丸めて鞄かばんに押おし込んだ。教きよう壇だんで担任が何かを言っていたが、前田の耳を通り抜けていく。そして、ホームルームが終わると同時に前田は鞄かばんを持って立ちあがった。

「前まえ田だはどうする？　遙花はるかちゃんが、みんなで新しん宿じゆく御ぎよ苑えんに行って遊ばないかって言ってたけど」

「今日はパスするよ」

　浅あさ尾おが呼び止めたが、前田はかまわず教室から出ていった。廊下に出た前田は一気に走りだした。すでに帰宅を始めている他クラスの生徒を避けながら階段を駆かけ下りる。なんだか全体的に学校内の雰ふん囲い気きが緩ゆるんでいた。テストの重圧から解き放はなたれ、浮うわついた物質が漂っているように思える。

　前田は一年生の教室がある廊下を走り、一年四組の教室のドアを乱暴に開け放った。しかし教室の中には誰もいない。しばらく探し回り、やっと一年四組が校庭にいるという情報を得る。校庭に出ると、端はしのほうに生徒たちが集まっているのが見えた。セーラー服姿の女子たちがはしゃぐ横で、男子たちが火を起こしている。

「あれ、先せん輩ぱい。どうしました？」

　前田に声をかけてきたのは雪ゆき村むらという男子生徒だった。ちょうど裏庭から薪まきを持って戻ってきたようだった。

「なに校庭でバーベキューとかやってんだよ」

　前田は一年四組のイベントに呆あきれた。こうして校庭で火を使うことができるようになったのも生徒会の改革のひとつだった。

「テスト終了パーティをぱあっとやろうってことになりまして。それより、僕に用ですか？」

「そうなんだよ。ちょっと困ったことになった」

　前田は他の生徒から少し距離を置いて雪村に事情を説明した。

「……東京スフィアのチケットですか」

　雪村は複雑な表情をしている。

「それで、俺たちのサークルに入部したいとか言いだしてた」

　前田が仮かり登録しているサークルのもうひとりのメンバーは雪村だ。

「そういえば、遙花さんは部活もサークルにも所属してませんでしたね。でも、なんで先輩に相談したんですかね。オンラインゲームサークルだけの繋つながりにしてはちょっと薄いですよね」

「ああ、そうだ。あの遙花が、なんのつもりなんだろう」

「まあ、でも断ことわったんですよね。オンラインゲームサークルを押おさえておいてよかったじゃないですか。勝手に遙花さんがサークルを立ち上げるよりはマシですよ」

　前田はうなずいた。確かにそのとおりだ。仮かり登録でサークルを設立していたのはファインプレーとなった。基本的に同好会扱あつかいのサークルは、生徒たちでの立ち上げが認められている。ただし、それには以外に厳しい条件がある。

　基本的に五人以上のメンバーを集めて顧こ問もんの教師も必要だ。メンバーの中に最低一人は成績優秀者が登録し、生徒会の承認もいる。適当に幽ゆう霊れい部員を集めて部室を手に入れようとするケースが多かったので、厳しい条件が課せられたらしい。

　そして、同じ種類のサークルを複数設立してはいけないという規定もある。乱立を防ぐためとの処置だが、前まえ田だはそのためにオンラインゲームサークルを仮かり登録していたのだ。

「正式に活動していたらサークルで協力してくれた？　とか聞いてたけど、仮登録じゃ無理だからな……」

　前田は自分で言ってからどきりとした。

「なあ、遙花はるかがメンバーを集めてサークルを正式登録しようとする可能性はあると思うか？」

「うーん、ちょっとそれは難しいと思いますよ。名義貸しを防ぐために立ち上げは五人で、三ヶ月のテスト運営期間を設もうけます。そして設立条件として、最新のテストでの五人の合計平均点が八十点以上でなければいけません」

「あ、心配することまったくなかったか」

　前田は安あん堵どした。どう考えても今回の前田の中間テストの点数は、ぎりぎり追試を免まぬがれる程度であり、平均八十点以上を作るのはほぼ不可能だ。

「でも、どうしてチケットを手に入れたんですかね」

「そうだよなあ。ちょっとこれから様よう子すを見ないと。それにしても、梅つ雨ゆ時どきなのにすかっと晴れてて、バーベキューするのも悪くないよな」

「あっ、前田先せん輩ぱい、どうぞ」

　近寄ってきた女子生徒が、棒ぼうに刺したマシュマロを渡してくれた。

「サンキュー、火があるとやっぱりマシュマロ焼いちゃうよなあ」

「なんか平和な感じですねえ。今日は部活もなくて校庭ががらんとしてますし」

「そういや雪ゆき村むらは部活とか入んねえの？　誘さそいがあるんだろ？」

「うーん、運動部の上下関係があまり好きじゃないんですよねえ」

「おっと、そろそろ表面が焦こげていい感じに……」

　雪村と並んでマシュマロを焼いていた前田は、はっと動きを止めた。

「遙花さんですね」

　雪村も気づいたようだ。校舎の出入り口に彼女の姿があった。遙花は他クラスの女子生徒と立ち話をしている。眼鏡めがねをかけノートパソコンをわきに抱かかえた女子生徒だった。遙花は、うれしそうに笑ったあと走り去っていった。七組は新しん宿じゆく御ぎよ苑えんに向かったはずではなかったのか。

　遙花に話しかけられていた女子生徒は、じっと遙花の後ろ姿を見ている。その後、ちらりとこちらに視線を向けてから校門へ向かった。

「……なあ、まさか」

　前田と雪村は顔を見合わせた。遙花が話しかけていたのは二年生ナンバーワンの頭脳と評価される生徒なのだ。ちなみに前田がカンニングペーパーを買ったのも彼女からだ。例えば遙花がサークル正式設立のためのメンバーを探しているとするならばまずいことになる……。

「こうなったらあの人に相談しますか？　あの人、生徒会の副会長もやってますし、直接言いに行きましょう」

「あの人か……」

　三年の結ゆう城きのことだ。確かに事情を知っており、相談するなら早いほうがいい。

「でも、あの人ちょっと怖こわいんだよな。それにあれ以来関係がぎくしゃくしてて、なんて話しかけていいかもわからない」

「このことをはっきりと言えばいいだけですよ。遙花はるかさんの件に関しては、あの人の責任が大きいんですから」

「そうだよな、ビシッと言うべきだよな……あっ」

　火にくべていたマシュマロはほとんど溶けて真まっ黒くろ焦こげになっていた。前まえ田だは首を振って持っていた棒ぼうを火の中に放ほうり込んだ。その後、少しだけバーベキューの用意を手伝ってから、前田は雪ゆき村むらとともに校舎に入った。ふたりが目指したのは三年生の教室がある三階だった。

「確か、結城さんは三年一組ですね」

「三年は忙しいからもう帰ってるんじゃないか？　真ま面じ目めなみんなは予備校とか図書館とか行って受験勉強をするよな」

　廊下はほとんどの生徒が帰宅しているため静かだった。前田は一組の教室の前に立つと、大きく深呼吸をした。

「せめて機き嫌げんがいいといいんだけどな」

「機嫌の善よし悪あしは、僕には判断つきませんがね」

「なあ雪村、いきなりボコられることはないよな」

「そこまで不条理ではないでしょう」

　前田は扉を少しだけ開けて様よう子すを窺うかがおうとした。

「失礼します」

　雪村ががらりと扉を開けたので、前田はつんのめるように教室の中に入ってしまった。

「……あ」

　前田は間抜けな声を出してしまった。放課後の教室はがらんとしていた。窓際ぎわの一番後ろの席に一人の女子生徒が座っておりパソコンを叩たたいている。タイミングよく窓から風が吹き込み、彼女の長い髪かみが水の流れのように揺ゆらめいた。この空間は、まるで彼女を表現するためだけに存在しているかのように静かだった。

「結城さん」

　雪村が彼女の名前を呼んだ。彼女はしばらく反応せずにいたが、エンターキーを押おしてからゆっくりとこちらを向き、ガラスのような瞳ひとみを瞬またたいた。

「前田じゃないか。まさか、私に会いに来てくれたのか？」

　女子生徒は長い髪を払い微笑ほほえんでみせた。彼女が学年の女王と呼ばれ、羨せん望ぼうや畏い怖ふの視線を向けられる結ゆう城き繭まゆ子こだった。

「受験勉強忙しくないんすか？　こんな時間まで残ってて」

「受験のほうは推すい薦せんが決まっていてね。だから、生徒会の仕事をやっていたのだよ」

「生徒会のホームページを作ってるとか？　なんか今日はいい天気ですね」

　前まえ田だは繭子と視線を合わすことなく、開け放はなした窓の外を向いた。

「なあ、会話をしようじゃないか」

　繭子はくすりと笑いながら唇くちびるにリップクリームを塗っている。

「遙花はるかさんのことです」

　煮にえ切らない前田の代わりに雪ゆき村むらが言った。

「スフィアを調べるためにサークルを正式登録しようと言いだした、と？」

　前田と雪村は顔を見合わせた。

「彼女なら、さっき私のところに相談に来たよ」

「……で？」

　前田はゴクリとつばを飲み込んだ。

「私もメンバーに誘われてね。だから入ることにした。生徒会でも承認してやることにしたよ。メンバーの五人も集まったようだしな」

「そうじゃないでしょ」

　繭子の言葉に前田は首を振った。

「何な故ぜだ？　私が可愛かわいい後こう輩はいの頼みを断ことわれると思うのか？」

「元から部員だった僕は抜かしたとしても、こうもピンポイントでメンバーを選んだのはすごいですね」

　前田の気持ちをよそに、雪ゆき村むらがうなっている。

「遙花は、なんで繭子さんまで誘さそったんですか」

　前田は視線を逸そらしたまま繭子に聞いた。

「体育祭や文化祭のイベントで私と遙花は仲のよい先輩後輩なのだよ。そして、彼女はできれば私が卒業するまでの一年間、一いつ緒しよに活動して思い出を作りたいとも言っていた。な、可愛い後輩だろう」

「もしかして、遙花さん知ってて誘ったんじゃないですかね」

「それは私にはわからないよ。だからこそ、サークルを稼働させ様よう子すを見る必要もあるかもな」

「まだ、正式に認められた訳わけじゃないでしょ」

　前田は顔を上げた。できればサークル活動は避けたいところだ。

「条件はほぼ満たしているからね。あとは中間テストの点数次第だな。五人の全教科の平均が八十点以上ならその時点で認められるだろう」

　こんなことなら追試になったほうがよかったかもしれない。いや、それは消極的なことだろうか。目の届かないところで遙花はるかに活動されるよりはマシなのだ。それでも、前まえ田だの気分は沈んだままだった。彼女と同じ場所で同じ時間を共有するのはつらいという思いがあった。

「それで、遙花さんは？」

「前田君が喜んでくれるかなあ、と笑いながら新しん宿じゆく御ぎよ苑えんに行ったようだ。たまにはお前も行ったらどうだ？　クラスメイトとの思い出作りは大切だぞ」

「……わかりましたよ」

　前田はそう吐はき捨てると教室から出ていった。
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　前田が出ていったあとも、雪ゆき村むらは教室に残っていた。

「先せん輩ぱい、大丈夫ですかね」

「そんなに心配か？　まあ、基本的に駄目な要素が多い人間だからな」

　繭まゆ子こは再びパソコン入力を始めた。

「確かに先輩は、いい加減で生活にだらしなくて自分勝手でわがままでいて人に頼ってばかりのところがありますが、それでも僕の先輩ですから」

　雪村は先ほどから遙花の行動の意味を考えていたが、断片的な情報はどうしても形にならなかった。

「結ゆう城きさんは何か知ってますか？」

　雪村が聞くと、繭子はふうっと息を吐はいた。

「対話をしたいならそれなりの情報を自分で手に入れるんだな。でないとフェアな会話が成り立たないだろう」

　雪村はもしもサークル活動が始まったらどうなるだろうかと考えた。遙花の目的はまだわからないが、サークルは稼か働どうするのか。前田と遙花の関係はどうなるか。

　もしかしたらサークル活動は変化のきっかけになるかもしれない。ぎこちない関係が修復されるか、それとも悪化かするか。歯車は動きだすのか、壊こわれるのか……。

「私は彼女に介かい入にゆうしていない。本当に相談されただけだ」

　繭子はこちらを見ずに言う。確かに彼女の言動に噓うそはないだろう。繭子はいつでも言葉と行動に厳格だ。しかし、何を考えているのか読み取れないところがある。

「遙花さんを調べておいたほうがいいんでしょうか」

「今のお前にとって遙花はただの学校の上級生にすぎないだろ。彼女はただ、仲のいいお友達とサークル活動を始めたかっただけだ。それ以上でも以下でもないぞ」

「……何かあってからじゃ遅いと思いますが」

「自分の力でどうにかできるとでも思うのか？　そういうのは勝手に自然な形になるものだ」

「運命みたいなやつですか？」

　雪ゆき村むらが言うと、繭まゆ子こは首をすくめた。

「じゃあ、僕はこれで失礼します」

　雪村は頭を下げてから扉に向かった。

「……まだサークルが正式登録されるかは決まっていない」

　教室から出ていこうとした雪村の背中に声がかけられた。

「決まるのはテストの返却が終わる一週間後だろう。お前が言う運命的なものがあるとしたら、サークルは正式登録されるだろう。そして何かが始まり、何かが変わるのだろうね」

　繭子はパタンとノートパソコンを閉じて笑ってみせた。
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　──そして一週間後。

『サークル名・３Ｓ』

　部室のプレートにはそう表記があった。

　部室は、北校舎の空あき教室を利用することになっていた。五人のメンバーでこれから三ヶ月間の仮かり活動期間が設もうけられる。

　サークル名の３Ｓとは、sports  simulation society　の略らしい。オンラインゲームサークルでは学校への印象が悪かったらしく、遙花はるかが繭子に相談して名前を考えたのだ。sportsは広義のゲームの意味と健康さをアピール、simulationは仮か想そう現実の意味合いがある。

「俺がカンニングでテストの点を上積みしたばかりに」

　前まえ田だは部室の掃そう除じをしながら悪あく態たいをついた。部室の床では円形の自動クリーナーが走り回っている。この学校では常に数十台の自動クリーナーが作動しているのだ。

「ぎりぎり八十点超したようでしたからね」

　隣となりでは、雪村が棚たなを整理している。同好会設立の条件のひとつである最新のテストで合計平均八十点以上という難関は、今週のテスト返却期間においてクリアしてしまった。雪村はテストの平均が八十点。遙花と繭子は約九十点。残りのもう一人はあっさりと全教科満点を取り平均百点。前田は約五十点平均と、五人の総合で八十点以上となった。

「カンニングをしなければ三十点ぐらいだったんだよ。そうすれば、同好会設立もうやむやになったかもしれないのにな。あと誤算はあいつだよ。本当に満点取るから……」

「そんなに嫌いやだったら、直接サークル設立を断ことわればよかったのに」

「断れるわけないだろ。無む垢くな笑顔で、一いつ緒しよに活動できたらいいね、とか言われたんだ。下へ手たに断って彼女を泣かせでもしたら、俺はこれから一年間七組ではぶられる」

　遙花がサークルに興味を持ったことは七組の生徒たちから見ても驚く事こと柄がらだったようだ。遙花は部活やサークルから勧誘を受けても、のらりくらりとかわしていたからだ。

「まあまあ、できちゃったのはしょうがないですよ」

「そうだよな。こうなったらもっと楽しもうか。この部室を秘密基地みたいにして遊ぼうぜ。ゴミ捨て場から冷蔵庫を拾ってきてビールを飲めるようにしよう。いや、近所のバーがつぶれるらしいからビアサーバーをもらってきて設置しちゃおうか」

「部室にゴミを持ち込まないようにな」

　部屋に入ってきたのは繭まゆ子こだった。彼女は掃そう除じを手伝うつもりはないようで、窓際ぎわにおいてあったパイプ椅い子すに腰こしを下ろし、窓の外を眺ながめながら「ビアサーバーもいいかもな」とつぶやいた。空を眺める彼女の横顔を見て、一いつ切さいの生命活動を停止して彫ちよう像ぞうのように動かなければ綺き麗れいなのになと前まえ田だは思った。

「とりあえず、内容はオンラインゲームサークルだから、パソコンぐらい置きたいよな。繭子さん、なんとかしてくださいよ。生徒会役員でしょ」

「残念だが、サークルは学校から予算が出ないのだよ。趣味での集まりだから当然だな」

　繭子は、窓に貼はってあった『目指せ高校ウルトラクイズ』との張り紙をはがすと、びりびりに破やぶいて床にまいている。ゴミに反応した自動クリーナーが寄ってきて吸い込んでいる光景は、まるで公園で鳩に餌えさをやっているような感じだった。

「雪ゆき村むら、見てみて。さて問題です」

　前田は棚たなに置いてあった銀色のシルクハットのような帽子を被かぶってみせた。スイッチを押おすとぴこーんとシルクハットの上でハテナマークが起き上がる。前田と雪村は顔を見合わせてケラケラ笑った。この部室を使っていた前のサークルはクイズサークルだったのだ。

「ごめんなさい。書類の提出とかに手間取ってしまって」

　扉が開き、すまなそうに部室に入ってきたのは遙花はるかだった。

「いいよ、掃除はほとんど終わったし」

　なんだかこうして遙花と放課後に会うことが、妙に不自然に感じてしまう。

「結構綺麗になったね。ありがとう」

　遙花は鞄かばんを棚の上に置いてから繭子に近づいた。

「繭子さんにもお世話になりました。今日からサークル活動を始めていいって」

「私は何もしていないよ」

　繭子は遙花に微笑ほほえんでみせた。

「雪村君だったよね。青あお原ばら遙花です。よろしくね」

「はい、念願かなってやっとサークル活動ができてうれしいです」

　雪村は頭を下げながらしれっと言った。

「それと前田君、強引にサークルに入れてもらってごめんね」

「いいよ。どうせ放課後は暇ひまだったしさ」

　前まえ田だはゴホンと咳せき払ばらいをして、未いまだに持っていたシルクハットをゴミ箱に放ほうり投げた。

「メンバーはもう一人誘さそったの。でも、今日はちょっと用があるって」

「そっか。じゃあ正式な活動は明日からにするか？」

「うん、そうだね。全員そろってからのほうがいいよね」

「じゃあ、今日はせっかくだから役割分担だけでも決めときますか？」

　雪ゆき村むらはホワイトボードを引っ張ってきた。遙花はるかは何か言いたそうだったが、素直にうなずいた。雪村は妙に緊張している遙花に気を遣つかっているようだ。雪村は他人の感情を読み取り、場の空気を整えることがうまい。

「じゃあ、部長は前田君だよね」

　遙花が言ったが、前田はすぐに異いを唱となえる。

「いや、ここはサークルを正式登録してくれた遙花ちゃんがやるべきだよ」

　このメンバーを統率する役割などやりたくなかった。しばしの話し合いの結果、サークルの部長は遙花に押おし付けられた形となった。

「……あの、３Ｓサークルの部長となってしまいました、青あお原ばら遙花です」

　立ちあがった遙花がぺこりと頭を下げた。

「二年七組で前田君とは同じクラスで席も隣となりです。あまり話したことはないけど、無理言ってこのサークルに入れてもらいました。部活やサークルの所属はありません。サークルに入れてもらった理由は……あとで話します」

　遙花は小首を傾かしげるようにして話している。開けた窓から風が吹き込み、さらりと彼女の髪かみを流す。ほとんど日の当たらない北校舎の部屋だが、セーラー服がまぶしく見えた。

「だけど、ゲームは好きなんです。オセロやチェスもやりますし、特にトランプが得意です。大貧民ではいっつも大富豪です。でも、私は表情に出やすいらしくて、ばば抜きやポーカーは苦にが手てなんです」

　こうして喋しやべっているだけでも遙花はくるくると表情を変えている。周囲は変化する彼女に見入ってしまうのだ。

「えっと、趣味はいろいろな場所に出かけることです。あとお菓子作りも好きなので、よかったら何か作ってこようと思います。クラスの人たちには結構食べてもらっていて好評なんです。ということで以上、サークル部長の青原遙花でした……なーんて」

　遙花は恥はずかしそうに笑ってから椅い子すに座った。

「お菓子作りが得意なんですか」

「何かリクエストがあれば、気軽に言ってほしいな」

「まあ、いろいろ気を遣つかっちゃうから、いつかでいいよ」

　前田は遙花の言葉を遮さえぎり、一いつ瞬しゆんだけ雪ゆき村むらを睨にらみ付けた。確かに遙花はお菓子作りが趣味だが、決して得意ではなかった。本来なら失敗を繰り返して上う手まくなっていくはずだが、最近お菓子作りを始めた彼女は、クラスメイトに異様に甘やかされていた。遙花はるかの無む垢くな笑顔にダメ出しをできずに、彼女のお菓子作りのベクトルは修正不可能な地点にまでいっている。砂糖の代わりに塩を入れてしまったなどシャレになるまずさならばよかったが、遙花の手作りお菓子は食べれないこともないけど……との絶妙な味なのだ。七組の男子は必ずどこかいいところを探して褒ほめるのだが、芸術的だとか前衛的だとかぼやっとした感想を述べるようになっていた。

「それで、副部長は繭まゆ子こさんでいいですか」

　繭子は副部長に立候補していたのだ。

「副部長とかいらなくないっすか？　五人しかいないのに」

　前まえ田だは不満げに繭子を見た。繭子は生徒会においても副会長と、トップに立つことはない。しかし、いつでも実権を握るのは彼女なのだ。生徒会も二番手の立場で、裏からすべてを支配している。花より実タイプだった。

「私は三年で受験などもあり、いろいろ忙しいのだよ。だから、このくらいで勘かん弁べんしてくれ。できる限りのフォローはするつもりだ」

「推すい薦せんも決まってるくせに」と、前田は小さくつぶやき悪あく態たいをついた。

「あ、でも、私は部長なんて初めてだから、繭子さんが副部長をやってくれるとうれしい」

　手を叩たたく遙花に微笑ほほえんでから、窓際ぎわにいた繭子が立ちあがった。

「副部長という大役をいただいた結ゆう城き繭子です」

　繭子は長い髪かみを指先で触りながらさらっと言った。スレンダーな体のラインに整った顔立ち。表向き優等生の彼女は、特に同性からの人気を集めていた。

　親が大企業のお偉えらいさんで、数年前から勉強をかねて手伝っているようだ。一ひと癖くせも二癖もある人間に接している彼女にとって、この学校はとても生ぬるく感じていることだろう。前田は昔、繭子が学校のことを淀よどんだ沼だと表現していたことを思いだした。危険な生物もいない水の中で生徒たちは育てられるのだ。沼の外に急流があると教えられることはない。

　学校は決まった期間内、生徒たちが問題を起こさなければ、卒業後にどうなろうと知ったことではないのだ。ミスをしないことだけを考える教師たちは、自分が暮らす沼が濁にごっていることには気づいていない。

「ゲームといえばスポーツ観戦は好きかな。アメフトや大リーグ、テニスやＮＢＡなど。サークルに入った理由は、三年生となり高校生活も残すところ一年。そこで私は可愛かわいい後こう輩はいたちと少しでもいい思い出を残したいと、このサークルに入れてもらった。だから気き兼がねなく私に接してほしいかな、なーんて」

　繭子はにこりと笑ってから椅い子すに座った。本当に気兼ねなく接したら、粘ねん着ちやく質しつな報復を受けるのは目に見えているので、前田は彼女の言葉を聞き流していた。

「えっと、それで僕は書記ですね」

　ホワイトボードの横に立っていた雪ゆき村むらが口を開いた。

「雪ゆき村むら祐ゆう介すけです。一年四組で、このサークルで一番下したっ端ぱなので書記以外の雑用も僕に気き兼がねなく言ってください。書記として活動日誌などの記入は僕がやらせていただきます。仮かり活動期間が三ヶ月あるので、できるだけ評判がいいような日誌を書きたいですね」

　雪村はくしゃくしゃと前まえ髪がみを手でかき笑っている。この笑顔がどうも母性本能をくすぐるらしく、前まえ田だのクラスの女子からも人気があったりするのだ。前田の斜め後ろの女子が雪村のファンで、あのとろんとした瞳ひとみが可愛かわいらしいの、とか馬ば鹿かなことを言っていた。

　穏おん和わな性格でコミュニケーション力もあり、教師からの受けもよいのだが、決まった彼女はいない。聞いたことはないのだが、もしかしたら過去に女性関係でひどい目にでも遭あったのかもしれない。

「部活などの所属はありません。前に前田先せん輩ぱいとオンラインゲームを一いつ緒しよにやったことがあって、その流れでサークルを作ろうってことになっていました。正式に認められてとてもうれしいです。ですから、これから学校ナンバーワンのサークルを目指しましょう、なーんて」

　雪村は頭を下げてからホワイトボードを向いた。

「それで、残りの役職ですが、話し合いの結果、会計は今日来ていない彼女ということで」

　これでサークルにおける四つの役職が決まった。

「えっと、じゃあ俺は……部員？」

　前田は立ちあがった。自分だけ役目がないのは少々疑問に感じたが、そういえば前田はクラスのイベントでも来ただけでもよしとされるタイプだったと思いだして納得した。求められるハードルが異様に低いのだ。担任の教師も遅刻しなかっただけで前田を褒ほめてくれ、登校していただけで「朝早くから偉えらいねえ」と近所のおばあさんに声をかけられてしまうのだった。

「なんていうか、念願が叶かなったという感じです。今日は一人来てないけど、なによりもこの五人のメンバーで活動できることがとてもうれしい。サークル登録に力を貸してくれた遙花はるかちゃん、綺き麗れいで正義感あふれる先輩、とても素直で優しい後輩、頭ず脳のう明めい晰せきな同級生。そんなメンバーに囲まれてサークル活動できることはとても幸せなことだと思う。ということで、これからみんなで楽しく活動をしていこう」

　他の三人が手を叩たたいている。前田はぺこりと頭を下げながら「なーんて」とつぶやいた。
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　放課後の活動という些さ細さいな日課があるだけで、前まえ田だの学校生活はがらりと変化したように思えた。漠ばく然ぜんとした流れの中に一本の杭くいを打ち込まれたかのような感覚だった。杭によって淀よどんだ流れは不安や恐れを表現していた。

　しかし、それでも放課後を待ち望んでいるような感情も少しだけあることに気づいた。授業が終わると淡々と帰宅していった平へい坦たんな日常の変化だった。

「日直の作業があるから、先に行っててもらえるかな」

　五時間目の授業が終わると遙花はるかがこちらを向いた。彼女が隣となりの席になってから三ヶ月、会話などはなかったのだが、こうして同じサークルに所属しているというだけで交流が始まった。

　同じものを共有するという形式は人間関係において多くのウエイトを占めているのだろう。心を通わせるには、同じ言語や人種などの枠わく組ぐみがまず必要となるのだ。同じくこの学校においても、クラスや部活、サークルなどの記号はとても重要なのだ。

　前田は鞄かばんを持って教室を出た。今日は下げ駄た箱ではなく北校舎へと向かう。こうして３Ｓサークルの二日目が始まった。

　渡り廊下を歩いていると、前田を見つけた雪ゆき村むらが追いかけてきた。

「今日から活動開始って感じなんですかね」

「ていっても、何をしたいんだろうな、遙花は」

　前田と雪村は並んで歩き部室へと向かった。北校舎は前田たちのクラスのある新校舎ができると、サークルの部室や倉庫などに成り下がった。前田も本来ならば北校舎に用はなかったはずだ。静かな北校舎に足を踏み入れると不安が膨ふくらんでいくのがわかる。

「大丈夫ですよ。僕も繭まゆ子こさんもいることですしね」

「あの人はあんまり信用できないだろ」

　前田はため息を吐つきながら、３Ｓとプレートの貼はられた部室の扉をがらりと開ける。室内を見た前田はどきりとした。すでに先客がいたのだ。ひとりの女子生徒がパイプ椅い子すに座ってノートパソコンを叩たたいていた。

「本当に来たのか」

「……ええ、部員だから」

　彼女は小さな声で答えた。彼女は高たか橋はし悠ゆ羽う美み。このサークルの五人目のメンバーだ。

「昨日勝手に決めちゃいましたけど、悠羽美さんは会計になりましたから。まだ部費などは集めてませんけど、よろしくお願いします」

「会計？　……デリケートな仕事ね」

　雪村は平然と悠羽美に話しかけている。

「名義だけ貸して、サークルに来ないかと思ったよ」

　前まえ田だは鞄かばんを置きながら言った。悠ゆ羽う美みは返答せずパソコン画面を見つめている。赤い縁ふちの眼鏡めがねをかけており、髪かみは後ろに結ゆわえている。膝ひざの上に載のせたパソコンは黒で、黒いストッキングをはいている。

　たとえるなら効率的な女子だった。身にまとう色はモノトーン系が多く、表情の起伏も声量もとても小さい。遙花はるかとは違い、悠羽美が放出する情報量は極めて少なかった。

「この前のカンニングペーパー助かったよ。おかげで追試を免まぬがれた」

　赤点を取った浅あさ尾おなどは、今日から一週間ほど、放課後に追試を受けることになっていた。前田は学年ナンバーワンといわれる彼女からカンニングペーパーを買ったのだ。

「で、なんでこんなへんぴなサークルに入る気になったんだ？」

　悠羽美はパタンとノートパソコンをたたんだ。

「本当に遙花から誘さそわれたのか？」

　悠羽美は凝ぎよう視ししなければわからないほど小さくうなずいた。

「なんでお前を誘ったんだろうな。基本的にコミュニケーションに難があって、決して一いつ緒しよにサークルをやりたいタイプじゃないのにな」

　前田が考え込んでいる横で、悠羽美は少しだけむっとした表情を浮かべた。

「まあまあ、せっかくだから協力しましょうよ。みんなで対策を立てる必要が……」

　雪ゆき村むらが言葉を止めた。扉ががらりと開き、「遅れてごめんなさい」と、遙花が入ってきた。

「悠羽美ちゃん来てくれたんだ。ごめんね強引に誘っちゃって」

　遙花はうれしそうに笑っている。

「あ、前田君は初対面だった？」

「大丈夫、仲良く会話もしていい雰ふん囲い気きになったから」

「そっか。でも紹介しておくね。二年一組の高たか橋はし悠羽美ちゃん。一年生のとき私と同じクラスだったんだ。それで仲良くしてくれてたの」

「ふーん、高橋はオンラインゲームとかに興味があるんだ。趣味は？　好きなプロ野球チームとかあるのか？　あれ、どうして黙ってんの？」

　前田が聞くと、悠羽美は聞こえないほどに小さく舌打ちをした。

「前田君、悠羽美ちゃんは恥はずかしがり屋さんだから、強引に質問しちゃ駄目」

「……お、みんな早いな」

　会話をしていると最後に繭まゆ子こが部室に入ってきた。これで初めてサークルの五人のメンバーが部室に集まったことになる。

「じゃあ、せっかく五人で集まったから、お菓子でも食べながら話そうか」

　遙花が言ったので前田はどきりとした。

「な、なんか作ってきてくれたとか？」

「あ、ごめんね、昨日は時間がなくて、買ってきただけなんだ」

　遙花はるかは机の上にチョコレートなどのお菓子を置いた。雪ゆき村むらは紙コップを並べ、いつの間にか買ってきていたペットボトルのお茶を注いでいる。

「今度は何か作ってくるから」

　遙花が無む垢くな笑顔を向けたので、前まえ田だは自然にうなずいてやり過ごした。

　五人は机を囲む形で座った。前田はアルフォートというチョコレートを食べてみたが、塩っ気のあるビスケットがチョコレートに合ってうまかった。見ると悠ゆ羽う美みはちびちびとチョコレートをかじっている。繭まゆ子こは静かにお茶を飲み、雪村は遙花の言葉に相づちを打っていた。

　気づくと遙花だけが喋しやべっていた。なんだか妙なテンションだった。何かきっかけをつかみたいような感じに見える。そのうちに遙花の言葉も途と切ぎれはじめ、部室に沈黙が流れた。開いた窓から運動部のかけ声が潮しお騒さいのように聞こえてくる。

「……よし、ではそろそろ始めようか」

　沈黙を破やぶったのは繭子だった。繭子はじっと遙花に視線を向ける。

「何か相談したいことがあるのだろう」

　繭子の視線に遙花は小さくうなずき立ちあがり、棚たなに置いた鞄かばんを取りに行く。その間に雪村がさっと机の上を片付けた。

「親にもクラスメイトにも相談できなくて。いろいろ考えた結果、限られた人たちに秘密を共有してもらいたかったんです」

　遙花は小さなスチールケースを机の上に置いた。シンプルな銀色のケースだった。

「このケース、私の部屋にあった百科事典の中に入っていたの。百科事典のページがくりぬかれていて、そこに入ってた」

「その百科事典は誰のなんだ？」

「私が中学生のときに、古本屋で買ったもの。そのときは当然普通の百科事典だったんだ」

「へえ、いつの間にかこれが入っていたってことか。それは怖こわいよな」

　前田はちらりと遙花の様よう子すを窺うかがった。彼女の怯おびえを含ふくんだ表情は演技とは思えなかった。

「鍵かぎはこれ。鞄につけていたキーホルダーの人形の中で見つけたの。鍵のほうは結構前に見つけていたんだけど、どの鍵だか全然憶おぼえがなくて」

　遙花が見せたのは銀色の小さな鍵だった。それをケースに入れて回すと、カチリとロックの外はずれる音がした。しばらく間を置いてから遙花は四人を見た。

「……このことは内ない緒しよにしてくれる？　他の人に話さないって」

「わかってる。部外者には口外しないよ」

　前田はうなずいた。他の三人も同意する。

「じゃあ、開けるね」

　遙花はケースに手をかけた。ぎこちない音を立ててケースが開く。

「入っていたのはこれなの」

　ケースは黒い布で内うち張ばりがしてあった。中には封ふう筒とうや紙片、キャンディなどが収納されていた。遙花はるかはそれらを取りだし机に並べていく。

　三枚のチケット。茶色い封筒。飲食店だろう店のカード。黒いフィルムに包まれたのど飴あめが五個。小さな香水の瓶びん。

「ケースの中にこれらが入ってたってわけか」

　前田はのど飴を指先で転ころがした。

「他にも入ってたものがあったけど……」

「それはなんだった？」

「写真だけど、それは見せるほどのものじゃないから抜いといたの」

　遙花は机の上に並べたものを見て明らかに困惑している。まったく身に覚えがないものなのだろう。前田はチケットを手に取った。
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　チケットの表にはそう表記されていた。

「トキオスフャー、か」

「東京スフィアですよ」

　雪ゆき村むらがさらっと流した。

「自分なりに調べてみたの。そうしたらスフィアという仮か想そうワールドがあるみたいなの。もうひとつの世界っていうコンセプトで、リアルに体感できるらしいんだ」

「なるほどな。スフィアについてはそれほど危険なものではないよ。私も詳くわしくはないが、ある程度の説明ならできるだろう」

「でも、なんでこんなものを持っていたのかわからないの。これだってそう」

　遙花はるかは封ふう筒とうの中身を皆に見せた。前まえ田だはそれを見て息をのんだ。封筒の中には一万円札の束が入っていたのだ。

「ぴったり百万円だったの」

　確かにそんな大金が部屋から出てきたら、喜ぶよりも気き味みの悪さが先行することだろう。

「もしかしたら、親のへそくりかもしれませんね」

「本当にそう思う？」

　遙花は否定的だ。確かに親がそうしたという雪ゆき村むらの意見は苦しすぎる。遙花はふうっと息を吐はいて香水の瓶びんを手に取った。

「これには憶おぼえがあるの。これは昔にちょっと気になっていたアンティークショップで買ったものなの。ミント系の香りがちょっときつくて使わなかったんだけど、明らかに私物」

　遙花は誰にも相談できずに、ずっとひとりで抱かかえ込んでいたのだろう。そして、サークルを立ち上げてメンバーと秘密を分かち合う方法を取ることにした。サークルという枠わくを作ることで、秘密を共有し不安や恐怖を薄めたかったのだ。だからこのような迂う遠えんな方法を取った。

「ごめんなさい、こんなことを相談してしまって。ちょっと気味悪いよね」

　遙花は視線を落としていた。細い肩が震ふるえしばらく沈黙が続く。ぼんやりと立っていた前田は机の下で繭まゆ子こに足を蹴けられて我に返った。遙花以外の三人がじっと前田を見ている。

「そ、そんなことないよ。だって俺たちは同じサークルのメンバーだろ。同じ時代に生まれて同じ学校に入ってこうして同じサークルに所属する奇跡のような偶然。そしてこんなミステリアスなことが起こるなんてわくわくするじゃないか。きっとこれは運命なんだよ。俺たちは見えない意思に導かれたんだ、ああ違う、ちょっと宗教っぽくなっちゃった……」

「前田君はなに言ってるの？」

　遙花が首を傾かしげてみせた。

「仮か想そうワールドはこのサークルのコンセプトに沿っているので気にしないでください」

「ああ、偶然集まったメンバーだが、遙花を助けるぐらいはできるだろう」

　雪村と繭子がフォローした。悠ゆ羽う美みはそっと遙花の頭をなでている。

「ありがとう」と、遙花はうれしそうに微笑ほほえんでみせた。

「とりあえず、所持品を確認していきましょうか」

　遙花に気を遣つかった雪村が、事務的に話を進めていく。

「この香水の瓶は遙花さんの私物ですね。……特に変わった香水じゃないですね」

　雪村が香りを確認している。横にいる前田の鼻がツーンとするほどの強い香りだ。

「このお金はちょっとわかりませんね。この飴あめ玉だまは何の変哲もないようです。まあ、何かわかりそうなのはこのチケットとカードですよね」

　前まえ田だがカードを確認すると、それは喫茶店のカードだった。このカードを提示すると十パーセント割引となるらしい。

「近くの喫茶店だな。中なか野のブロードウェイにあるらしい」

　その喫茶店には前田は行ったことがなかった。

「このチケットでスフィアに入れるんだよね。ということは、まずはスフィアにログインしてみればいいってことかな。リアルな体感ゲームっていう触ふれ込こみだし、結構楽しそう」

「それはどうかな」

　チケットを握る遙花はるかの言葉を遮さえぎったのは繭まゆ子こだった。

「何か問題があるの繭子さん？」

「スフィアワールドのサービスはすでに終了しているのだよ」

　繭子は言った。







「もともとスフィアは東京で限定的に始まったサービスのことだ。仮か想そうワールドでのオンラインゲームという概がい念ねんはない」

　椅い子すに座る四人を前に、繭子がスフィアについての説明をしている。

「でも、ネットで情報を調べたら、仮想世界で遊んだりするってあったの」

「それはスフィアのほんの一面にすぎない。いや、仮想世界で遊ぶという要素は、スフィアのコンセプトから外はずれている」

　繭子は遙花の言葉を否定してから、部室の扉を開けた。廊下では自動クリーナーが作動している。

「スフィアを簡単に表現すると、東京に知能を与えるシステムだ。──あの自動クリーナーがどうしてこの学校で動けるか知っているか。障害物を避け、汚れた場所を探すこともできる」

「センサーで作動してるから？」

「それもある。しかし、自動クリーナーがあれほど自由に動けるのは、スフィアシステムを利用しているからだ。つまり、学校のマップをデジタル化している」

　繭子は遙花たちにかみ砕くだいて説明している。基本的に自動クリーナーは人工知能ＡＩを利用しているらしい。しかし、小さな自動クリーナーに高度な知能を搭とう載さいすることは不可能であり、コストもかかる。

　そのため、学校のマップをデジタル処理しコンピューターに管理させた。学校に張り巡めぐらせたセンサーやカメラを通じて、学校のマップ情報は常じよう時じ更新される。自動クリーナーはそのコンピューターと情報をやりとりしているのだ。

「有名な話だが、ＡＩが活動するにあたって最大の問題はなんであるか。それは、膨ぼう大だいな情報が活動を邪じや魔まするということだ。ＡＩは床を歩くという単純な行動をしようにも、床の概がい念ねんという問題が生じてしまう。例えば色が変わったり温度変化によって、今まで認識していた床ではなくなってしまう。となると、床を歩くという行動すら不可能になる」

　そこでコンピューターが床の情報をクリーナーに送っているのだ。情報はクリーナーからも送られ、汚れている場所のデータはすべてのクリーナーで共有される。つまり情報がフィードバックされている。

　また、この部室の掃そう除じのときにクリーナーが集まってきたのは、サークルが認められてこの部室での活動が始まる、との情報がコンピューターに入力されたからだ。

「その情報を制せい御ぎよするコンピューターシステムの総そう称しようがスフィアなのだ。そして、東京スフィアと呼ばれているのは、この学校だけでなく東京のマップデータを管理しているからだ」

　スフィアという仮か想そう世界は、現実の東京の進化のために生みだされたものだ。つまり東京という存在をデジタル的に処理した世界がスフィアであり、スフィアはデータの世界で現実の東京に重なって存在する霧きりのような存在なのだ。

　ちなみに仮想のマップは東京都限定だ。テストプレイと称して、まずは先行して東京だけをデジタル化している。なので、スフィアのシステムは東京以外には利用できないとされる。

「東京をデジタル化することでたくさんの利点があるのだよ。例えば、駅の構内でチラシを配ったり、施設内でパフォーマンスをしているアンドロイドもそうだ。スフィアからの情報によって活動をしている。アンドロイドを見た人間は、アンドロイドの知能に驚くが、実際に知能を持っているのはスフィアのほうだ」

　スフィアは東京の情報の集合体なのだ。モバイルからもアクセスができ、交通情報や施設の混雑状況なども確認ができ、防犯などにも利用されている。

「じゃあ、仮想のスフィアワールドとはなんなの？」

　遙花はるかが首を傾かしげている。

「スフィアワールドは、副次的に生まれてしまったものなのだ」

　東京のデータはすべて座ざ標ひようと数字で処理された。しかし、そのデータを処理する段階で、もうひとつの東京、つまり仮想の東京が生まれてしまったのだ。

　スフィアにおいて本来必要なのは東京の地図のみだった。詳しよう細さいに東京を処理した数字のことだ。しかし、正確に情報を処理するために、スフィアは東京のジオラマのような仮想マップを作ってしまったのだ。

　副次的に生みだされてしまった東京のジオラマは、誰の所有物でもなかった。情報は東京都や企業が管理したが、スフィアワールドの所有者の線引きはついにできなかったのだ。

「そのうちに、そのワールドに接続を試みるユーザーが現れた。ゲームセンターなどが既き存そんのリアル体感ゲーム機をスフィアに接続したのが始まりだった。それがログインポイントだ」

　その頃ころのスフィアワールドは東京にすっぽり空あいたスペースのようなものであり、ルールのない無法地帯だった。そんな空き地でユーザーは独自に遊びを生みだしていった。チャットや鬼おにごっこのような遊び、そして戦争ゲームまで。

「もちろん、非公式なログインだったが、それを取り締しまる法律もなかったからね。不ふ法ほう侵しん入にゆうで訴えようにも、データでできた街だ。しかし、徐じよ々じよに事故が起き始めた。あまりに仮か想そう世界の体感がリアルすぎて、現実と仮想を混こん同どうしてしまった」

　仮想世界での痛みを現実だと勘かん違ちがいしてしまったりとの症しよう例れいがある。リアルな体感に、脳が現実のものだと間違って処理をしてしまうのだ。

「そこでスフィアワールドに企業が参入し始めた。ユーザーたちに危険がないようにルール作りをする代わりに、ワールドでコマーシャルを始めたわけだ」

　企業はまず専用のログイン装置を開発し、ログインのルールも少しずつ作り始めた。ワールドの所有者は誰でもないので、ルール作りは少しずつだった。企業の参入はスフィアワールドのメモリーの増加を意味することだった。メモリーの増加に伴ともない、ワイヤーフレームのような仮想の東京の街は独自に進化を遂とげていくことになる。

「スフィアワールドが流は行やっていた時期は至る所にログイン装置が配置された。もともとのリアル体感ゲーム機をいじっただけで、それほどコストもかからなかったようだからね」

「どんなゲームだったの？」

　繭まゆ子こは遙花はるかに首を振ってみせた。

「ゲームではないよ。もうひとつの東京にログインする。ただそれだけだった。大げさに言うと、そこでユーザーたちはもうひとつの人生を生きることになる。ただそれだけだ」

「でも、自由に遊べるんでしょ」

「いや、ワールドのコンセプトは、不自由な世界、だった」

　不自由なスフィアワールド。その世界では飛ぶこともできずバイクを飛ばして疾しつ走そうすることもできない。

「それでもスフィアワールドは急速に拡大した。仮想の世界で企業主しゆ催さいのゲームなどが行われたり、様さま々ざまな店も出店された。スフィアマネーが流通し、ユーザーの間でルールができていったわけだ」

「ふーん、楽しそう。仮想の世界で喫茶店とか開くのも悪くないかも」

「しかし、ちょっとしたトラブルにより、スフィアワールドは急速に荒こう廃はいした。企業もユーザーもワールドから離れていった」

　スフィアワールドの最盛期は短く、二、三年といったところだろう。

「じゃあ、スフィアワールドはもう消しよう滅めつしちゃったの？」

「いや、消えてはいないだろう。無人の荒こう野やとして存在しているだろうね。でも、もう何の価値もない空からっぽの街だよ」

　繭子はそう締めくくった。

「……空からっぽの街か」

　つぶやく遙花はるかの表情は寂さびしげだった。

　その日のサークル活動はそれで終わりとなった。どちらにしろ、明確な解答は簡単に出ることはないのだ。遙花の疑問と不安は棚たなの上に置かれることとなった。

　スチールケースの中身は、それぞれ分担して持つことに決まった。封ふう筒とうの金は繭まゆ子こが預かり、喫茶店のカードは悠ゆ羽う美み、チケットは雪ゆき村むら、香水の瓶びんは遙花で、あめ玉は前まえ田だとなった。それは遙花の不安をメンバーで分担してやろうとの処置でもある。

　遙花は秘密を話したことで少しだけ気分が楽になったようだ。もしかしたら、このままサークル活動は消しよう滅めつする可能性もある。遙花にとってこのサークルは、秘密の共有と分担との意味合いが強いだろうからだ。一人から五人、五分の一に分割されて目的は果たされた。

　前田は夕暮れの街を雪村と歩きながら空を見つめた。現実の東京と重なるように存在するスフィアのデータ。情報で構成された街が霧きりのように東京を覆おおっているのだ。駅前の通りに出ると、大小の三角積み木を並べたような中なか野のサンプラザの建物が見えた。

　今日は金曜日なので、明日と明後日あさつては学校は休みだった。土日を挟はさんでサークル活動が行われる可能性は低いように思える。活動日も設定していないのだ。

　前田は雪村と別れて自宅へと向かった。駅からほど近い一いつ軒けん家やが自宅だ。前田は玄関には向かわずに、ガレージのシャッターを開けて中に入る。

　ここは前田の実の姉の家だ。姉はすでに結婚しており娘も生まれている。ただし、旦だん那なのほうは家を買ったと同時に海外への赴ふ任にんが決定してしまい、仕方なく単身赴任をしている。

　前田の実家は千ち葉ばにあるのだが、現在は姉のこの家に居候いそうろうをさせてもらっている。姉の旦那も、女性だけの家庭を心配しているのか、前田が住むことを歓迎してくれていた。そして、前田はほとんどこのガレージで生活していた。姉はあまりにも運転が下へ手たなため車を売ってしまい、空あいたガレージを前田が譲ゆずり受けたのだ。姪めいっ子こが妙に生活に干かん渉しようしてくる以外は、快適な生活だった。

　前田は鞄かばんを机に放ほうり投げて革かわ張ばりのソファーに座った。頭上を見上げると薄汚れたコンクリートの天井がある。壁かべ際ぎわの塗装が所ところ々どころはげたステンレス製の棚には、使わなくなった車の整備用具が並べてある。拾ってきた机の上には、これも粗大ゴミで拾ってきたパソコンを置いている。ほとんど使い物にならないが、データ整理程度はできるのだ。他にもコンポ、パイプ椅い子す、本棚、オイルランプなども全て拾ってきたものだった。

　部屋に散らばるそれらのがらくたは、まるでパソコン画面に無む造ぞう作さに置かれたアイコンのようだと思った。前田はソファーに座り、いつの間にかうとうとしていた。久しぶりにあの夢を見てしまう。暗くら闇やみの中で手を伸ばしている自分が見える。あと少し手を伸ばせば届くのに、必ず届かずに終わる夢。

　あのときもう少し手が伸びていれば……。




　　　　＊




　そして、月曜日。

　前まえ田だは窓際ぎわの席でぼんやりと外を眺ながめていた。梅雨の時期だが今年はあまり雨が降っていない以外は、いつもと変わらない朝の学校風景だった。

　クラスメイトと笑顔で会話する遙花はるかの姿が見える。彼女にも変化はない。もともと彼女は解決を望んでいなかったのだろう。心の底に溜たまっていたものをただ吐はきだしたかった。

　前田は淡々と月曜日の授業を消化していった。二年七組の雰ふん囲い気きは明るかった。知らず知らずのうちに七組は遙花の気分の影響を受けているのかもしれない。遙花の感情は蜘く蛛もの巣のようなネットを介かいして周囲のクラスメイトに伝染していくのだ。

　そして放課後、前田が帰宅の用意をしていると、横に遙花が立っていた。

「先に行っててね」

「何が？」

「サークルに決まってるじゃない。私は悠ゆ羽う美みちゃんを誘さそってくるから」

　きょとんとする前田をよそに、遙花は当然のように言ってから教室を出ていった。

「放課後に遙花ちゃんと遊べていいよなー」

　前の席で座っていた浅あさ尾おがうらやましそうにこちらを見ている。

「なあ、どんな活動してるんだよ」

「うるせえな、お前は追試だろ。さっさと行ってこいよ」

　前田は「うぐう」と悲鳴を上げる浅尾を残して教室から出た。一年の教室に向かい、雪ゆき村むらを拾ってから北校舎へと向かう。

「僕も、もう活動はないと油断してましたよ」

　雪村もそう思っていたようだ。

「なんのつもりなんだろうな。あれ以上話し合っても、解決しそうにないのに」

　前田と雪村は首を傾かしげながら部室へと急ぐ。部室の扉を開けると、すでに遙花と悠羽美の姿があった。

「繭まゆ子こさんは、今日は忙しいって」

　遙花はケトルでお茶を入れていた。いつの間にか部室ががらっと変わっていた。棚たなにはもとからあったクイズや雑学本がきちんと並べられ芳ほう香こう剤ざいも置かれている。ティーバッグやマグカップなどの用意もされていた。見たことのない紅茶がたくさん置いてある。

「土曜日に来て、ちょっと掃そう除じしたんだ」

　前田の視線に気づいた遙花が言った。

「なんで？」

「だって、これから活動してこの場所で過ごすことになるんだよ」

　無む垢くな笑顔を浮かべる遙花はるかに、前まえ田だはうなずくしかなかった。これは男と女の空間処理の違いだった。いかに機能的に過ごすかと物を配置する男に対し、女は無駄な物を置きたがる。その空間で時間を使うことを重視するのだ。うちの姉の家を見てもそれがわかる。ピンクのフリフリで統一されたあの空間が嫌いやで前田はガレージに逃げているのだ。

　とりあえず鞄かばんを置いて腰こしを下ろした。雪ゆき村むらは平然とお茶の用意を手伝っている。悠ゆ羽う美みはちょこんと椅い子すに座ってブロッククッキーをかじっていた。

　とりあえず前田はお茶を飲んで様よう子すを見ることにした。アップルティーをすすって一ひと息いき吐つき、はっと机の上のクッキーに気づいた。陶器の器うつわに入れられたそれは明らかに手作りだった。

「このクッキーうまいぞ。なあ高たか橋はしはこれ食えよ」

　前田は悠羽美がかじっていたカロリーメイトを奪うばって、強引に机の上のクッキーを渡した。いぶかしげにしていた悠羽美は、クッキーを一口かじったところでぴたりと動きを止め、「はわわ」とうめくような声を漏もらした。

「そこまでまずくねえだろ」

　前田は小声で言い、遙花がお茶を飲んでいるうちに残りを雪村の鞄かばんに押おし込んだ。

「なあ、捨てたりしたら半殺しにするからな」

　前田は雪村に耳打ちした。

「当然ですよ。せっかくなんで全部僕が食べますよ」

　まだ遙花の手作りお菓子に接したことのない雪村はそう答えた。逆に遙花のクッキーを食べようとしない前田の態度に不満げだった。

「あ、食べてくれたの。どうだった？」

「おいしいよな、高橋」

　前田が言うと、はっと我に返った悠羽美がうなずいた。

「……音楽的、かな」

「やった、うれしい。あ、残りはもう食べちゃった？」

「あ、ごめん、全部食べちゃったよ」

「いいの、いいの。また作ってくるからね」

　遙花がうれしそうに笑う。そんな表情を見ると胸が温かくなった。

「あ、悠羽美ちゃん、もうおなかいっぱい？」

「うん、家に持って帰る」

　悠羽美は食べかけのクッキーをハンカチに包んでいた。

「じゃあ、始めようか。私、土日でちゃんと調べてきたの。古本屋さんで関連書しよ籍せきを買ってネットでも検けん索さくして」

「もしかして、スフィアについて？」

「うん。だって、そのサークルじゃない」

　遙花はるかの言葉に、三人はきょとんと顔を見合わせた。

「あの、どういった感じでやるんですか。繭まゆ子こさんが言うにはサービスも終わったということでしたが」

「私ね、みんなにあのことを話したらすっきりしたの。でも、それで終わりじゃ勝手だし駄目だなって思った。だから、まずちゃんと知ることから始めようって。もしかしたら、私の知らないところで変なことが起こってる可能性もあるけど、でも、私はみんながいるから大丈夫」

　ああ、なんて綺き麗れいな笑顔を作れるのだろうと思った。

「もしかしたら、スフィアワールドに入れる可能性もあるんだ。スポンサー企業のサービスが休止しただけで、ワールドは存在するんだから。だから、スフィアワールドのログインを目標としたいの。……どうかな？」

　遙花の意見に反対する者はいなかった。

「部長の意見でいいよ。俺もワールドには興味があるからさ」

　前まえ田だはうなずいた。スフィアワールドに興味があるのは本当だった。

「正確な知識を得ることは大切ですよね。ログイン場所が見つかったとしても、いきなりじゃちょっと怖こわいですから」

「うん、だからまかせて。みんなにわかるように説明してあげるから」

　雪ゆき村むらが気を遣つかってホワイトボードを引っ張ってきたが、遙花は首を振った。

「こういうのって視覚イメージで憶おぼえたほうがいいと思うの。だから、基本的なスフィアワールドの構造を教えてあげるから、前田君と雪村君はちょっと外に出てて」

　前田と雪村は、遙花に強引に部室から押おしだされた。部室の中ではごそごそとなにかセッティングするかのような気配があった。

「どういうことなんですかね」

「とりあえず遙花の言うとおりにしよう。なによりも彼女の無む垢くな笑顔を壊こわすことだけは避けたい。だから真ま面じ目めにやるべきだ」

　ひそひそ話していると部室の中から声が聞こえた。

「廊下は現実の世界だからね。そして、この部室がスフィアワールドなの。じゃあ、ログインしてきていいよ」

「……ログインってどうするんだろ」

　ポカンと廊下に突つっ立っていると、遙花がぴょこんと顔を覗のぞかせた。

「扉を開けて入ってくるの。スフィアへの接続は扉を開くのに似ているから」

　前田は遙花に促うながされ、がらりと扉を開けた。

「今ログインしたよ。ここがスフィアワールドだから油断しないでね」

　前田は部室に入って唖あ然ぜんとする。悠ゆ羽う美みを囲むように並べられた机の上に、ゴムの人形が並べられている。ちらりとホワイトボードを見ると、スフィア・ナカノ書かれていた。

「ここは東京都中なか野の区だよ。つまりスフィア・ナカノなの。仮か想そうの中野はけっこう栄えていたらしいよ。ほら、中野ブロードウェイとかあるじゃない。だから、コアなユーザーが集まったりしたの」

「あれらがユーザー？」

　前まえ田だは机に並べられたゴム人形を見た。

「そう。ああして仮想ワールドに集まって遊んでいたんだって」

「高たか橋はしはなんなんだ？」

　椅い子すにぽかんと座っている悠ゆ羽う美みの頭には色紙で作った輪わっかが載のっている。

「悠羽美ちゃんはストライカーなの」

　前田と雪ゆき村むらが返答せずにいると、遙花はるかは補足した。

「ストライカーとはアイドルのようなものかな。スフィアワールドが拡大するに従い、企業がイベントなどを開かい催さいしたのね。そこで広告塔とうが必要となったらしいの」

「広告を背負って、踊ったり歌ったりしたんだ？」

「違うよ。歌や踊りじゃなく戦ったの。つまり戦う広告塔。仮想の世界でゲームをしたり戦ったりとのパフォーマンスをする美少女のことをストライカーと呼んだの」

「え、え、美少女？」

　前田が悠羽美を見て大げさに驚くと、彼女はむっとした視線と舌打ちで応こたえた。

「それで、この状況はなんなんですか？」

　雪村が険けん悪あくになりかけた空気をさらっと流す。

「ストライカーは企業イベントの拘こう束そく時間以外は自由なの。そうすると、やっぱりストライカーの周囲にユーザーが集まるわけ。次第に拠きよ点てんを持ってコミュニティができたりしたの」

　悠羽美を囲むゴム人形という状況は、ワールド内のコミュニティを表現しているようだ。

「結構問題になったらしいんだ。集まって会話したりするだけならいいんだけど、そのうちに暴ぼう徒とと化したコミュニティもあったの。それでワールド内の宝物を強ごう奪だつしたりと強引なことも起こったんだって」

「宝物って所しよ詮せんデータだろ。そんなに問題になるのか？」

「スフィアワールドは情報で構成されているの。だから価値も情報量で決まるんだって。だからコピーして無限に増やせることはなく、希き少しよう価値が出てくるの」

　スフィアでも宝石などの貴金属類は高く売れるらしい。この世界での物品の価値はひとつ、それはメモリーをどれだけ使っているかである。言い換かえると情報量だ。スフィアの世界にあるものは、すべて情報でできている。その情報量の大きさをメモリーと表現するのだ。

「宝石の類たぐいは、スフィア創そう世せい期に宝ほう飾しよく店てんの企業がプログラムを持ち込み作成したものなんだって。小さな石とかに何な故ぜ、それほどの情報量があるのかというと、価値を上げるために強引に情報を詰め込んだからなの。例えば、キラキラと光を複雑に反射させるサファイアは複雑な情報の結晶ということ、って本に書いてあった」

「ふーん、情報量っていうルールがあるのはわかったけど……」

　前まえ田だは再び王おう冠かんを載のせた悠ゆ羽う美みを見た。このシチュエーションの意味はわからなかった。

「つまり、そういった宝物はワールドで奪うばい合いが起こってるの」

「じゃあ、高たか橋はしはスフィアワールドで、そんな宝を強ごう奪だつする悪の親玉というわけか」

「その配役はぼやっとしてるんだけど。前田君側が泥どろ棒ぼう役でもいいよ」

「へえ、スフィアに泥棒なんているんですか」

　雪ゆき村むらがふっと笑った。

「基本的に泥棒や略りやく奪だつは禁止行為じゃないからね。スフィア・ナカノ周辺にも神しん出しゆつ鬼き没ぼつで悪名高い盗とう賊ぞくがいたって噂うわさがあるから気をつけたほうがいいよ」

「泥棒役はやだよ。高橋を悪者にしよう。こいつはストライカーというネームバリューを利用して、周囲のファンを集めてギャング団を結成したんだ」

「うん、それでいいよ。悠羽美ちゃん、あくまでも配役だから気にしないでね」

　遙花の言葉に、悠羽美はこくんとうなずいた。

「悠羽美ちゃんは平和主義で、本当はストライカーみたいに戦ったりしないんだから」

「となると、僕らはどんな配役ですか？」

「そうだねえ、治ち安あん部隊かな。スフィアには企業とかで雇やとわれたセキュリティサービスみたいなユーザーもいるの。彼らはギャング化したユーザーを排はい除じよしたりとスフィアワールドの平和を取り戻すのが仕事なの」

「へえ、仮か想そうワールドなのにそんなお堅かたい仕事があるんだ」

　前田はにやりと笑った。

「ユーザーが増えるに従って、混乱も増えていったから、ルール作りの一いつ環かんだね」

「スフィアのプログラマーが直接排除すればいいんじゃないんですか？」

　雪村の言葉に、遙花は残念そうに首を振った。

「スフィアの仮想世界は誰のものでもないから何をやってもいいし、根本のプログラムをいじることもできないの。で、これ」

　遙花は前田と雪村に銃じゆうを渡した。元からこの部室に置きっぱなしになっていた安物のモデルガンだった。

「銃器もワールド創そう世せい期きの混こん沌とんとした時期に持ち込まれたみたい。規制しようという運動があったんだけど、銃器プログラムの拡大は止められなかったの。ワールド内で銃器も拡散していって、無法地帯と化した一因となった。銃器での暴力を防ぐには銃器で対抗するしかなく、最後まで銃器類はなくならなかったって」

　それを聞いて雪村が質問した。

「銃じゆう器きといっても、所しよ詮せんゲーム世界のものですよね」

「うん、だから誰も傷つくことはないよ。でもね、スフィアワールドには初期からあった厳げん格かくなひとつのルールがあったの。それは、死という概がい念ねん。スフィアでのボディにはダメージ設定があるの。例えばビルの上から墜つい落らくしたらそれで終わり。そして、二度とスフィアワールドにログインすることができないの。それが不自由な世界と言われるゆえんだって」

「ふーん、シビアな世界なんだなあ」

「はい死んだ！」

　遙花はるかが叫んだので、のんびりとお茶を飲んでいた前まえ田だはびくっとした。

「そんなふうに油断してたら、すぐに死んじゃうんだから気をつけて」

　遙花はスフィアワールドの情報をまとめたメモ帳を見ながら警けい告こくした。

「先せん輩ぱい、とりあえず、やりましょう」

「それしかないな」

　前田と雪ゆき村むらは視線を合わせてうなずいた。前田はモデルガンを敵に向け撃うった振りをする。悠ゆ羽う美みはその真ん中でぼんやりと座っていた。

「よし、セキュリティーサービスの俺たちの攻こう撃げきに、ほとんどのユーザーが撤てつ退たいした。残るは、えっと、美少女さんのみか」

　ゴム人形を片付ける雪ゆき村むらを横目に、前田は悠羽美へと近づいた。

「美少女ストライカーから、これを取り返して任務完了、と」

　悠羽美の頭の輪わっかに手を伸ばした。すると、彼女はすっと避けた。

「なんで逃げるんだよ」

　さらに前田がクラウンを奪うばおうとしたが、悠羽美はさっと身をかわす。彼女はむすっとした表情を前田に向けていた。

「ほしければ倒してみなさい、ってことか」

　前田はぽんと手を叩たたき、モデルガンを悠羽美に向けた。銃を撃つ振りをしただけだったが、弾たまが込められており発砲してしまった。

「あっ」

　弾だん丸がんを当てられた悠羽美が目をつり上げた。

「あ、悪わりい。でも、これで敵を倒してお宝を取り返し……いてっ」

　輪っかに手を伸ばした前田は、悠羽美に膝ひざを蹴けられてうめいた。

「つまり簡単に言うとこういうこと。スフィアというシステムを作ったら、なんか東京の３Ｄマップができちゃった。しかも、ログインもできるよってことでみんなで遊び始めたの」

　遙花が語る横で、前田と悠羽美は険けん悪あくな雰ふん囲い気きで睨にらみ合っている。

「人が集まるとルールなんかが生まれて、商売になるからって企業も参入してきてＸゲームっていうイベントなんかやっちゃって、そのイベントに参加するアイドル的なストライカーっていう職業もできて……あ、もう終わっていいからね」

　遙花はるかが制止する前に、前まえ田だはモデルガンを乱射していた。悠ゆ羽う美みはＢＢ弾だんを太ももに受けてうめいたが、反はん撃げきとばかりに強きよう烈れつなローキックを前田に放はなった。前田はその強烈な蹴けりを受けてよろめいたが、隙すきを突ついて悠羽美の背後に回り込み羽は交がい締じめにした。

「てめえ、暴あばれんじゃねえ。今だ雪ゆき村むら、お宝を奪うばえ！」

「ちょ、ちょっと何やってるの！　喧けん嘩かしちゃ駄目」

　遙花が混乱する状況を見て悲鳴を上げる。

「早く王おう冠かんを取れって馬ば鹿か野郎」

　前田は抵抗する悠羽美の体を必死で押おさえる。雪村は迷った様よう子すながらも、悠羽美の頭の輪わっかを奪おうと手を伸ばす。そのとき、暴れていた悠羽美の肘ひじが前田の顔に当たり、前田と悠羽美はそのまま揉もみ合うように床に転倒した。

「先せん輩ぱい、王冠は奪いました……けど」

　床に転ころがるクラウンを拾った雪村だったが、前田からすっと目を逸そらした。

「いててて……」

　前田は悠羽美に覆おおい被かぶさるように倒れていた。目を開けると、眼鏡めがねが外れた悠羽美の顔が近くにあり、右手に妙にやわらかな感触があった。

「……あ」

　右手は悠羽美の胸の上に添えられていた。

「わ、悪い。でも、三秒以内だからセーフ」

　さっと手をどかし平然と立ちあがろうとした前田の横で、悠羽美は椅い子すを握り思い切り振り下ろした。がつんと前田の頭に衝しよう撃げきが走った。

「ストライカーっていうのは、椅子で殴なぐっていいのかよ」

　頭を押さえる前田を無視して、悠羽美は転がっていた眼鏡をかけ直した。

「なんで勝手なことしちゃうの」

　顔を上げると、遙花が目に涙を溜ためていた。

「仮かり活動期間なのに、こんなにぐだぐだになったら困る」

「すいません、遙花さん。つい夢中になっちゃいまして」

「そうそう、世界観に入り込みすぎちゃったよ」

　前田も視界をチカチカさせながらも謝あやまった。

「……デカルト的世界だと理解できた、から」

　遙花は悠羽美にハンカチを渡され涙を拭ふく。

「うん、それほど怒ってないよ」

「とりあえず、ワールドの世界観はわかったよ。結構危険な場所だったってことも。それで、今後はどうする？　もっとワールドについて学ぶ？」

　前まえ田だは倒れた椅い子すや机などを直しながら聞いた。

「今後の活動として、みんながよければログインしてみたいの」

　前田は唖あ然ぜんと遙花はるかを見ると、彼女は無む垢くな笑みを浮かべていた。

「だって素す敵てきじゃない。もうひとつの東京があるなんて」




　　　　＊




　次の日から、サークルの活動の拠きよ点てんは外になった。

　授業が終わると、繭まゆ子こを除のぞく四人で調査のために学校の外に出ることとなった。当初の目標はログインできる場所を探すことだ。そんな遙花の意見に誰も反対はしなかった。

「基本的にはゲームセンター、ネットカフェ、カラオケボックスの三つに機器が置いてあったみたいね」

　四人は新しん宿じゆくのファーストフード店で話し合っていた。遙花はスフィアワールド関連の昔の雑誌を広げている。とりあえず新宿周辺を中心に調査をすることにしたのだ。

「ゲーセンやネカフェはわかるけど、カラオケボックスにも？」

「仮か想そう世界で歌うんだって。カラオケボックスがメモリーを買って、仮想世界のカラオケボックスをすごい豪華な内装にしたりとかね」

「その三つの施設は入れ替わりが激しいですからね。その雑誌に載のっている施設がまだあるかすら怪あやしいですね」

　雪ゆき村むらはログインポイントが表記されているページをチェックしている。

「ネットで調べてもらっていいでしょうか」

　雪村が頼むと、ポテトをかじっていた悠ゆ羽う美みは素直にうなずき、ノートパソコンを広げた。

「基本的には、ログインポイントがあると宣せん伝でんしている場所は、現在ないんですよ。中なか野のにも昔はあったみたいですが、そのゲームセンターもネットカフェも機器を撤てつ去きよしたみたいです」

　前田と雪村は、昨日の学校帰りにログインポイントを探してみたのだが、やはりログインポイントを置いている店などはなかった。

「スフィア自体は今も現役で活躍しているけど、ワールドはもう衰すい退たいしちゃったんだね」

　遙花は憶おぼえのないものが自分の部屋にあったという事実に怯おびえるよりも、今や積極的に謎なぞを探ろうとしている。

「スフィアは東京の進化のために生みだされたシステムですからね。本来ならワールド自体には価値はありませんから」

　しかし、それに反してスフィアワールドが繁はん栄えいしたのも事実だった。もうひとつの東京として、スフィアの仮想ワールドはユーザーたちの手により拡大していったのだ。

　悠羽美は検けん索さくをしながら、雑誌に載ったログインポイントをチェックしている。そのほとんどがバツ印だった。

「……ほとんどつぶれてるか、機器を撤てつ去きよしてますね。丸をつけた場所は、まだ営業を続けていて、撤去をしたと明示してないにとどまってます」

　雪ゆき村むらから説明を聞いた遙花はるかは立ちあがった。

「みんながよかったら、直接行って聞いてみない？　もしかしたら、ログインポイントをそのままにしていて、使わせてくれる可能性もあるじゃない。あのチケットには有効期限がなかったからまだ使えるんだし」

　その後、四人は新しん宿じゆく周辺のネットカフェやゲームセンターを回った。前まえ田だは新宿を歩きながらぼんやりと思った。日本は閉へい鎖さ的だとされるが、東京の飲食店はこんなにも開放的ではないか。例えばアメリカだけでも新宿には大量に流入している。マクドナルド、サンドイッチのサブウェイ、クリスピー・クリームのドーナツ店、カリフォルニアレストランのウルフ・ギャング・パック、タリーズコーヒー、そしてスターバックスカフェ。

　東京の人口におけるスターバックス軒数の密度はマンハッタンと同じレベルだとされている。それだけでも東京はアメリカ的だ。様さま々ざまな文化が流入して変化し続ける東京。変化のスピードが世界一の捉とらえどころのない街……。

「……見つからないね」

　遙花がつぶやいた。やはりログインポイントは存在しなかった。利益の出ない設備を置いているはずがないのだ。行き詰まり状態となってしまった。

「もうスフィアへの出入り口はなくなったんじゃないか」

　前田は新宿西口を歩きながら言った。もうひとつの東京は閉鎖されて宙に浮いている。いや、もう街自体存在しているかもわからない。

「出入り口がないなんて、そんなのもったいない」

　遙花は頭上を見上げるようにして歩いていた。灰色のビルとのコントラストにより新宿の空は青く見える。現在のスフィアの街にも空はあるのだろうか……。

「あっ、そうだ。あのカード」

　遙花が思いだしたように悠ゆ羽う美みを向いた。

「悠羽美ちゃんに預けていたあのカードを見せてよ」

　遙花に言われ、悠羽美が財さい布ふから取りだしたのは喫茶店のカードだった。スチールケースの中に入っていたものだ。

「そこに行ってみるべきじゃない？　だってチケットと一いつ緒しよに入っていたんだし」

「中なか野のブロードウェイの地下だな。高たか橋はしは行ったことあるのか」

　前田は悠羽美からカードを受け取り調べてみる。なんの変哲もない喫茶店のカードだった。

「うん、ある」

　悠羽美は少しだけ困惑しながらうなずいた。

「どんな喫茶店なんだ？」

「……カスバ的な奥深さ」

　新しん宿じゆくから中なか野の駅までは十分もかからない。前まえ田だは気乗りしなかったが、どちらにしろ戻る必要があったので中ちゆう央おう線せんに乗って中野へと引き返す。中野ブロードウェイとは商業住宅複合施設の名称であり、音楽、漫画、アニメ、おもちゃといったサブカルチャーの店てん舗ぽが多数入店している建物だ。中野の中心的な場所にある。

　四人は中野駅を降りるとアーケードを歩いて中野ブロードウェイに向かった。

「地下二階のカトレアっていう喫茶店みたい」

　遙花はるかがカードを見ながらアーケードを歩いて行く。アーケードには様さま々ざまな店舗が並んでいる。回転寿司、銀だこ、マクドナルド、ゲームセンターにパチンコ店など無秩序だった。三人はごった返す人を避けながら遙花の後ろをのろのろとついていった。

「ブロードウェイに地下二階なんてあったんだね」

　遙花は首を傾かしげながらもブロードウェイに入っていく。階段を下りて地下一階まで行ったのだが地下二階へ降りる階段見つからない。悠ゆ羽う美みも迷ったようにうろうろとしている。

「もう閉店しちゃったんじゃないかな」

「そうですね、今日は諦あきらめますか」

　前田と雪ゆき村むらが会話する横で、遙花がついに降りる階段を見つけた。

「あったよ、こっち」

　遙花が防火扉のような扉を開けた。そこに地下二階への階段があった。

　階段を下りると、喫茶カトレアと書かれた扉が見えた。その扉を開けて前田は唖あ然ぜんとする。扉の向こう側はとてつもなく広い空間が広がっていた。ずらりと並ぶ座席は半数以上人で埋うまっている。こんなわかりづらい場所の喫茶店にこれほどの客がいるのは驚きだった。

「すごい広いですよ。電光掲示板で座席の空席状況が管理されてます」

「本当。中野にこんな喫茶店があったんだね」

　雪村と遙花が驚いている。

「悠羽美ちゃんは来たことがあるんだよね」

「ええ。喫茶カトレア。半セルフ、二十四時間営業の喫茶店で座席数は千以上。メニューも多彩で料金は比較的安価。でも、コーヒーの味には期待しないほうがいい」

　悠羽美は仕方なさそうに説明し、歩きだした。

「基本的に座席はＡからＤの四つのエリアに分かれてる。出口から近いオープンスペースのここがＡ」

　大きな丸テーブルや二人席などがオープンスペースに並んでいる。仕事をさぼっている感じのサラリーマンなどが新聞を読んでいたりと、ほとんどの席が埋まっていた。テーブルとテーブルの間は比較的ゆったりとスペースが取られている。

「あっちがＢの喫きつ煙えんエリア、通称牢ろう獄ごく」

　悠羽美が指さした場所はガラスで区切られていた。ガラスの向こう側はタバコの煙で真っ白になり視界がほぼゼロだ。

「タバコは税金で値上がりする一方で、吸える場所も少なくなってかわいそうだよな。うちの姉ちゃんも喫煙者だけど、女はタバコ吸ってるだけで犯罪者扱あつかいされるって、この前ついに禁煙し始めたよ」

「ここのＣはメインエリアの通常席」

　Ｃエリアは観葉植物やパーティションが置かれ、ある程度スペースが仕切られている。勉強をする学生やカップルの姿が多く見えた。

「そして、Ｄエリアは通称ディープスポットと呼ばれる」

　Ｄエリアは薄暗い奥のスペースを利用していた。なんだか一気に客層も変わってしまった。出入り口からも遠く、長居する客などがこの席を選ぶようだ。前まえ田だたちは空あいていた四人席に腰こしをかける。椅い子すは安っぽいスチール製で座り心地はよくない。

　隣となりでは狭せまいテーブルの上で、男性が漫画を一心に描いており、その横ではボードゲームをしているグループがあった。前田の後ろではメイドのコスプレをした二人組の女性が狂ったように化け粧しようをしていた。

「なんか時間感覚を失いそうな場所だな。ここでぼんやり携帯ゲームとかしてたら、いつの間にか三日ぐらい経たってそうだ」

「あり得ますよ。普通にシャワールームとかもありましたし」

「オーダーはこのカードを挿さしてテーブルサイドにあるメニューボタンを直接押おす」

　悠ゆ羽う美みに言われテーブルサイドを見てみると、コーヒーなどとメニューが表示されたボタンが並んでいる。メニューの写真などはない。

「悠羽美ちゃんのおすすめは？」

「なにはともあれナポリタン」

　遙花はるかは迷ったあげくコーラを頼んだ。前田はブレンド、雪ゆき村むらはアイスコーヒー、悠羽美はナポリタンのボタンを押した。待つこときっかり三分、女性店員がこちらのテーブルに近づいてきた。

「Ｄ１２５番テーブル、注文の品をお持ちいたしました」

　トレイにオレンジと白のストライプの紙コップが置かれている。それを受け取ろうとした前田は「わっ」と、声を上げてしまった。

「……え、ロボット？」

　遙花も唖あ然ぜんとしている。金きん髪ぱつのウエイトレスは人間ではなかった。

「失礼します」

　ウエイトレスがちょこんと頭を下げた。ピアノ線のような金髪がさらりと垂れる。遅い動きではあったが、正確に紙コップをテーブルに置いていく。

「正確にはアンドロイドですね」

　雪ゆき村むらがカップを受け取りながら言った。

「カトレアのウエイトレスの、エオリアです」

　彼女は笑った。ピンクの唇くちびるの両りよう端はしをつり上げ、一回だけブルーアイを瞬まばたく。シリコンの肌はオリーブオイルを塗ったかのようにつやつやとしている。黒いスカートに白いエプロンと、いわゆるメイドのようなコスチュームだった。

「……エオリア？」

　前まえ田だは名前を反はん芻すうするように呟つぶやいた。

「はい、エオリアです。エオリアとはシチリアの諸島の名前で原義は風です。アンドロイドには島の名前を付けることが多いようです」

　アンドロイドのエオリアはすらすらと答えた。人工声帯の声は弦げん楽がつ器きのように耳に届く。

「これもスフィアを利用して、アンドロイドに知能を与えているんでしょうね」

　よく見ると、店内を同じようなアンドロイドや円えん筒とう状のロボットが動き回っている。カトレアの店内をデジタル処理しているので、これほど自由に動き回れるのだろうか。

「カトレアの接客は基本的にすべてアンドロイドがいたします。それでは、失礼します」

　エオリアはトレイをわきに挟はさみ、お尻しりを突つきだす格かつ好こうで頭を下げた。両手は後ろ下方向にぴしっと伸ばし膝ひざを少し曲げている。人間の動作をほぼ完全に再現できている。エオリアは、ぱちりと前田にウインクをしてから立ち去っていった。

「……すごいね。あんなにスムーズに会話できるのね」

　遙花はるかはぽかんとしたままだ。

「フレームを利用しているんでしょうね。フレームとは辞書のページのようなもので、客の言葉を検けん索さくするんです。さっき先せん輩ぱいがエオリアと呟きましたが、エオリアというフレームがいくつか開かれたはずです。エオリア諸島、自分の名前、エアコンの名前とか。前後の会話から、フレームを絞しぼり、自分の名前だと判断、声のトーンから説明を求めてると結論が出た、とか」

「雪村、そういうのって、やめた方がいいぞ」

　前田は雪村の言葉を遮さえぎった。

「なんかに感動しているときに、理屈で説明されると女ってすごい怒るんだ。俺の姉ちゃんも姪めいっ子こもそうだったからな」

「前田君の悪いところは女ってひとくくりにするところだよね」

　前を向くと遙花がむっとしていた。

「前田君はこうして私と会話するとき、私じゃなくて女の意見が聞きたいの？」

「いや、遙花ちゃん、別に悪意はないんだよ」

　前田はカップに口を付けてみたが、泥どろ水みずといった感じだった。雪村もやはり苦い顔をしていた。悠ゆ羽う美みはというと、マイペースにもそもそとナポリタンを食べている。

「そういえばさ、アンドロイドは基本的には女しかいないんだって。人工知能はウイルス対策で、増やすにはコピーじゃなくデータを合わせて子供を作るんだ。そのとき混まぜ合わせるデータの破片が雄おすで、人工知能の本体は雌めす。つまり生物学的にもアンドロイドは女しかいない」

「ふーん、男の人ってそうやって話をごまかすんだね」

「悪かったよ遙花はるかちゃん……」

　前まえ田だはテーブルに突つっ伏ぷした。いい感じで話が逸それたとにやりとした。

「あ、そんなに怒ってないから。ちょっと拗すねてみただけ」

　遙花が大げさに手を振っている。

「……ご用ですか？」

　すると再びエオリアがテーブルに歩いてきた。

「そうやって用件がある感じのアクションをすると、寄ってくるようになってるんですよ。スフィアには人間の表情や視線、動きなどの意味合いデータが入ってますから」

「そっか、悪いことしちゃった。そうだ雪ゆき村むら君、あのチケット持ってる？」

　遙花に言われ、雪村は渋しぶ々しぶといった感じでチケットを取りだした。あのスフィアワールドへの入場チケットだ。

「これ、使えるかな」

　遙花がチケットを見せると、エオリアは裏面のバーコードをじっと確認している。

「利用可能です。ログインポイントのＥエリアにご案内いたします」

「やった。早く行こう」

　遙花はうれしそうに立ちあがった。

　歩きだしたエオリアを遙花が追いかけていく。仕方なく前田たちも続いた。エオリアはＤエリアを抜けていき、壁かべ際ぎわの銀色の扉の前で立ち止まった。

「どうぞ、こちらです」

　同時に扉が横に開いた。四人はエオリアに先導され中へと入る。四人が入ると、背後で音を立てて扉が閉まった。そこはオレンジ色の明かりに薄く照らされた場所で、六畳じようほどのスペースにロッカーのような機器が並んでいる。それはたとえるなら小型の日焼けサロンのカプセルのようだ。

「スフィアワールドに入れるの？」

　遙花がチケットをエオリアに渡した。

「はい、可能ですよ。一枚で三名までログイン可能です」

　エオリアはチケットを受け取り笑顔を作った。遙花はすでにログインの決意を見せていた。前田と雪村は顔を見合わせる。こちらのほうは心の準備はまったくできていない。

「ちょっと出直しませんか？　しっかりと計画を立てたほうがいいと思います」

　しかし、遙花はるかは雪ゆき村むらの意見に首を振る。

「そういうのってタイミングが大切だと思う。きっちりと乗る順番とかスケジュールを立てて遊園地に行っても面おも白しろくないでしょ。行くべきは今だよ」

　きっぱりと言う遙花の表情には迷いがなかった。

「三人、か。遙花ちゃんが行くなら、俺も行くよ。俺はサークル唯ゆい一いつの平部員だからな」

　どうしても前田は行かなければならなかった。

「……私も行く」と、悠ゆ羽う美みも言った。

「チケット二枚使えば、みんなで入れるかも」

「いえ、その必要はないです。ちょっと心配ですし、僕はこっちで様よう子すを見てます」

　雪村は遙花の言葉に首を振り、現実へ残ることを宣言した。

「それでは、一人ずつログインカプセルに入場してください」

　ウイーンと音を立てて、三つのカプセルの蓋ふたが開いた。中には特に変わった装置などは確認できない。

「じゃあ、行こう」

　遙花は迷うことなくカプセルの中に入った。

「先せん輩ぱい、気を付けてください。悠羽美さんも何かあったらお願いします」

　悠羽美はこくりとうなずきカプセルの中に入った。
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「雪ゆき村むら、遙花はるかがログインできなかったらフォローと適当な説明を頼むぞ」

　前まえ田だがカプセルの中に踏み込むと、ずぶりと足が沈んだ。カプセルの中はとても柔らかい素材で包まれているのだ。シリコン素材で覆おおわれたパイプがあるので腰こしをかけ、両サイドのレバーを握った。

「準備をいたします。リラックスしてください。ログインはポイントから半径五メートル以内の安全な座ざ標ひようとなります」

　エオリアの言葉とともに蓋ふたがゆっくりと閉まった。カプセル内は真まっ暗くらになった。

『スキャンをいたします』

　カプセル内に人工音声が響く。チカチカと赤い光が点てん滅めつした。その後、シューッと何か噴ふきだす音がした。炭酸ガスを噴ふん出しゆつしているのだ。

『ワールドに入るにあたって注意事項を説明します。一つは仮か想そうボディは現実と同じくもろい存在です。ダメージを受けると失われ、再ログインは不可能となります。ですから、倫理的な行動をお願いします。また、ログアウトポイント以外からの不正ログアウトも禁止されています。仮想世界内での事故はユーザーの自己責任と……』

「説明、設定すべてショートカット希望。すべて同意する」

　前田が言うと、カプセル内で光の点てん滅めつが始まった。点滅する光を見ると、頭がぼやけてくる。全身が麻ま痺ひして上下感覚を失う……。

　……真っ暗闇やみの中、前田の目に光る扉が見えた。前田はその扉に手をかけた。

『スフィアワールドにようこそ。よい旅を』

　前田は扉を開けた。

「…………」

　目を開け前田は絶句した。立っていた場所は無人のアーケードだった。アーケードの店てん舗ぽはすべてシャッターが閉まっている。ここはゴーストタウンと化したナカノ駅前の商店街だ。

　背後にはナカノブロードウェイがあった。そうだログインしたのだと気づく。ここはスフィアの仮想ワールドなのだ。前田はログインポイントから半径五メートル以内の安全な座ざ標ひように飛ばされたのだ。

　自分の体を見る。制服姿のままだった。服装もワールドで完全に再現されていた。手足を動かしてみる。違和感があったが自分の思いどおりに動く。地面を踏んでみるとアスファルトの感覚があった。現実は人でごった返すアーケードだが不ぶ気き味みに沈黙していた。匂においも風もない、ただの空間でしかなかった。

「……スフィアワールド？」

　声に振り向くと、そこには唖あ然ぜんとする悠ゆ羽う美みが立っていた。悠羽美もやはりセーラー服姿だったがニット帽を被かぶっている。ログインする前に現実で被ってきたようだ。

「わあ、すごい」

　振り向くと、遙花はるかが周囲を見回している。彼女もログインに成功したのだ。仮か想そう空間に立つ遙花を、前まえ田だと悠ゆ羽う美みは呆ぼう然ぜんと見つめた。遙花は笑顔を浮かべ体をくるりと回転させる。ふわりと舞うスカートの揺ゆらめきも仮想の世界で正確に再現されていた。

　前田は彼女に目を奪うばわれてしまった。遙花という数字で構成されたボディはキラキラと光を放はなっているかのように思えてしまう。彼女は数字の芸術品だ……。

「前田君も悠羽美ちゃんも現実とほとんど変わりないね」

　寄ってきた遙花は前田と悠羽美の前で首を傾かしげる仕し草ぐさをした。

「あれ、悠羽美ちゃんの瞳ひとみ、綺き麗れいね」

　遙花が悠羽美の赤い瞳をのぞき込んでいる。

「……ありがとう」

　悠羽美は頭の帽子を押おさえながら視線を逸そらした。

「お店は全部閉まっているのね」

　遙花の興味は無人のアーケードに移ったようだ。

「ちょっと説明を聞いたけど、スフィアが再現するのはマップだけらしいから。店のアイテムとか店名とかも入ってないんだ。だから、ユーザーたちがメモリーを買って勝手に店を開いてたらしいよ」

「ふーん、そうなんだ」

　遙花はシャッターの閉まったアーケードを、スキップするようにして歩いていく。そんな遙花を横目に、前田と悠羽美は顔を見合わせた。

「どういうことだ？」

「……わからない」

　悠羽美は現実では回転寿司の店てん舗ぽだろう建物の壁かべに手を添えた。頭上を見上げるとアーケードの天井が見えた。現実では七夕の飾りで装飾されていたが、こちらの世界には何もなかった。無機質でシンプルなデータの街……。

「とりあえず、脱出用の電話機を確保しておこう」

　現実に戻るには、公衆電話機を使う必要がある。

「……遙花ちゃん？」

　ふと悠羽美が声を上げた。周囲を見回すと、いつの間にか遙花の姿が消えている。呼んでみたが返事はない。仮想世界でも前田は鼓こ動どうの乱れを感じた。

　ふたりはアーケードから大通りに出てみたが遙花の姿はなかった。道路には車も走っておらず、人影もない。車や電車などはワールドに存在しない。複雑な機械を再現するには莫ばく大だいなメモリーが必要となるからだ。

　街路樹はこの世界では少々粗そ雑ざつに再現されている。木はスフィアワールドでは建物と生命の中間として処理されるので、バグが出やすいとされる。ナカノ通りの街路樹の桜さくらの木は、緑の葉を茂らせている。木の種類と季節のデータを元に平均的な現状が再現されるらしい。

「どこに行ったの、かな」

　悠ゆ羽う美みは心配そうに遙花はるかを探している。しばらく立ち尽つくしていた前まえ田だは、ふと思いついたことがあった。

「……学校に行ってみよう」

　通りを歩いてふたりは学校へと向かった。いつも通学している道だったが、まったく違った風景だった。時刻は夕方となり空は朱しゆ色に染そまりかけている。スフィアワールドにも太陽は存在し時刻もリンクしている。

　さらに歩くと学校の校舎が見えた。見慣れた校舎もスフィアで完全に再現されていた。そして、校門をくぐって目に入ったのはピンク色だった。

　校庭の真ん中に巨大な桜さくらの木が生えていた。それはこの時期でも花を咲かせている。まるで雨のようにピンクの花びらを散らしていた。現実ではすでに切られてしまった桜の木は、仮想世界に存在していた。そして、データのバグを起こし、こうしてずっと花を咲かせ続けている。

　そんな桜の木の下に遙花が立っていた。

「何な故ぜだか、この桜の木がまだある気がしたの」

　遙花はそっと桜の木に手を添え微笑ほほえんだ。
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「……お兄ちゃん！」

　声は扉の向こうからだった。鉄の扉を乱暴に叩たたき続けている。扉を開けると、そこにはふくれっ面つらの少女が腕を組んで立っていた。前まえ田だは土曜日の休日に、ガレージの中で作業をしていたのだった。

「ねえ、なんでいっつもすぐに出てこないの？」

　前田を睨にらみつけているのは、姪めいっ子この愛あい理りだった。愛理からすると前田は叔お父じさんになるのだが、お兄ちゃんと呼べと強要していた。

「ちょっと勉強してたんだ」

「お兄ちゃんが勉強するわけないじゃない」

「愛理ちゃん、こんにちは。一応宿題もやったりしてたんだよ」

　ソファに座る雪ゆき村むらが愛理に微笑ほほえみかけた。

「あ、いいの、雪村君は気にしないで。汚い部屋で悪いけど、ずっとここにいていいんだから。あとで私の部屋に来てほしいなあ。勉強を見てほしいから……」

　愛理は顔を赤らめている。小学五年生となり色気づいてきたようだ。

「それより、腹減へっちゃったから、ラーメン買ってきてくれよ。いつものあのラーメンな。おつりは愛理にやるからさ」

　前田は愛理に金を渡すと、強引に扉の向こうに押おしだした。

「ちょっと待って……」

「なるべく早くしてくれよ。早くしてくれないと腹が減って死んじゃうぞ」

　前田はドシンと扉を閉めため息を吐ついた。

「ガレージには絶対来るなって言ってるんだけどな」

「いろいろ興味が出てくる年とし頃ごろですから気をつけないといけませんね」

「なあ知ってるか？　愛理のやつ塾じゆくに行ってるんだけど、その塾ってレベルごとにクラス分けされるんだ。一般クラスからエリートクラスとか残酷に階級分けされてんだぜ。さらに六年生になると、受験対策用スーパーエリートクラスとか編成されたりするんだ」

「ちょっと怖こわいですね。愛理ちゃんは頭も性格もいいだけに、そんな殺さつ伐ばつとした世界に投げ込みたくないですよね」

「性格がいいかどうかはあれだけど、とにかく今のうちに片づけよう」

　前田は本ほん棚だなに近づき、並べられた百科事典を引きだす。実は百科事典は半分にカットされており、そのカットされてできるスペースにスチール製のトランクが隠かくされている。前田はトランクを取りだしパカリと開けた。

　中には姉などに見せたくないものがしまってあるのだ。ウイスキーの小こ瓶びん、タバコの箱、強力な栄養ドリンク、所持禁止となった両刃のナイフ、テストの答案、昔の姉の写真など。前まえ田だはその中に、雪ゆき村むらから預かっていたスフィアワールドへの入場チケットをしまった。

　雪村は開いていたノートパソコンをパタンと閉じた。

「調べたところ、喫茶カトレアのように、ログインポイントが残っているところが数カ所あります。特定ワードを入れると検けん索さくできますから」

「やっぱりもう一回スフィアに入ってみたいよな」

　どうしてもあの仮か想そう世界のことが気になっていた。

「でも、勝手にチケットを使うことはできないですからね」

　遙花はるかから預かっているチケットはあと二枚だ。

「カトレア以外にどこにログインポイントがあった？」

「お台だい場ばですね」

「お台場周辺ってさあ、あれだろ、危険すぎるだろ。ログインした瞬しゆん間かんに……」

　前田は口をつぐんだ。扉を蹴ける音が聞こえたのだ。

　扉を開けると、おかもちを持った愛あい理りが立っている。前田と雪村はラーメンを受け取り、ガラステーブルの上に置いた。ガラステーブルといっても、ブロックとガラスの板を組み合わせただけのものだが。

「やっぱりここのラーメンはうまそうだよな。ラーメンどんぶりにかぶせた油まみれのラップを引っぺがすときにふわっとスープの匂においが一気に漂って、くらっとしちゃう」

「愛理ちゃん、今日もありがとうね」

　雪村もお礼を言ってラップを剥はがす。愛理は出ていかずに雪村の横にちょこんと座っている。本来は出前をやっておらず、持ち帰りもできないラーメン屋なのだが、愛理が頼むと持ち帰りができてしまうのだ。「私が可愛かわいいからかな」との本人談だ。

「ああ、うまい。うますぎる。油が体に染しみこむようだ」

「いつもつけ麺めんにしようか迷いますよね」

　前田と雪村は一心にラーメンをすすった。今日はまだ何も食べていなかったので、空すきっ腹にラーメンの味がしみこむ。スープは動物系と魚系のダブルスープで、香り高い和風のダシと、動物系のコクのいいとこ取りだ。麺もツルツルとのどごしがよくとても食べやすい。たぶんラーメン激戦区の中なか野のの中でも一番うまいラーメン店だろう。

　前田は一気にラーメンを食べ終え一息ついた。

「ラーメンを食べると、ここは現実だなって思うよなあ」

　どんなに精密にできていたとしても、仮想の空間とはやっぱり違う。

「ここが現実なのは当たり前じゃない。それともどっかに行ってたの？」

　愛あい理りが前田のラーメンどんぶりに残ったスープを飲みながら言った。

「……愛あい理りは早く部屋に戻れば？」

「うるさいなあ。雪ゆき村むら君が出ていけって言うのなら出ていくわよ」

「なあ雪村、こんなこと言ってるけど、実は愛理は俺とつきあってるんだぜ」

　前まえ田だが言うと、愛理は真まっ赤かな顔をした。

「ち、違うの雪村君。それって昔の話なんだから」

「真っ赤な顔をしてお兄ちゃんの彼女にしてください、とか告白してたよな」

「……そしたら、お兄ちゃんは、毎週日曜日に缶コーヒーをおごってくれたらつきあってやるよ、とか言いやがったよね」

「先せん輩ぱい、小学生にたかるなんて最低ですね。まあイメージどおりって感じですが」

「こいつはいっぱい小こ遣づかいもらってるからさあ。で、今でもコーヒーおごってるところをみると、俺とつきあってるんだよな」

「あまりに惨みじめな生活してるからボランティアで寄付してあげてんでしょ」

「それより、愛理はなんの用でガレージに来たんだよ」

　愛理はレンゲを持ったまま首を傾かしげ、何かを思いだしたように手をポンと叩たたいた。

「さっきね、青あお原ばら遙花はるかさんていう人から電話がきたの。お兄ちゃんを呼んできますって言ったんだけど、サークルの会合をするって伝えといてって」

「土曜日なのに集まるんだ」

　休みの日に遙花に会えるのは少しだけ嬉うれしかった。最近は彼女のことばかり考えてしまう。桜さくらの木の下で微笑ほほえむ遙花の姿が頭から離れない。

「高こう円えん寺じの喫茶店だって。五人で会合をするって言ってたよ」

　愛理の言葉に前田は唖あ然ぜんと立ちあがった。

「五人って、あの人も来るのかよ」

「繭まゆ子こさんは待たされるの嫌いですかね」

　ガレージを飛びだす前田と雪村を、愛理は手を振って見送った。

「雪村君また来てね。お兄ちゃんはおみやげ買ってきてねー」
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　待ち合わせの場所は高円寺駅前の喫茶店だった。

　中なか野のには喫茶店が少ないという問題があり、駅前のスターバックスはいつも満員だ。なので、喫茶店は隣となりの駅の高円寺を利用することが多かった。

　前田は雪村がこぐ自転車の後ろに乗り急せかしていた。

「早く行かないと、嫌いやみを言われるからさあ」

「嫌みとか言いましたっけ？」

「無言で嫌いやみを言ってるんだよな。あーあ、休みの日まであの人と会わなきゃいけないなんてなあ。忙しいはずなのに、なんで来るんだろ。やだなあ、やだなー」

「繭まゆ子こさんは、遙花はるかさんに甘いところがありますからね」

「奇跡的に機き嫌げんがよければいいんだけどなあ」

　線路沿いに自転車を走らせ高こう円えん寺じを目指す。中ちゆう央おう線せんのオレンジ色の電車が前まえ田だを追い抜いていった。中なか野のから高こう円えん寺じまでは自転車で十分もかからない。

　待ち合わせの上うえ原はら珈琲コーヒー店は外から見ると小さいのだが、入ってみると奥行きにスペースがありゆったりとしている。今日も店内の八割方はうまっていた。くすくすとの笑い声に奥を見ると、テーブルを二つくっつけて三人が座っているのが見えた。私服姿の遙花と繭子が談笑している平和な風景があった。今日の繭子の機嫌はいいのかもしれない。

「いやー、すいません、今日も中央線のダイヤが乱れてしまいまして」

　前田はへらへらと笑いながら空あいていた椅い子すに座った。

「コーヒーゼリー食ってんの？　ここのおいしいよな」

　悠ゆ羽う美みは、クリームののったコーヒーゼリーをちまちまと食べている。

「遙花ちゃんはアイスコーヒー？　ここのって銅製カップでくれるじゃんか、雰ふん囲い気きはいいけど、すぐに氷が溶けちゃうのが困るよね。で、繭子さん、おごってくれるんだったら、俺、ＢＬＴサンドも食べようかと思っているんですけど……」

　繭子は冷たい視線を向けて前田に応こたえた。なんとか自然に入り込もうと思ったのだが、逆にぎこちない雰囲気を作ってしまった。

「遅れたからってそんなに怒ってないから」と、遙花がくすっと笑った。

「遅れちゃってすいません」

　セルフのため、雪ゆき村むらが二人分のコーヒーを買ってきた。

「急に呼びだしちゃったんだから仕方ないよ。じゃあ、サークルの会合を始めるね」

　遙花が言った。今日の彼女はデニムのスカートとプリントの入った長なが袖そでシャツとラフな格かつ好こうをしている。意外に胸元が開いており前田は少しどきりとした。

「またログインする感じですか？」

　雪村がジンジャーコーヒーを飲みながら聞いた。

「うん、この前は雪村君も繭子さんもログインしなかったからね」

「今からカトレアに？　だったら中野集合でよかったんじゃないか」

「違うの、今度は別のログインポイントに行きたいんだ」

　前田と雪村は顔を見合わせた。

「カトレアを見つけたのも偶然だったのに、他のポイントがあるとは思えないんだよな」

「ところがね、カトレア系列の店は中野だけじゃなかったの」

　遙花は悠羽美から喫茶店のカードを受け取り前田に見せた。

「調べてみたらお台だい場ば地区にもあったんだ。あの臨りん海かい地区にね。だから、今度はそこの喫茶店を調べに行って、ポイントが残っていたらそこからログインしてみようと思って」

「……あまり意味ないんじゃないか？　中なか野のでログインしてワールドからお台場に行くことだってできるし」

「ところがね、ワールドには乗り物がないの。中ちゆう央おう線せんもゆりかもめも動いていない。だから、ワールド内での移動って結構大変なの。だったら、現実で移動してからログインしたほうがいいんだよね」

　遙花はるかはどんどんスフィアワールドについての知識をため込んでいた。しかし、何が彼女をそうさせているのか、まだ理由はわからない。

「あと、お台場でログインしたいのはもうひとつ理由があるんだよね。どうしても見せたいものがあるっていうか」

　遙花は微かすかに頬ほほを赤らめた。

「ねえ、遙花ちゃん。いつお台場に行くつもり？」

「うん、明日の日曜にって思ってるけど、どうかな」

　前まえ田だはゴクリとつばを飲み込んだ。

「私は遠慮しておくよ。すでに推すい薦せんが決まっているとはいえ、あまり遊んでいるとまだ受験を残したクラスメイトに悪いからね」と、繭まゆ子こ。

「じゃあ、ログインするなら、今度は遙花ちゃんと雪村と、俺でいいか」

「悠ゆ羽う美みちゃんは？」

「高たか橋はしはこの前ログインしたときちょっと気分悪くなったんだって。なっ」

「そっか、じゃあ無理しないほうがいいもんね。でもお台場には一いつ緒しよに来るんでしょ」

　悠羽美はコーヒーゼリーを食べたままこくんとうなずいた。

「公園もあるだろうからゆっくりできるし。そうだ、お菓子でも作っていこうか？」

「朝早く起きることになったりと気を遣つかわせることになるんで、遠慮しておきます」

　雪村がきっぱりと断った。

「そっか、じゃあ、明日は中野駅で待ち合わせしてみんなで行こうね」

　あっという間に計画が決まってしまった。しかし、このようなイベントを潰つぶしてしまう訳わけにはいかないと感じていた。遙花がスフィア関連に興味を持ち行動したなら、その邪じや魔まをしてはならない気がする。

　その後、しばらく雑談をしていると、遙花が思いだしたように腕時計を見た。

「あ、そうだ。私ちょっと用事があって」

「え、遙花ちゃんもう帰っちゃうの？」

「友達に強引に誘さそわれちゃって、悪いんだけど、ちょっと出かけなきゃいけないの」

　前田は遙花の服の裾すそをつかんで引き留とめた。遙花はそんな前田に子犬を見るような優しげな視線を向けつつ、皆に謝あやまってから立ち去っていった。

　取り残された四人の間に沈黙が流れる。遙花はるかがいないとこの同好会の人間関係がまったく機能しないという現実だった。はっきり言えば雰ふん囲い気きがぎくしゃくしていた。だから遙花を行かせたくなかったのだ。

「明日のこと、話し合いませんか？」

　口を開いたのは、この四人の中で一番まともであろう雪ゆき村むらだった。

「……そうっすよ。なんで止めなかったんですか」

　前まえ田だは視線を向けずに小さな声で繭まゆ子こを非難した。

「私はそれにほとんど関与していないよ。遙花が自分で調べたらしいからね。私に文句を言うのは筋すじ違いだ」

　繭子はバックから日につ経けい新聞を取りだして読み始めた。悠ゆ羽う美みはモバイルを触ったりと、遙花がいなくなったあとは各自好きなことをやっている。前田は甘いものが食べたくなったので抹まつ茶ちやぜんざいを頼んだ。

「お台だい場ばはちょっと危ないですよね」

「ちょっと困るよな。今はどうなってるんだろ」

　前田はぜんざいを食べながら相づちを打った。

「困る必要はないだろ。仮か想そう世界じゃないか。たとえ死んだとしても、所しよ詮せん偽にせ物ものだろう」

「しかし、遙花は何がしたいんだ。あんなにスフィアに興味を持って」

「さあな、何か心の奥で引っかかることがあるのかもな」

　繭子は立ちあがり帽子を被かぶった。

「……繭子さんは何か知ってるんすか？　知ってること全部教えてくださいよ」

　前田は繭子を呼び止めた。

「あと、スフィアの入場チケットとか俺ら持ってないから、ほしいんだけど、なんとかならないっすかね」

「甘えるんじゃない」

　繭子は静かな声で言った。

「私はお前たちに情報開示をする義務もないし、無む償しようで協力するお友達でもない」

「じゃあチケット買いますよ。それでいいでしょ」

「明日ぐらいには用意しておくよ。これが値段だ」

　繭子はテーブルの上に数字を書き込んだ紙片を置いて、喫茶店から立ち去っていった。

「冷たい女だ」

　前田は繭子の姿が完全に消えたことを確認して吐はき捨すてた。悪あく態たいをつきながらも、テーブルの下や椅い子すを探る。昔のことだがこんなシチュエーションで盗とう聴ちよう器を置いて帰られたことがあったのだ。

「なんて冷たい目をするんだろうな。なあ雪ゆき村むら、無む性しようにビー玉を集めたくならないか？　あの冷血女の冷たい目を見たあとなら、ガラス玉のほうがキラキラと生命感に満ちあふれた暖かみを感じるよ」

「あ、繭まゆ子こさんが戻ってきた」と、悠ゆ羽う美みが言った。

「……でも、綺き麗れいな人で憧あこがれちゃうよなあ。あっ、ビー玉ってなんでビー玉って言うか知ってるか？　ラムネの瓶びんの中に入ってる丸いガラス玉がＡ玉で、それの失敗作がＢ玉なんだって、って、おい！」

　恐る恐る顔を上げてみると繭子の姿はなく、すました表情の悠羽美がこちらを見ていた。

「そろそろ帰る」

　悠羽美は結むすんだ後ろ髪がみを払いながら立ちあがった。

「また明日」

　コーヒーゼリーが入っていたプラカップを返却口に置いてから店を出ていく。店に残されたふたりは大きく息を吐はいた。

「遙花さんが帰ったとたん、変な感じになっちゃいましたね」

　雪村がくっつけていたテーブルを離したりと座席を整えている。

「なんていうか、同じ同好会のメンバーなんだから、ちょっとは楽しく会話すりゃあいいんだよな。ふたりともすっと帰りやがって。俺たちも愛あい理りのお土産みやげのコーヒーゼリーを買ってからさっさと帰ろう……」

　帰り支じ度たくを始め、繭子が置いていった紙を手に取った前田は「わあっ」と悲鳴を上げた。

「……すげえ請求をされちまってるよユッキー」

　前田は雪村に紙を渡して頭を抱かかえた。繭子は平然と大金を要求してきた。

「こっちが頼む立場ですから、仕方ないですかね。二、三枚は手に入れておきたいですし」

「でも、建たて前まえ的には一応後こう輩はい先輩で同じサークルに所属するお友達じゃないか。くそっ、足あし下もと見やがって！」

　前田がガツンと机を叩たたくと、ウエイトレスに「お静かにお願いします」と注意された。前田は不服だったが、ウエイトレスが美人だったのでどうにか怒りを抑おさえることができた。

「とにかく明日ですね。もしかしたら、ログインと同時にゲームオーバーとなる可能性もありますが」




　　　　＊




　ゆりかもめ、テレコムセンター駅。

　今日の東京も晴れだった。遙花と出かけるときは天気がよい、というのが彼女の周囲の共通した感想だった。

　ゆりかもめの駅から地上に降りた四人は、しばしその場に立ち尽つくした。なんだか異様な景色に見える。背後にはぽっかりと穴の空あいた巨大なビル。それはフランスの凱がい旋せん門もんをイメージさせる。目の前には遊歩道が延び、先には銀色の球体が目立つフジテレビ社しや屋おく。左手にはパレットタウンの観かん覧らん車しやがゆっくりと回っている。

　無駄に広い場所だった。そしてすべての建物が巨大で距離感が狂ってしまう。表現するなら現実感がなく、そのふわふわとした感覚は心地よくもあった。

「都市博が中止されて整備計画が狂ったのもあるけど、基本的にゆったりとスペースを使っているからね。巨大な建造物がぽつんぽつんとある感じでしょ。あまり建物がないから見通しよくって、近くにあるようで意外に距離があったりって感覚が狂う場所なんだよ」

　遙花はるかは一回だけここに来たことがあるらしい。将来はデザイナーになりたいらしく、建築関係の勉強も兼かねたのかもしれない。

「スタイリッシュな建物が多いよな。フジテレビもそうだし、テレコムセンタービルもそう」

　前まえ田だはチーズバーガーを食べていた。なんとなくこんな場所を歩くときはファーストフードを食べたくなるのだ。

「この場所には空くう虚きよさが漂っているから、建築家も知らず知らずのうちにそんなデザインをしたのかもね。建築物の密度の高い東京都心部において、これほどに隙すき間まの多い場所はここだけ。広大なスペースに大きな建造物が配置された、記号的なエリア」

　遙花は潮しお風かぜにはためくスカートと髪かみを押おさえている。彼女の姿を見て、なんてこの街に似に合あっているのだろうと思った。まるで東京の街と戯たわむれているかのようだ。いや、彼女が東京そのものであるかのような……。

「ん、どうしたの？」

　遙花がこちらを向いて首を傾かしげてみせた。

「い、いや、ログインポイントはどこかなって思ってさ」

　前田は咳せき払ばらいをして視線をそらした。

「遊歩道のわきに科学館があって、建物の地下ですね」

　雪ゆき村むらがモバイルのマップを見ている。本当は昨日のうちに様よう子すを見に来ておきたかった。しかし、この湾わん岸がん地区は交通の便が悪く、気軽に来られないのだ。また、日曜日にしては周囲は閑かん散さんとしている。人はお台だい場ば駅周辺に集まっているのだろう。

「遙花ちゃん、ログインは慎重にやろう。中なか野のは俺たちのホームだったからいいけど、湾岸地区はよく知らないから。海がこんなに近いから、例えばログインした瞬しゆん間かんに海に沈んでる可能性とかあるじゃん。そうしたら落ち着いてすぐにログアウトするとか」

　前田の言葉に、遙花はにこりと笑った。

「そうだね。前田君たちは初心者だから心配だよね。でも、私がついているから大丈夫。サークルの部長として部員の安全は必ず守るから、なーんてね」

　四人はガラス張りのビルへと向かった。遊歩道には小さな滝や噴ふん水すいがあったり、鉄パイプをぐにゃりと曲げたようなモニュメントなどが配置されている。

「ここのログインポイントに来たことはあるのか？」

　前まえ田だは、ハンバーガーを食べながら歩く悠ゆ羽う美みに耳打ちした。

「……ない。お台だい場ばも初めて」

　四人は科学館へと向かった。

「すごいね。プラネタリウムもあるみたい」

　科学館の中で遙花はるかが目を輝かせている。四人は少しだけ館内を見て回ることにし、本格的にログインポイントを探し始めたのは夕方近くなってからだった。またも地下への入り口探しは難航したが、建物の裏手に小さく『カトレア』と看かん板ばんが出ているのを遙花が発見した。

　地下二階の喫茶店は薄暗い洞どう窟くつのようだった。中には大量の観葉植物が置かれ見通しが悪い空間ではあったが、中なか野のとは違いスタイリッシュな内装だった。天井には発光ダイオードが埋うめ込まれ、光で構成されたイルカが泳ぎ回っている。中野カトレアと同様に人間の店員はおらず、円えん筒とう状のロボットや女性のアンドロイドが接客をしていた。

「チケットを使えますか」

　雪ゆき村むらがスフィアへの入場チケットをアンドロイドに差しだした。

「こちらへどうぞ」

　四人はアンドロイドに促うながされ、奥のスペースへと移動した。自動ドアをくぐると通路に扉が並んでいるのが見えた。それらの扉がすべてログインポイントだとすると、ここだけで数十人が同時にログインできることになる。

「Ａ４ルームにどうぞ」

　扉の中は、あのカプセルが三つ並んでいる殺さつ風ぷう景けいな小部屋だった。アンドロイドは去り、残された四人は顔を見合わせる。

「じゃあ、遙花ちゃん、俺、雪村でログインしよう」

　前田は言った。危険だったが、彼女のスフィアへの興味には、何か理由があるのかもしれない。それを知る必要もあった。

「悠羽美ちゃんは待っててくれる？」

「うん、気にしないで」

　悠羽美はパイプ椅い子すに座ってパソコンを広げている。

「俺たちが一いつ瞬しゆんだけ早くログインしよう。そして、少し遅れてログインした遙花ちゃんを助けて、ログアウト用の電話機を探す」

　遙花と悠羽美が会話している横で、前田は雪村に耳打ちした。

「わかってます。でも、本当にあのままなんですかね。この湾わん岸がん地区は」

「そりゃそうだろ。もう修復不可能だって言ってただろ」

「僕はログインしませんでしたけど、中なか野のも街を維い持じしてたんですよね。だとしたら、お台だい場ば地区だって……」

　遙花はるかが近づいてきたので、ふたりは会話を止めた。

「雪ゆき村むら君は一回目だから気をつけてね。私がフォローするから安心して」

「ねえ遙花ちゃん、なんか見せたいものがあるって言ってたけど、何があるの？」

「それは内ない緒しよだよ」

　遙花は恥はずかしそうに笑って、カプセルに近づいた。

「じゃあ、行こう。お台場は私たちのホームグラウンドじゃないから慎重にね」

　遙花がカプセルに入ったので、ふたりも急いでカプセルの蓋ふたを開いた。

「チケット、預けておきます。救助信号が出たらお願いします」

　雪村は悠ゆ羽う美みにチケットを渡した。

「……了解」

　悠羽美はパソコン画面を見つめたままチケットを受け取る。前まえ田だは、遙花より早くログインするためにカプセルの中に入った。

　お台だい場ば地区でのログイン──。

　空間に扉が出現した。前田はその扉のノブを握り深呼吸をする。何があっても冷静に対たい処しよしなければならない。たとえ仮か想そうの世界だとしても、遙花だけは必ず助けなければ。またあのような失敗を繰り返してはならない……。

　前田は意を決して扉を開け、スフィアワールドにログインした。ログインポイントから半径五メートル以内の座ざ標ひように出ることになる。

　扉をくぐった前田は日の光に唖あ然ぜんとした。扉の向こうには湾わん岸がん地区の仮か想そう世界が広がっていたのだ。テレコムセンタービルもパレットタウンの観かん覧らん車しやも再現されている。背後にはログインポイントの科学館もある。

　前田は遊歩道の人影にどきりとした。そこには、すでにログインしていた遙花が立っていた。

「ね、心配することなんて、何もないでしょ」

　遙花が空を見上げて笑っている。その横でログインしてきた雪村が空間に出現した。

「……オダイバだ」

　雪村は呆ぼう然と周囲を見回している。

「でもあまり違和感ないよね。もともと現実のお台場もファンタジックな空間だったからかな」

「そ、そうですね。広大なスペースに大きな建造物を置いたような感じですからね」

　相づちを打ったものの、雪村の表情はすぐれない。

　前田は遊歩道を歩き回って回想した。このオダイバの臨りん海かい地区は沈んでいたはずだったのだ。スフィア・オダイバと呼ばれた地区は海に没ぼつして、ログイン不可能となったはずだった。しかし、今のオダイバは整然とした美しいスペースが広がっている。

　どういうことなのだろうか。前まえ田だがスフィアワールドから手を引いていた間に何かが起こったのだろうか。放置された世界は、知らない間に何があったのか……。

「こら、前田君、勝手に歩いちゃ駄目でしょ」

　遙花はるかが走り寄ってくる。

「遙花ちゃんは行きたいところがあったんだっけ？」

「うん。このまま遊歩道をフジテレビ方面に歩くの。時間的にもちょうどいい感じ。現実でもね、このルートは有名なのよ。ほら、雪ゆき村むら君大丈夫？」

　遙花はぼんやりと立ち尽つくす雪村を向いた。

「音楽に合わせて踊るように、スフィアの情報に身を委ゆだねるの。そうしたら、自然に歩けるようになるから。このスフィアの街に逆さからっちゃ駄目よ」

「はい遙花さん、なんとか動けるんで大丈夫です」

　雪村が返事しながら、前田に耳打ちした。

「……ちょっとおかしいですよ、先せん輩ぱい」

「おかしいのは俺もわかるよ。でも、海に沈んでたよりはマシだ」

　仮か想そうとはいえ、遙花がおぼれ死んでいた可能性もあったのだ。

「自己修復力があるとはいえ、海に沈んだ街が修復されるとは思えませんよ。どれだけのメモリーが必要になるか」

　不服そうにする雪村だが、遙花は楽しそうに遊歩道を歩いていく。

「なんだか風が吹いてる気がする。仮想世界にも風が吹くのかな。雨も降ったりするのかなあ」

　前田はのんきな遙花の言動に苦にが笑わらいをした。ちなみに仮想世界には雨は降らない。雨の一粒一粒を座ざ標ひようで管理して再現するには、莫ばく大だいなメモリーが必要となるからだ。

「あれ、私たち以外にも人がいるよ」

　その言葉に、前田は遙花を向いた。しかし、近くに人がいるようには見えなかった。

「ん？　俺たち以外に人がいるわけないじゃん」

　前田は遙花に駆け寄った。

「先輩、動かないでください」

　雪村が前田に小声で囁ささやいたと同時に、三人は囲まれていた。

　物もの陰かげから姿を現したのはグレーの迷めい彩さい服ふくたちだった。五、六人が前田たちを囲んで銃じゆうを向けている。フェイスガードをつけているため、顔はよく見えない。

　前田と雪村は遙花を守るように立つ。遙花は状況が飲み込めていないようだった。

「……ここで何をしてる？」

　迷彩服のひとりが低い声で言った。その問いには雪村が答えた。

「ワールドへのログインチケットを手に入れたのでログインしただけです。ワールドを歩いてみたかったんですが。あなたたちは？」

「質問してるのはこっちなんだよ」

　迷めい彩さい服ふくの歳は二十歳前後だろうか。基本的にスフィアワールドにログインできるのは若い人間に限られている。あまり年を取りすぎると、脳が現実と仮か想そうのギャップを受け入れることができないのだ。

「やっぱり、他にもログインする人がいたんだね」

　遙花はるかが前まえ田だに耳打ちした。そんな遙花に気づき、ひそひそと迷彩服が顔を見合わせている。「あれじゃないか」とか「確かに似てる」などの単語が聞こえた。なにやらモバイルらしきものを確認している様よう子すもあった。

　前田と雪ゆき村むらは顔を見合わせたまま混乱する。この場所にログインするユーザーがいる意味がわからなかった。考え込んでいると、迷彩服のひとりが前田たちの前に出てきた。

「ちょっと君だけ一いつ緒しよに来てくれないか？」

　彼は遙花に声をかけた。

「あの、でも、私たちはサークルのメンバーで遊んでるから……」

「そうっすよ。仲間内の活動をしてるんだから」

　前田は困こん惑わくする遙花の前に立ちはだかった。

「こっちが下した手でに出ているうちに言うこと聞いたほうがいいぞ」

「だめだめ、この子は俺たちのサークルの部長なんだから」

「いいからお前らはログアウトしろよ」

　遙花はやりとりを見ておろおろとしている。

「お前は知らないだろうけど、スフィアでも死ぬんだぞ」

　横から迷彩服のひとりが前田の頭に銃じゆう口こうをがつんとぶつけた。

「その銃で俺を撃うつつもりか？」

「一応警けい告こくはしたぞ」

　前田は迷彩服たちの視線を受け止め口を開いた。

「スフィアワールドはユーザーたちの倫理意識が重要だ。なぜならワールドには死の概がい念ねんがあるからだ。だから昔のユーザーたちは間違っても銃口を突つきつけるようなまねはしなかった。それに俺たちの遙花ちゃんに手を出すことはもっとルール違反だ。ああ、俺たちのっていうのは言いすぎだったけど、とにかくこちらも警告をしておく。優しく言っているうちに、さっさとこの場から消えろってな」

「てめえは何を言ってんだよ」

「待って」

　そんな中で声を上げたのは遙花だった。

「私たちは、ただ楽しく仮想ワールドを歩きたかっただけなの。それで、このふたりは初心者だけど、私が無理言って連れてきただけだから、ひどいことはしないでください。用件があるのなら私が聞きます」

　毅き然ぜんとした彼女の声に、迷めい彩さい服ふくたちは意表を突つかれた様よう子すだった。

「と、とにかく、君は俺らと一いつ緒しよに来てくれ」

　それでも迷彩服のひとりが遙花はるかの手をつかんだ。

「……これ以上、彼女に手を触れたら、僕らも実力行使をしますよ」

　冷たい声は雪ゆき村むらのものだった。

「お願いするなら、言い方があるよな」

「いいえ、お願いではありません、警けい告こくですよ」

　雪村は視線を下に落としている。その表情の温度は低かった。

「ふざけんじゃねえぞ」

　彼らが銃じゆうを構えた瞬しゆん間かん、同時に前まえ田だは遙花の手を取っていた迷彩服を突き飛ばし、遙花を押おし倒すように地面に転ころがった。遙花が「きゃっ」と悲鳴を上げた。

　雪村はシャツの裾すそをまくって腰こしに手をやった。その瞬間、仮か想そうのスフィア空間に轟ごう音おんが鳴り響く。真っ赤な血しぶきが舞った。雪村は両手に拳けん銃を持ち迷彩服に向かって乱射したのだ。

「遙花ちゃん、走ろう」

　前田は遙花の手を取り、強引に立ちあがらせると走りだした。

　遙花の背中に銃を向けた迷彩服がいたが、雪村に背中から撃うたれて倒れる。前田が走り続ける間、ずっと発はつ砲ぽう音が続いていた。

「ちょ、ちょっと、前田君、止まって」

　それでもかまわず前田は、遙花の手を引き海かい浜ひん公こう園えん駅方面に走り続ける。遙花は背後を気にしつつも、前田に引っ張られるままついてくる。ゆりかもめの高こう架かを抜けたあたりで遙花は強引に足を止めた。

「ねえ、雪村君は？　ついてきてないよ」

　遙花は心配げに背後を見ている。遠くから銃声が一発だけ聞こえ、遙花は顔をゆがめた。

「雪村は大丈夫だよ。歩こう遙花ちゃん」

　前田は速度を緩ゆるめた。仮想の世界でも疲労の概がい念ねんがある。運動を認識した脳が疲労を再現してしまうからだ。スフィアワールドは人間の記憶がウエイトを占めている。

「やっぱり戻らないと」

「大丈夫だって。だってあれはゲームだから」

「そ、そうなの？」

「うん。あいつらはきっとワールドでサバイバルゲームをやっていたんだと思う。だからあんな自衛隊みたいなコスプレしてたんだよ。ちなみに雪村もサバゲーが好きだから、一瞬であいつらの世界観に入っちゃって撃ち合ったんだよ。ほんと、好きなやつ同士で勝手にやってくれって感じだよな」

　前まえ田だが言うと、遙花はるかは不満げながらも納得した様よう子すだった。

「せっかくサークルのメンバーで遊びたかったのに」

「まあまあ。それだけ楽しんでるってことだよ」

　当然ながらあれはサバイバルゲームではない。銃じゆう器きもコスチュームも、メモリーを使った本格的なものだった。しかし、それでも雪村が後おくれを取ることはあり得ないはずだ。

「確かにあまり団体行動を強制するのもあれだしね。楽しんでくれてるだけでもよしとしなきゃだよね」

「それより遙花ちゃん、なんか見せたいものがあったんだろ」

「うん、急がないと。こうなったら前田君だけでもいいや」

　ゆりかもめの高こう架か線路を抜けると、巨大なフジテレビの社しや屋おくが横に見えた。この巨大な建物もデータで再現されている。遙花はそのまま真っ直ぐに進んだ。海が見え、人工海岸の脇わきに自由の女神のモニュメントがあった。

「……間に合った」

　遙花の言葉に、前田は首を傾かしげた。

「ほら、テレコムセンターからフジテレビ社屋に向かって真っ直ぐに歩くと海に出るの。海は西側にあって、今の時間はちょうど夕日が沈むところ。ね、綺き麗れいでしょう」

　遙花は笑った。夕日に照らされた海が金色に光っている。

「スフィアにも太陽があるの。現実の世界と同じタイミングで海に沈むんだって。それを見てもらいたかったの」

　前田は遙花の言葉に苦にが笑わらいしたが、海を前に自然と口から感想が漏もれてしまった。

「ああ、綺麗だ……」

　前田は素直にスフィアの夕日が綺麗だと思った。データの太陽と海。空を赤く染め、海を光らせるのには莫ばく大だいなメモリーが必要であるはずだ。本来は無駄なことだが、こうして海に沈む夕日を見て感動することができる。

「スフィアも悪くないでしょ」

　遙花は手すりに寄りかかるようにして夕日を見つめた。ふたりはそのまま太陽が完全に沈むまでその場にいた。データの夕暮れも悪くない。

　前田はいつの間にか遙花の手を握っていたことに気づき、そっと手を離した。確かに夕日も、夕日を見つめる彼女も綺麗だった。しかし……。

　……こうして一いつ緒しよに夕日を見つめてわかったことがある。一緒に夕日を見つめたかったのは、隣となりの彼女ではなかった。




　　　　＊




　雪ゆき村むらはふうっと一ひと息いき吐ついてから、肩に担かついでいた迷めい彩さい服ふくの男を地面に下ろした。

　グレーの迷彩服は真っ赤な血に汚れ、カモフラージュの役目を放ほう棄きしている。まだ男は生きている。小しよう口こう径けいの拳けん銃じゆうを撃うち込んだ程度ではそう簡単に死にはしない。雪村は最初の銃撃げきでほぼ彼らを倒していたが、仲間がいる場合も考え、こうして瀕ひん死し状態の一人を運んできていた。

「血は止まったので死にはしませんよ」

　雪村は男の持っていた止血スプレーを傷口に吹きかけてやった。流れる血や傷ついた皮膚の情報にメモリーを回すことにより、脳への情報が少なくなり意識が低下してしまうのだ。

「お前、すげえな」

　ぐったりと横たわる男が口を開いた。

「もともと僕はスフィアワールドのセキュリティサービスＳＳをやってましたから」

「スフィアのＳＳって、エリートじゃねえか」

「それでいくつか質問させていただきます。まず、あなたたちはスフィアで何をしてるんですか。そもそも僕はスフィアワールドは終わったと思っていました」

「…………」

「答えなくてもいいですよ。それくらいなら自分で調査できるでしょう。でも、答えなければ殺します」

　雪村は男に冷えた視線を向けた。

「俺は雇やとわれただけだ。もともとワールドでサバゲーとかしてるコミュに所属してたから」

「なんのためにです？」

「ＳＳならスフィアワールドの崩ほう壊かい理由も知ってるだろ。それで、この臨りん海かい地区も海に沈んだ。でも、いつの間にかワールドは自己修復を始めた」

「いつからこうなんです。海が引いたのは？」

「わからない。ただ、俺たちは二ヶ月ぐらい前に雇われてログインしている。ログインポイントはお台だい場ばに置かれたコンテナに即席で設置されている。俺たちのような一般人だけじゃなくて、有名なストライカーもログインしてた」

「ストライカー、ですか」

　スフィアのアイドル的存在だったストライカーも、ワールドの崩壊後は解散したはずだった。しかし、再びその能力を買われて呼び戻されたのかもしれない。だとしたら、ワールドの復ふつ興こう計画は着々と進んでいることとなる。

「ワールドを復興させる価値があるんでしょうかね。ワールドは自主的にユーザーが集まって遊ぶというサークル的な意味合いが強いです。それとも、ワールドに何か価値を見いだしたんですか、あなたを雇やとった方は」

「雇ったのが誰かはわからないんだ」

　雪ゆき村むらは男に銃じゆう口こうを向けて引き金を絞しぼった。

「ほ、本当なんだ。昔にスフィアで遊んでたから、そのつてでちょっとしたバイト感覚で呼ばれただけなんだ」

「で、そのバイトの内容はなんです」

「ワールドの修復機能を持ったデータの回収」

「修復機能？　蜘蛛ウエブのことですか？」

「そんなちゃちなものじゃない。街ごと修復できるようなデータらしい」

　雪村は顔をしかめた。そんなデータが存在するのだろうかと思った。しかし、そのデータのおかげで街が回復したというなら矛盾はない。ただ、海に没ぼつしていたこの場所を回復させるほどの情報量を持ったものがワールドに存在するのだろうか。そして、あのバグの集合体のような災わざわいのデータはどうなったのか……。

「その回収すべき対象とは？」

「これだ」

　男が取りだしたのはモバイルだった。ちなみにスフィアワールドでは携帯電話は使えない。電波情報を空間に飛ばす設定にはなっていないのだ。なので連絡は有線の電話機を使わねばならない。このモバイルはデータを出し入れする単なるメモ帳代わりなのだろう。

「詳くわしいことは知らない。ただ、それを回収する目的でチームが編成されてる」

　雪村はモバイルを受け取り唖あ然ぜんとした。

「遙花はるかさん……」

　画面に表示されていたのは青あお原ばら遙花だった。
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　スフィアワールドにも夜が来る。頭上には月が光っていた。

　前まえ田だはスフィア・ナカノに来ていた。繭まゆ子こからチケットを買い取りログインしたのだった。遙花はるかが持っていたチケットは一枚残っていたのだが、それを使うのはルール違反であると思ったからだ。

「まだあるといいんですが」

　夜のナカノを歩く雪ゆき村むらが言った。オダイバ地区が海に沈んだように、本来ならこのナカノも崩ほう壊かいしていたはずだった。しかし、いつの間にか町並みが復ふつ興こうしている。それは、あの修復データのおかげなのか。

「繭子さんは、何も言ってなかったのか？」

　放課後に雪村が三年の繭子の教室に行き、チケットを三枚受け取ってきたのだ。代金は前田と雪村の割り勘かんで支払ったものの、春休みのバイト代が吹っ飛んでしまった。

「事情を説明したんですが、特には何も。スフィアが修復されていたのは知っていたかもしれませんね。そんな感じでしたから」

「あの女も信用できないよな」

「最低限の情報は自分たちで集めろってことでしょう」

　遙花を抜かした四人で議論をする必要があった。サークルを正式登録した彼女を除のぞかねばならないとは皮肉なことだったが。

　前田と雪村は住宅街を歩き、あるアパートにたどりつく。外階段を上り二階の一番奥の部屋へと向かう。ロックを外はずして扉を開けると、その向こうにはだだっ広い空間が広がっていた。二十畳じようほどのホールになっているのだ。このボロアパートに二十畳の部屋があるわけがなく、これはバグなのだ。建物の中の情報は不完全であるため、広さなどのデータが損そん傷しようしてこのように不自然なことになってしまうときがある。

「よかった、まだ残ってました」

　ふたりは部屋の中に入りディパックを降ろした。部屋の壁かべいっぱいに棚たなが設置され、大量の銃じゆう器きが置いてある。部屋のど真ん中には壺つぼを抱かかえた女性の噴ふん水すい像がある。抱えた壺から水が延々と流れ続けるのだ。水は足あし下もとの土台に吸い込まれるため部屋が水みず浸びたしになることはない。

「懐なつかしいよな」

　前田は部屋に置いた真まっ赤かなソファーにどすんと座った。立っていても疲労を感じることはほとんどないのだが、なんとなく座ったほうが精神的に楽なのだ。スフィアと人間の精神は強く繋つながっているからだろう。

「あの頃ころは、ああなるとは思ってませんでしたよ。だからこれだけの武器を集めてたんです」

　もともと雪ゆき村むらは、スフィアの秩ちつ序じよを守るセキュリティーサービスのアルバイトをしていた。繭まゆ子このつてでスフィア関連のアルバイトを紹介されたらしい。そしてこの場所は雪村の秘密基地のような場所だ。

　雪村はここを拠きよ点てんにナカノ周辺の治ち安あんを守っていた。スフィアワールドの治安が悪かった理由は、スフィアにおいて基本的に犯罪行為は存在しないからだ。街を歩くユーザーを撃うち殺しても、持っている金やアイテムを奪うばっても犯罪ではない。しかし、その自由さはスフィアの治安を乱す要因へと繋つながった。現にユーザーが徒と党とうを組んでの略りやく奪だつ行為は頻ひん発ぱつしていた。

　誰のものでもないスフィアにおいて、暴ぼう徒とを強引に取り除のぞくような強いルールをあとから作るわけにはいかなかった。なので、ユーザーの暴力行為にはユーザーの暴力で対抗しなければならない。そこで雪村の所属するＳＳが編成されたのだ。

　雪村など企業に雇やとわれた人間は、秩序を乱すユーザーを排はい除じよすることから始める。その後、安定させた地域を管理グループに渡すのだ。ただし、莫ばく大だいな東京のデータの中で、その行為はとても微び々びたるものだったらしいが。

「もう、これらの武器を使うことはないと思ったんですがね」

　雪村は棚たなの銃じゆう器きをバックパックに入れている。前まえ田だも棚から自分の使えそうな銃器を選んだ。今後の行動において、強引な手法を使わざるを得ない可能性が高い。

「そろそろ出よう」

　前田はバックパックを背負って出口へと向かった。ふたりは秘密基地のアパートから出ると、ナカノ駅方向へと歩く。そこで待ち合わせをしているのだ。

　スフィア・ナカノ駅北口に着くと、ぼんやりと光る街灯の下に女性の人影が見えた。セーラー服姿の少女は悠ゆ羽う美みだった。

「高たか橋はし」

　前田が声をかけると、悠羽美は街灯に寄りかかったまま振り向いた。髪かみはほどいており、いつもの眼鏡めがねもしていない。彼女の髪は街灯の光をキラキラと反射している。髪の色は現実とは違い銀色に妖あやしく光っていた。

「どうだった？」

「ええ、連絡は取れた。場所はシンジュク」

　それだけ言うと悠羽美は歩きだした。スフィアには基本的に交通機関は存在しないので歩いて行くしかなかった。中なか野のから新宿は現実でも徒歩移動圏けん内ないであったのが幸いした。

　前田たちは、悠羽美を介かいして事情を知っている人間にコンタクトを取ったのだ。こうしてスフィア内で連絡を取るという迂う遠えんな方法を選んだのは、スフィア内のユーザー同士は、現実においてほとんど交流はないからだ。スフィアの人間関係は現実に持ち越さないのが、ユーザー同士の暗黙の了解だ。よって、スフィア崩ほう壊かい後は、マップとともにユーザーの連絡網はずたずたに切り裂さかれたままだった。

　三人は車の走ってないオウメ街道をシンジュク方面に歩いていった。ゴミひとつ落ちていないアスファルトの道路だった。スフィア崩ほう壊かい時に震しん災さい後のように亀き裂れつの入った道路だったが、元通りに修復されていた。

　シンジュクに近づくにつれて高層ビル群が見えてくる。人影のないゴーストタウン。空からっぽのコンクリートの容器だった。そんなシンジュクの街を見ながら、このスフィアの風景はこの街の未来なのではないかと前まえ田だは思った。コンクリートで作られた豪華なパッケージは、ちっぽけな回線にさえ勝てやしない。この街で行っている仕事はすべてネットワークでカバーできるのだ。オフィス街という役割は消え失せ、いつかはこの街は捨てられる。

　シンジュクカブキチョウにたどり着くと、悠ゆ羽う美みはしばらく迷ってからとあるビルへと向かった。そこは飲み屋や風俗店が入る雑居ビルだった。

「……止まって」

　ビルに足を踏み入れようとした前田を悠羽美が止めた。彼女は薄暗い出入り口にじっと視線を向けている。

「元インペリアルの悠羽美？」

　声が聞こえた。すっと姿を現したのは、黒ずくめの格かつ好こうをした女性だった。骨格のしっかりしたその女性は、鋭い視線をこちらに向けている。

「ええ、連絡はしたはず」

　悠羽美は彼女の視線を受け止め返答した。

「私はあなたの顔を知らないの。だから、ストライカーとしての名刺を見せてもらうわ」

　黒ずくめの女性が道路へと出てくる。

「……いいから、下がってて」

　悠羽美は、銃じゆうを取りだした雪ゆき村むらを制した。前田と雪村は指示どおりに下がった。悠羽美と女性は路上で視線をぶつけている。彼女が目的の人物なのだろうか。

　前田が一いつ瞬しゆんだけ視線を外はずした瞬間、ふたりは動いていた。ふたつの影がぶつかり鈍い音が響く。足を払われアスファルトに尻しり餅もちをついたのは悠羽美のほうだった。一瞬のうちで数発の打だ撃げきの応おう酬しゆうが行われていた。

「あの悠羽美にしては動きが遅いのでは？」

　女性は静かに悠羽美を見下ろしている。悠羽美は制服のスカートがまくれ上がっていることに気づき、すばやく直して立ちあがった。

　悠羽美は小さくステップを踏み始めた。そして、女性が一歩足を踏みだしたタイミングを狙ねらって一気に飛びだした。その動きに合わせて女性が蹴けりを放はなったが、悠羽美の動きはさらに急加速し、攻撃をかわして一気に相手の懐ふところに飛び込んだ。

　悠羽美の拳こぶしは女性の顎あごの一センチ手前でぴたりと止まっていた。

「……十三階」

　女性は言った。悠ゆ羽う美みはすっと拳こぶしを引いてビルの中へと入っていく。前まえ田だと雪ゆき村むらもその後ろに続いた。女性はついてくることなく無言で三人を見送った。

　エントランスに入り、悠羽美はエレベーターのボタンを押おして待つ。エレベーターなどの建物の一部の設備は、スフィアでも動くようになっているのだ。扉が開いたので、三人はエレベーターに乗り込み十三階のボタンを押した。

　十三階に着くと、薄暗い通路が延びているのが見えた。悠羽美は部屋番号まで知らされていないのか、鉄製の扉をひとつひとつ調べて回っている。扉には様さま々ざまな看かん板ばんがついている。ヨガ教室から、小劇場、同人出版社、マッサージ店など。

　悠羽美はある扉の前で立ち止まった。

『各種占うらないをします。値段は応相談』

　扉にはそう張り紙がしてある。悠羽美を見ると、彼女はこくりとうなずいた。この部屋のようだ。前田は腰こしに下げた銃じゆうを確認する。悠羽美の知り合いだとはいえ信用してはならない。

「どうぞお入りください。お待ちしておりました」

　ドア越しに女性の声が聞こえた。前田は慎重に扉を開けた。中を覗のぞくとワンルームタイプの室内が見えた。小さな間接照明だけがあるとても薄暗い空間だった。目をこらすと中央にピンクのソファーがあり、そこにひとりの女性が座っている。

「失礼」

　前田は靴を脱いで部屋に入っていく。女性は両手を膝ひざに置き身じろぎせずに座っている。フリル付きのメイドのようなコスチュームを着ており、両目を隠かくすように包帯が巻かれ、頭にはリボン付きのカチューシャをつけていた。

「……運気の乱れを感じます。朝食をしっかりと取り体調を整えましょう。仕事運は下降気味、恋愛運は不安定ですが出会いがあるかもしれません。ラッキーカラーは赤、文字盤の大きい腕時計を身につけると運気がアップするでしょう」

　彼女の声はふわふわと周囲に漂うように柔らかい。

「悠羽美ちゃん、久しぶりですね。あとはナカノ周辺ＳＳ所属の雪村さん」

　最後に入ってきた雪村が小さく頭を下げた。

「そしてあなたは、前田君」

「俺もあなたを知ってる。鳳ほう堂どう館かんの白だ」

　彼女は鳳堂館というチームに所属したストライカーの白しら樺かばだ。スフィア崩ほう壊かい前は、企業などがスポンサーとなり、ストライカーのチームが多数作られていた。鳳堂館はその中でも有名どころだ。

「目が見えないんですか？」

「ええ、でも心の目がありますから気にしないでください前田君」

「僕は雪村です」
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「おい、心の目は？」

「いえ、今のは冗談です」

　白しら樺かばは恥はずかしそうに両手を振った。鳳ほう堂どう館かんはもともとストライカーのチームの中でも実力派揃ぞろいだった。アイドル的なストライカーを集めたチームとは一線を画して、バトルゲームでの勝利を追求したのだ。チームの主力メンバーには色のついた名前を与えられ、白樺もそのうちのひとりだった。

　前まえ田だは悠ゆ羽う美みに、誰か事情を知ってそうな人間に連絡がつかないかと頼んだのだ。悠羽美もスフィアについて知る必要があるのと踏んだのか、こうして彼女の元に来ることとなった。

「悠羽美ちゃんには以前助けられたことがありましてね。その借りのために、スフィア内での連絡方法を教えていたのです。今になって役に立つとは思いませんでしたけど」

「以前助けられたというのは、あれ関連ですか？」

　雪ゆき村むらは距離を置いて白樺を見つめている。

「はい、カスケードです」

　前田は心臓に痛みを感じた。カスケードとはユーザーたちがつけた通つう称しようだ。

　スフィアは情報の集合体だ。しかし、すべての情報は綺き麗れいに整理されているわけではない。例えばスフィアで活動したユーザーの感情などは、データとして街に散乱することになる。そんな乱れたデータが集まり生き物のように意志を持って活動することが多々あった。屑くずとなった情報が組み合わさってゾンビのように復活するのだ。

　そんなバグデータはスフィアワールドにとっては悪だった。バグが動きまわるたびに、周辺のデータが乱れ、ワールドが壊こわれていく。

　本来ストライカーは、そんなバグ対策に生みだされた存在だった。仮か想そう空間の中で身体能力を生かして戦うためには、筋肉に依存しない女性がよしとされ、ストライカーが誕たん生じようしたのだ。その後、ストライカーの増大と、雪ゆき村むらが所属していたようなＳＳが設立されるようになり、次第にバグは減少したかに思えた。ストライカーは企業の広告塔とう、ＳＳは対ユーザー管理へと役目を移行していった。

　そしてスフィアの安定期。ログインするユーザーは拡大し、スフィアワールドは独自の文化を生みだしていった。Ｘゲームというバトルを中心としたゲームなどが行われ、そこで活躍したストライカーは金と名誉が与えられた。

　しかし、そんな安定期は突とつ如じよ崩ほう壊かいする。

　バグの集合体ともいえる悪あく魔まの誕生によってだった。正体不明の悪魔は紅ぐ蓮れんに燃える破壊の象徴であり、ワールドにも修復困難な爪つめ痕あとを残した。そしていつの間にかユーザーの間でカスケードと呼ばれ始める。もともとカスケードとはレトロコンピューターウイルスの名称であり、パソコン画面の文字が滝カスケードのように崩くずれ落ちるというものらしい。

　その後、有能なストライカーが集められ、カスケード討とう伐ばつチームが編成された。これ以上カスケードを野の放ばなしにしていたら、ワールド自体が消しよう滅めつするとされたからだ。

「……カスケードにつけられた傷は未いまだに治なおりません」

　白しら樺かばは包帯をするりと取った。彼女の両眼は閉じられたままだった。本来なら時間をおけば傷は治るルールなのだが、この世界での彼女の光は失われたままだ。

　カスケード討伐は失敗に終わったのだ。スフィアの過か渡と期きに花を飾った有能なストライカーたちは無残に殺され、さらにカスケードは力を増していった。オフィス街のビルは崩れ去り、道路はひび割れ、湾わん岸がん地区は海に水没した。そしてスフィアの街は捨てられたのだった……。

「……街の崩壊が修復されているのを見ましたね」

　白樺が前まえ田だの気持ちを悟さとったように言った。

「カスケードは力を弱めているということです。スフィアが無人の孤立空間となったことで、徐じよ々じよにバグ自体が縮小傾向にあるのです」

「本当にそうなのか？　あの莫ばく大だいなデータの修復が自然に行われたとは思えない」

　シオドメのほうはまだ海につかっていたが、オダイバ周辺は完全に修復されていた。ということは、マイナスのカスケードと同じほどのプラスの情報量が必要となるはずだ。

「現在のスフィアにはプラスのデータが存在するのですよ」

「東京を修復できるほどですか」

　雪村が驚いている。

「そのプラスのデータは、スフィアと現実の東京を繋つなぐ存在らしいです。現実の東京のデータを引き込み、スフィアを修復していったと」

　二つの空間を繋ぐ穴のようなものなのだ。淀よどんでいたスフィア空間に、新鮮なデータを流し込んでいる。ヘドロのようにワールドの底に溜たまったマイナス情報を吸収し、拡大していったカスケードとは反する存在だ。

「ですから、私がこうして呼ばれたのです」

「呼ばれたって、誰に？」

「プラスのデータの捕ほ獲かく計画が発動されています。数人のストライカーと多数のユーザーでの捕獲チームが編成されているのです」

「じゃあ、俺たちがオダイバで見たユーザーは、捕獲チームだったと？」

「そうです。プラスのデータ、つまり彼女を保護するために組織されたのです」

　あれはスフィアワールドの修復計画の一部だったのだ。

「オダイバ周辺でそのデータを見つけたのか」

　そのデータは、前まえ田だがオダイバにログインしたとき近くにいたというのか。

「はい。見つけたというより、臨りん海かい地区に追い込んだという感じでしょうか。オダイバ周辺は逃げ場がないですからね」

「白はどうしてその捕獲計画に参加したんだ？」

　瀕ひん死しの重傷を負いさらに視力まで失った彼女は、この世界から距離を置きたいはずだ。

「……私はもうスフィアワールドには未練はありませんが、そのデータには少しだけ興味があります。崩ほう壊かいした街を修復したほどの優しいデータですから」

　瀕死の東京を治ち癒ゆさせたほどの優しいデータ……。

「そのデータが、遙花はるかちゃんなの？」

　それまで黙って聞いていた悠ゆ羽う美みが口を開いた。

「そうです。ですから、前田君はスフィアのキーパーソンになり得るかもしれませんね」

　白しら樺かばはくすりと笑ってこちらを向いた。

「だって、遙花ちゃんの恋人ですから」




　　　　＊




　青あお原ばら遙花はスフィア最盛期の、最強でいてもっとも可か憐れんなストライカーだった。

　バトルにおいての強さ、派手なパフォーマンス、容姿や立ち振る舞いの美しさ、そんな要素を兼かね備そなえた彼女は、トップストライカーとしての地位を確立したのだ。

　遙花はゲームのプレイヤーであると同時に、スフィアのバグ掃そう討とうを繰り返していた。ユーザーの出入りにより、澱おりのように世界に溜たまったデータは自然に結びついてしまう。トップストライカーとなった彼女が率先してバグ退たい治じをしていた理由はわからない。

　その後、バグのモンスターが生まれる。それは他のバグとは格も情報量も桁けた違いだった。カスケードと呼ばれたそれは、ユーザーはおろか東京のマップまでをも破は壊かいしていった。

　カスケードのやっかいさは強さよりも神しん出しゆつ鬼き没ぼつさだったとされる。不ふ意いに出現して殺さつ戮りくや破壊をし、すぐに消えるという繰り返しだった。

　有能なストライカーを集め、カスケードを倒すというプロジェクトが組まれたときには、東京スフィアは末期状態だった。シオドメ地区は海に沈みかけ、シンジュク高層ビル群はすべて傾いた。東京タワーは異常繁はん殖しよくしたツタに覆おおわれ、血の色をした不ぶ気き味みな花が咲いていた。東京データの損そん傷しようだった。

　多くのユーザーたちはスフィアを去さり、企業の撤てつ退たいも相次いだ。そんな中でカスケードプロジェクトが発動する。それはスフィアの最後の希望だった。当時トップストライカーだった遙はる花かも、当然のように参加したのだ。

　しかし、プロジェクトは失敗に終わる。詳しよう細さいは不明。そのとき遙花もカスケードに敗北したはずだった。

　もちろん、遙花の現実の体に傷はなかった。しかし、ログアウトした遙花は、前まえ田だにとって以前の遙花ではなかった。彼女は彼女でなくなっていたのだ。

　そして、本当の遙花は……。







「……なんで教えてくれなかった？」

　静かな部室に、ガタンとマグカップを置く音が響いた。窓の外からソフトボール部のかけ声が聞こえる。放送スピーカーからはスローテンポのジャズが流れていた。

　放課後のサークルの時間だった。しかし、メンバーは遙花を除のぞく四人。彼女はソフトボール部のメンバーが足りないために助すけっ人とに出ていた。彼女がいないだけで、このサークルの役目が大きく変化してしまう。

「聞かなかっただろう」

　窓際ぎわで外を見つめながら繭まゆ子こが言った。

「俺たちに言うべきだった。スフィアのことや遙花のことも」

　前田は語気を強める。悠ゆ羽う美みは静かに座りお茶を飲み、雪ゆき村むらは壁に寄りかかり目を閉じていた。繭子は前田に視線だけを向けた。

「口を開けて待っていれば、誰かが自分のほしがっている情報を与えてくれるとでも言うのか？　必要な情報は自分で手に入れるべきだ。それに私はサークルのメンバーとして最低限の協力はしただろう」

「遙花がああなったのは、繭子さんのせいじゃないか」

　繭まゆ子こはスフィアでのスポンサーを集める役割を担になっていた。親の会社が広告代理店である関連で、繭子はスフィアのスポンサーを取りまとめる仕事をしていたのだ。崩ほう壊かい前も企業のスポンサーを募つのってチームを組んでいた。

　そのチームはグロリアという有名チームで、服飾や宝ほう飾しよくから食品まで多彩なスポンサーを集め、若年層にアピールしていた。その広告塔とうともいえるチームのエースストライカーが遙花はるかだった。遙花は繭子の下もとでストライカーとして活動していたのだ。

「ああなったとは？　私は遙花に場所を与えてやっただけだ。ストライカーの活動は彼女の意思だよ」

「カスケードプロジェクトは？　繭子さんが発案者だろ」

　カスケード討とう伐ばつのためにストライカーチームを組織したのは繭子だった。スフィアの末期状態で、それは最後の希望でもあったのだが。

「誰かがやる必要があったからな。スポンサーはデータを取り効果や副作用を調べるだけで腰こしが重い。一方、一般ユーザーは何でもいいから行動しろと声を上げるだけだった。だから私が立ちあがりチームを編成し実行に移した」

　あのとき、企業もユーザーもスフィアから撤てつ退たいを始め、誰もが問題から目も背そむけていた。ストライカーをサポートしていたチームも主導権争いで機能しなかったとされる。

「だけど繭子さんは失敗した」

　カスケードプロジェクトでは多数の死者を出し、有能なストライカーの多数がスフィアの世界から永遠に失われた。生き延びた白しら樺かばのようなストライカーも、永遠に消えない傷を負ってしまったことになる。

「ああ。もともと成功率の低い作戦だったからな」

　繭子は外を見たまま平然と言った。

　カスケードに敗退した遙花は、強制的にスフィアワールドからログアウトさせられたのだ。外面的にはまったく変化のない遙花だったが、しかし彼女はもう遙花ではなかった。

　ログアウトした遙花は記憶を失っていた。それも、スフィア関連における記憶をピンポイントですっぽりと消し去っていたのだ。繭子の下で活動していたことや、繭子の仕事のこと。悠ゆ羽う美みや雪ゆき村むらのスフィアでの記憶。

　遙花が持っていたスチールケースは遙花自身のものだった。彼女は家族などに見せないために、自分しかわからない場所にしまっておいたのだろう。それを、スフィア関連の記憶を失った遙花が見つけてしまった、と。

　特に記憶の消失が顕けん著ちよだったのが前まえ田だのことだった。目を覚ました遙花は、前田へ向ける感情すら失っていた。そのとき前田は遙花のただの同級生へと成り下がったのだ。そのまま表向き彼女の日常生活が再開された。腰こしまで伸ばしていた髪かみは、肩の少し下まですっぱり切ってしまった。スフィアワールドは、遙花の記憶とともに閉ざされた世界となった……。

「でも、スフィアで遙花はるかさんは、やっぱり死んでなかったんですね」

　壁かべにより掛かったまま雪ゆき村むらが呟つぶやいた。もともと遙花は生死不明だった。カスケードとの戦いで傷つき強制ログアウトさせられただけなのだ。

「死んでいたら、ログインできなかっただろうからな」

　当然のように言う繭まゆ子こは、やはり知っていたのだろう。

　あのとき遙花はどうなったのだろうか。巨大なバグに敗退し、崩ほう壊かいする街に飲み込まれた。カスケードという狂ったデータに触れ、彼女自身にも損そん傷しようが出たのかもしれない。遙花の脳は狂ったデータを現実に持ちだすことを拒絶した。

　腐くさったものをすべて廃はい棄きするように、異変を起こしたデータをすべて捨てていく選択をしたとしたらどうなるか。

　大事なものはすべてスフィアの世界に置いてきたとしたら……。

「……アバターだけがスフィアに取り残された、の？」

　悠ゆ羽う美みが小さく呟いた。

「そのようだな。それだったら不自然に記憶を失ったこともうなずける」

「そんなことが起こるのか？」

　前まえ田だは首を振った。遙花はスフィアにアバターごと記憶を置いてきてしまったとでも言うのか。では、本物の遙花は今もスフィアにいることになるのか？

「充分に考えられるな。仮か想そう世界のボディは、ただの複写ではなく本人の記憶や感情データの集合体だからだ……」

　繭子は淡々と説明する。仮想世界のボディは、本人の体を再現するのはもちろん、情報をストックしていく容器でもあると。本人の癖くせや目線の動きなどもデータ化され、活動するたびにボディの動きがスムーズになり、そして感情すらもデータ化されてしまう。

「仮想世界のアバターは、活動するに従いどんどん本人そのものになっていくのだ」

　脳が発する信号は、ほぼデジタル的に解読できるとされる。ユーザーの怒りや悲しみ、好意や苦痛などもアバターにストックされる。つまり、アバターは本人の記憶や感情そのもので構成されているのだ。

　スフィアに死の概がい念ねんがあるのはそのためだ。死というクッションを置くことで、ボディにため込まれた記憶や感情を守るのだ。ユーザーが死ねば、仮想世界のボディはばらばらに砕くだけ散り、すべてのデータは現実の体に吸収される。しかし、遙花は死ぬことなく仮想世界内でボディを失ってしまった。感情や記憶を強引に剥はく離りさせてしまったことになる。

　剥離された記憶データはハルカとしてスフィアに残っている……。

「ああ……」

　前田は息苦しくなって窓へと向かった。窓を開け放はなち大きく息を吸い込む。北校舎から見えるサブ校庭で女子ソフトボール部が活動しているのが見えた。ゲームに参加している遙花の姿も見える。やはり彼女は遙花はるかではなかったのだ。

　本当の遙花は仮か想そう世界に閉じ込められていた……。

　──あれ、なんで前まえ田だ君がここにいるの？

　目を覚まし、前田に残酷な言葉を吐はいた現実の彼女は偽にせ物ものなのだ。

　ああ、自分はなんと間抜けなのだろうと思った。本物の彼女が取り残されていることに気づかずに、漫まん然ぜんとこの世界で生活していたのだ。

　前田は力なく開け放はなした窓の枠わくにもたれかかった。全身をどっしりとした倦けん怠たい感が襲おそった。部室に重々しい沈黙が流れた。

「その取り残された遙花さんのデータが、東京を修復しているというのは本当なんですか？」

　雪ゆき村むらがぽつりと口を開いた。

「事故が重なったあのケースが幸運だったのだろうな」

　幸運だとの物言いに、前田は繭まゆ子こを睨にらんだ。

「あのときの事故後に、私もワールド内で遙花が死亡したと思っていた。しかし、そうではなくアバターを剥はく離りさせ、データのバグにより強制ログアウトが行われた。遙花は現実世界に戻ってきたが完全ではなかった」

　繭子はほんの一いつ瞬しゆんだけ遠い目をした。もしかしたら、繭子なりに遙花のことについて調べていたのかもしれない。

「だからこそ、二つの世界において不自然なことが起こった」

　二つの世界。仮想と現実の東京が重なるように存在している。

「はっきりと言うと、仮想世界のハルカと現実世界の遙花は繋つながっている」

　それは白しら樺かばが言っていたことだ。仮想と現実を繋ぐ穴のようなものだと。

「現実の遙花が東京の街を歩けば、その東京の街のデータがスフィアワールドに流れ込む。必然的にデータは修復されていく。また、仮想世界内での余よ計けいなデータは、現実の遙花を介かいして放出されるということだ。あくまで簡単に言うとだがな」

　前田は校庭の遙花を見つめながら思った。東京を歩きたがる遙花の性格もそれが関連しているのかもしれない。正しい東京の情報を取り入れようと本能的に感じているのだ。そして、たくさんの情報を振りまくような立ち振る舞いは、データの放出なのではないだろうか。身につけるカラフルな色、クラスメイトとの会話、大げさな身振り、くるくる変わる表情、そんな現実での表現は、やはり繋がっているからなのか……。

「つまり青あお原ばら遙花は、二つの世界を繋ぐワームホールなのだよ」

　遙花がヒットを打ってはしゃいでいる姿があった。遙花の笑顔は周囲の生徒に感染する。それは当然なのだ。うれしさや喜びの感情をデータとして周囲に振りまいているからだ。

「……仮想世界のハルカを回収しようと？」

　前田は外を見たまま言った。取り残されたハルカは、本人の意思と関係なくスフィアワールドのキーとなっている。

「ああ、保護しようとの動きが出た。スフィアワールド再建を目指す人間が立ちあがったというわけだ」

「繭まゆ子こさんも参加している？」

「当然だ。他の連中が本当にスフィア再建という純真な目的でハルカを保護するとは限らないからな。私が組んでいたグロリアからも、連絡のついた一人のストライカーを出した」

　スフィア最盛期において、有能なストライカーの価値は高こう騰とうしていた。そのストライカーをサポートするためにチームを組む必要があった。要するにＦ１のようなものだ。グロリアはそんなチームのひとつである。

「グロリアからは誰が？」

　悠ゆ羽う美みが口を開いた。

「最大勢力だった四つのチームから一人ずつ出すことになったのだよ。鳳ほう堂どう館かんは白しら樺かば、スカーレットからは弥生やよい、うちのグロリアからは茉ま莉り。そして、インペリアルからはマドカ」

　悠羽美がはっとしたような反応を見せた。

「ん、どうかしたか？　悠羽美は元インペリアル所属だったか」

　繭子がにやりと笑った。

「まあ、有力どころはスフィア崩ほう壊かい後も生き残っていたというわけだ。特にマドカはエースクラスだからな。ストライカーの女王と呼ばれていたほどだ」

「……そうね」

　悠羽美はふうっと息を吐はいてお茶を口にした。

「それで保護してどうするんです？　遙花はるかさんのアバターを守ってスフィアワールドを再建することが目標ですか？」

「わからないよ。誰もが私のようなそんな純真な目的を持っているとは限らないからな。とりあえず、牽けん制せいしあったまま計画が進んでいる。だからこそ、出し抜かれるわけにはいかない」

「どう利用されるかわからないということですか？」

「ああ、遙花は記憶をすっぽりと失っていた。それだけでも価値がある。記憶という研究分野は未だに未開の地だ。記憶消去というだけでも企業が目を付ける。戦争やレイプ被害のＰＴＳＤ治療などに応用できる金のなる木だからな」

「ということは、アバターのデータを調べることになりますよね」

「だろうな。ニューロンや酵素をいじくり回し、脳内メカニズムについて狭せまい会議室で議論し続け、醜みにくいラットを追い回すよりも効率的だ」

「スフィア復ふつ興こう以外の目的で悪用される恐れもありますよね……」

「そんなの関係ないだろ！」

　前まえ田だは叫んだ。どうでもよかった。スフィアの街の復興も関係ない。ただ、ハルカを衆しゆう目もくにさらしたくなかった。仮か想そうのハルカは、感情や記憶が詰つまった遙花はるかそのものなのだ。無防備に情報をさらしている。そんな彼女を利用することはおろか、スフィア復興の道具などにしたくはない。何よりも誰の手にも渡したくなかった。

「……元に戻してやりたい」

　前まえ田だは空を見上げ拳こぶしを握った。仮か想そう世界に保存された本物の遙花を、現実に戻してやることはできるのだろうか。保存された記憶や感情は、損そん傷しようなく解凍できるのか。そして、元の体に収おさまるのだろうか。

　そうしたら、また彼女はもとの笑顔を自分に向けてくれるだろうか。他た人にん行ぎよう儀ぎなものではなく、感情のこもった視線を自分にくれるのだろうか。空白期間は終わり、再びもとの関係に戻り時計を動かすことが……。

「いつなんだ？　いつハルカを捕ほ獲かくする？」

　前田は繭まゆ子こを向いた。

「計画の実施は今週の土曜日だ」

　前田は決意していた。やるべきことはひとつだった。

「ハルカは俺が奪うばう。他のやつらに渡しはしない」

　遙花の純真な心を道具にするわけにはいかない。他人の手に触れさせるのも嫌いやだった。だとしたら自分で手に入れるしか方法はない。

「協力しますよ。僕はスフィアのＳＳですから」

　歩み寄ってきた雪ゆき村むらが、ぽんと前田の背中を叩たたいた。

「私も行くわ」と、悠ゆ羽う美みがすっと立ちあがった。「あなたに協力するわけじゃないけど、ストライカーとして、いろいろ清算することがあるから」

　しばらく黙っていた繭子だったが、ちらりと校庭を見てから口を開いた。

「議論には乗ってやろう。私に利益が出るのなら、お前たちに協力してやってもいい」

　窓の外を見ると、校庭から遙花が手を振っているのが見えた。




　　　　＊




　金曜日までは問題なく時間が流れた。あれからスフィアにはログインしていないが、特に異変はなく水面下でハルカ捕ほ獲かく計画が進んでいるらしい。現実の遙花にも問題はなかった。クラスメイトと談笑し、相変わらず周囲の雰ふん囲い気きを明るくする情報をまき散らしている。外は雨が降っていた。降り続く雨は、まるで自分の気分のようだと前田は思った。空に発生した不安という雲は、重みに耐えられなくなり滴しずくを落としている……。

　午後の授業になっても雨は止まなかった。雨を見つめていると、この場所が現実であると認識できる。もしも東京に降る雨を、スフィアワールドに降らすとしたらどれほどの情報量が必要だろうか。スフィアのメモリーだけではなく、現実の東京中に雨を感知するセンサーを張り巡めぐらせることから始めなければならない。そして東京の空間座ざ標ひようを移動する水すい滴てきのひとつひとつをスフィアワールドの座標に再現するのだ。考えただけでも壮大すぎる。

　前まえ田だはぼんやりと考えた。遙花はるかがスフィアワールドで、自分ともいえるアバターを剥はく離りさせてしまったこと。それ故ゆえに、遙花は遙花として欠けた存在となってしまった。しかし、元通りにすることは可能ではないだろうか。もう一回ふたりの遙花を合わせるのだ。

　思えば現実の遙花自身も、無意識のうちにそれを望んでいるような気がする。だからこそ、スフィアに引き寄せられているのだ。オダイバへのログインなどのニアミスがその証しよう拠こだ。分かれたパズルのピースは、再びぴったりとはめ込まれることを望んでいる。

　窓を見ているとふと視線を感じた。窓越しに遙花がこちらを見ていた。視線が合うと、彼女はにこりと笑った。

　そんな彼女を見て思った。スフィアのハルカは今どうしているだろうか……。

　……そして放課後。

　当然のようにサークルは開かれた。最近の目立った活動は特にない。部室でお茶を飲んで駄だ弁べっているだけだった。今週は雨が続いたので、外に遊びに出かけることもなくボードゲームなどをやり始めたくらいだった。

「……雨、止まないね」

　遙花が窓際ぎわに立っている。部室には繭まゆ子こを除のぞく四人が集まっていた。雪ゆき村むらは机の上で活動報告書を書き、悠ゆ羽う美みはノートパソコンをいじっている。

「雨、嫌きらいなの？」

　前田が聞くと、遙花は首を振った。

「嫌いじゃないんだけどね。なんだか変な感じがするの。窓の外の雨は本当に降っているのかなあって」

　遙花の視線は遙はるか遠くを見ているような気がした。

「そういえば、まだチケット一枚残ってたよね」

「あ、はい。ありますよ」

　雪村がクリアホルダーに挟はさんだチケットを見せた。

「最初は気き味み悪かったけど、なんだか今はどうでもいい感じ。きっとみんなと楽しくサークル活動のネタにできたからかなあ。だからさあ、最後の一枚も使っちゃわない？」

「そうだな」

　前田はうなずいた。できれば最後にログインをして、現実の遙花にはスフィアからしばらく距離を置いてほしかった。妙な話だったが、このサークルの中で遙花は真の目的における部外者となっていた。

「いつでもいいよ。部長の遙花ちゃんのタイミングで」

「明日の土曜日、どうかな」

　雪ゆき村むらと悠ゆ羽う美みがどきりとしたように顔を上げた。

「遙花はるかさん、えっと明日はですね……」

「……いいんじゃないか」

　前まえ田だは雪村の言葉を遮さえぎり返答してしまった。悠羽美が一いつ瞬しゆんだけ批判的な視線を向けた。

「じゃあ、またお台だい場ばに行こうか」

「ああ、楽しみにしてるよ」

　微笑ほほえむ遙花に前田はうなずいた。







　遙花がクラスメイトに誘さそわれ、お茶を飲んで帰ることになったので、本当のサークルが始まった。

「……明日の土曜は」

　悠羽美が不服げな視線を前田に向ける。

「どうして断らなかったんですか？」

「彼女の思うようにさせたほうがいいと思った」

「確かに、ここまでニアミスするのは何かあるのかもしれませんが」

　雪村はじっと考え込んでいる。前田も同じくそう思っていた。やはり仮か想そうと現実の遙花は繋つながっているのだ。そして引きつけ合っている。

「彼女は元に戻ることを望んでると思う」

　これはチャンスであるかもしれない。ふたりの遙花は引きつけ合い、重なり元の彼女に戻るのだ。

「でも、危険もありますよ。スフィア・オダイバには捕ほ獲かくチームが集合する訳わけですし、間違えられるケースだって」

「そんなの些さ細さいなことだ。俺たちはやることをやるだけだろ」

　やはりスフィアのハルカを奪うばう必要があった。

「でも、遙花さんのスケジュールに合わせる訳にはいきませんし……」

「好きにさせてやるんだな」

　部室に入ってきたのは繭まゆ子こだった。彼女はいつものように窓際ぎわの椅い子すに座った。

「あまり遙花に不自然な態度を取らないほうがいいだろう」

　繭子は雪村からお茶を受け取りながら言った。

「仮想と現実のふたりの遙花は繋がっている。知らず知らずのうちに引き寄せられているともいえる。つまり現実の遙花の行動や感情が、仮想のハルカに影響を与える」

「やはり、元に戻ろうとしているんでしょうか」

「同じ情報は引き合うからな。例えばこんな話がある。肝臓の細胞と腎臓の細胞をばらばらに分解して一つのシャーレに入れておく。するといつの間にか肝臓は肝臓、腎臓は腎臓の細胞同士で固まっていると」

「同じ種類だと識しき別べつし合う情報を持っている訳わけですか」

「細胞でさえもそうだからな。人間そのものの情報ならなおさらだろう」

「そんな実験室の話なんかどうでもいいよ」

　前まえ田だは吐はき捨てた。重要な議論は別にあるはずだ。

「遙花はるかを元に戻そうと考えているのだろう？」

　繭まゆ子こは微かすかに笑った。

「遙花さんに事情を話す訳にはいきませんか。すべてを告白して本人の協力を仰あおぐんです」

　雪ゆき村むらが意見を述べた。

「本人はショックを受けるだろう。すると仮か想そうのハルカにもショックが伝わる。そのショックで繋つながりが切れるかもしれない。そうしたら、もう元に戻すことは不可能だ。剥はく離りしたときと別の状態になっているのだからな」

　現実の遙花は硬かたいピースだが形状が変化しやすい。一方、スフィアのハルカはガラス細ざい工くのピースだ。ぴったりとはまらなければ、粉々に砕くだけ散る。本物の遙花の情報は砕け散り霧きりとなってスフィアに吸収されることになる。やはり、現実の遙花を触発せずに元に戻すしかないのだ。仮想と現実の二つのデータは引かれ合っている。そんな意思どおりにしてやればいいだけのことだ。そうすれば遙花は元に戻る……。

「それでいいのか？」

　繭子が前田を見ている。

「それでいいのか、って？」

「無理に戻さなくても、現在のあの遙花が本物だとは考えたことはないのか？」

「本物なわけないでしょ。事故でほとんどを失ったんだ」

「……まあいい。条件付きでお前たちに協力してやる」

　立ちあがった繭子がこちらに歩いてきた。プラケースを開けて、中のものを机の上に置く。それは地図やチケット、レポート用紙などだった。

「ハルカ捕ほ獲かく計画はこうだ。すでにハルカは逃げ場のない湾わん岸がん地区に追い込んでいる。あとはその範囲を狭せばめていけばいい。そして、土曜までにはターゲットを包囲できるだろうと」

「逃げているということですか」

「アバターがどんな状態だかわからない。どの程度の記憶と知性があるのかもな。まあ、逃げる程度の思考はあるのだろう」

　繭子はさらりと言ってレポート用紙を封ふう筒とうから出した。そこには、写真付きのデータが載のっている。ストライカーのプロフィールだ。

「スフィアが修復されていることに気づき、原因を究明していた。そして遙花はるかのアバターに行きあたり、関係者が協調して保護することになった。最盛期のＸゲームの四大チームが協力することになり、一人ずつストライカーも出している。そこまでは理解しているな」

　前まえ田だはうなずいた。捕ほ獲かくチームは四人のストライカー＋多数のユーザーで編成されている。

「ただし、私はあまりこの四人のストライカーを信用していないのだよ。企業はストライカーを今でも自由に使える駒こま扱あつかいしているがね。しかし、彼女たちは今やスフィアから離れたひとりの人間だからな」

「スフィアワールドの復ふつ興こうに興味がない可能性がある？」

　すでに崩ほう壊かいから一年が経たっている。その間、彼女たちは現実で普通の生活を送っていたのだ。今さらスフィアの再建計画に手を貸してくれるのだろうか。

「もちろん表向きは、関係者の意見に賛同して参加表明をしてくれたがね」

「裏切られ、抜け駆けされる可能性もあると？」

　前田の言葉に、繭まゆ子こはうなずいた。

「つまりお前たちには保険になってもらいたい。何かあればハルカをお前たちが回収する。戻せるのなら戻してもいいぞ。悪用されるよりはマシだ。とにかく主導権を取られるのだけは防ぎたい」

　繭子は協力条件を提示した。不ふ穏おんな動きを察さつ知ちして、前田たちにその芽を摘つませようとしているのだ。

「……ちょっと待って」

　前田は繭子を向いた。条件はわかったが問題があった。

「裏切り前提で話が進んでるけど、そうならない場合もあるでしょ」

　四人のストライカーとユーザーたちが協力して、ハルカが捕獲される可能性もあるのだ。いや、冷静に考えればそちらの可能性のほうが高いのではないか。

「ああそうだな。できればそうなってほしい。そうしたら、ハルカは関係者の下もとで厳重に管理され、スフィアワールド復興も急ピッチで進むことだろう」

「それじゃあ、遙花はるかは元に戻らないだろ」

　前田はがたんと立ちあがった。

「甘えるな」

　繭子が冷たい視線を向けた。

「それでも急きゆう襲しゆうしてアバターを取り返すのも自由だぞ。ただし、返り討うちにあって殺される危険が高いがな。可能性があるとしたら仲間割れなどをする場合だろう。その隙すきを突つけば、ハルカを奪だつ取しゆできる、かもしれない」

「そんな。まるで俺たちは捨すて駒ごまじゃないか」

「あたりまえだ。私がお前の優しい心に打たれて協力してやろうとしたとでも思ったか。これはギブアンドテイクだよ。私は論理的なことを言っている。やるやらないは自由だ」

　前まえ田だはぐっと唇くちびるをかんだ。繭まゆ子この物言いはいつものことだ。しかし、こんなときでさえも冷たい彼女に対して怒りがわき上がる。

「……やるよ。あんたの計画の歯車をやってやるよ」

「うぬぼれるなよ。歯車とは一つでもかけたら機能が止まってしまう重要なものだ。お前は歯車にさえなれやしない」

　繭子はストライカーのプロフィールを見せた。

「参加するストライカーはこの四人。知っていると思うがチェックはしておけ。カスケードプロジェクトへの参加を拒否したりして、崩ほう壊かい後もある程度のストライカーは生き残っている。その中から選択された四人がこれだ」




　・　不知火しらぬい茉ま莉り　グロリア所属




　髪をポニーテールに結むすんだ小柄な少女だった。前田も面識はある。繭子がスポンサーを集めて立ち上げたチーム、グロリアに所属していたはずだ。グロリアのエースは長らく遙花はるかであり、茉莉は常に二、三番手に甘んじていた。

「社交性はあるが、Ｘゲームでのファイトスタイルは残ざん虐ぎやくだった。私が連絡を取ったときは、素直に参加表明をしてくれたがね」

　カスケードプロジェクトには不参加だったようだ。基本的にスフィアの人間関係は現実に持ち越さないルールがあるため、前田は彼女の生死を知らなかった。




　・　白しら樺かば　鳳ほう堂どう館かん所属




　ゴシックロリータの服装で笑ってる彼女が白樺だ。この頃ころはまだ目が見えている。二重のぱっちりとした瞳ひとみだったが、どことなく憂うれいを含ふくんでいる。

「鳳堂館の有能ストライカーには色のついた名前を与えられる。カスケードプロジェクト後に生き残っているのは、白樺含む四色ぐらいだな」

　鳳堂館のストライカーは強い。Ｘゲームにおいてもバトルがメインのゲームでは敵なしだった。しかし、そんな鳳堂館もカスケードにより壊かい滅めつの憂うき目に遭あった。




　・　弥生やよい　スカーレット所属




　黒くろ髪かみの女性だったが、前田は知らなかった。スレンダーなボディと大きな瞳が特徴的だ。

「スカーレットは少々悪い噂うわさがあってね。例えばスフィアのバグプログラムをストライカーに利用したとか。ストライカーの精神にも危険であり、当然禁止行為だった。Ｘゲームなどの派手な舞台には出てこなかったが、裏でいろいろとやっていたようだよ」

　バグスキルという言葉を聞いたことがある。テレビゲームなどにおける裏技のようなものだ。そんなバグを戦闘に利用しているのだ。




　・　唯ゆい川かわマドカ　インペリアル所属




　マドカは有名ストライカーだ。髪かみの色は金色に近いライトブラウンで、澄んだまなざしをこちらに向けて微笑ほほえんでいる。

　基本的にインペリアルはワールド内で最大勢力を誇り、スポンサーも服飾から宝ほう飾しよくまで派手な企業が集まり資金も潤じゆん沢たくだった。そして、マドカはそのチームの女王だ。

「別名フィフティ。ストライカー撃げき墜ついの数だ」

　ストライカーにはひとつのルールがあり、ストライカーを殺すと星マークが履り歴れきについてしまうのだ。本来それは無意味な殺人の抑よく止し力だった。しかし、マドカはそれを利用しストライカーを殺しまくった。そしてカウンターストップの五十まで星を集めたのだ。それ故ゆえに、フィフティスターとして恐れられている。




　前田は四枚のプロフィールを机に置いた。

　確かにこの四人が協力し、武器を持ったユーザーたちを統率するとしたら、ハルカ奪だつ取しゆは不可能だろう。だからといって、簡単に諦あきらめるわけにもいかないが。

「そして、これがお台だい場ば地区周辺のログインポイントだ。まだこれだけ生きている」

　繭まゆ子こがマップを見せた。喫茶店カトレアだけでなくマークがいくつかあった。スフィア崩ほう壊かいから一年以上も経たつが、まだ稼か働どうしている場所もあったのだ。

「連合チームは人数が多いため、一気にログインできる特とく殊しゆ装置を使うがね。まあ、ログインポイントまで見張られてる可能性は薄いが、気を付けるんだな」

　そう言い、繭子は前まえ田だにチケットを差しだした。

「連合チームに混まぜて行動させる訳わけにはいかない。お前たちはあまりに遙花はるかの身近すぎて疑われるし、私も迷惑する。あくまでお前たちは自分の意思で行動した、ということだ。私との関連はない」

　繭子は責任は取らないことはおろか、自分に火の粉がかかってくるのさえ拒否している。

「わかってますよ」

　前田は繭子から乱暴にチケットを奪うばい取った。

「計画は午後三時スタート予定だ。それまでに各自準備をしておくんだな。悠ゆ羽う美み、お前には一応装備をそろえてやる。ずっと使わない在庫があったからな」

　繭まゆ子こはそう言うと部室から出ていった。

　三人はしばらく部室にぼんやりと立っていた。雨音だけが聞こえる。

「やるしかないですね」

　雪ゆき村むらの声に前まえ田だはうなずいた。本物の遙花はるかを取り戻すことは、何よりもやらねばならないことだった。しかし……。

　──現在のあの遙花が本物だとは考えたことはないのか？

　何な故ぜだか繭子の言葉が耳を離れなかった。




　　　　＊




　土曜日の東京も雨だった。

「やっぱり雨は不ふ思し議ぎな気分になるなあ」

　遙花がゆりかもめからの湾わん岸がん地区を窓越しに見つめている。土曜日だからか雨のせいもあってかゆりかもめの車内は空すいていた。遙花の誘さそいどおりにお台だい場ばに向かっているのだ。雪村と悠ゆ羽う美みは一いつ緒しよにはいない。ふたりは先に行って準備をしているはずだ。

「……お兄ちゃん、なにボーッとしてるの？」

　立っている前田に言ったのはシートに座る愛あい理りだった。遙花とふたりきりではなく、姪めいっ子この愛理も連れてきていたのだ。愛理と遙花はシートに向かい合うようにして座っている。ふたりは初対面だったがすぐに打ち解けたようで、先ほどから仲良く喋しやべっていた。

「悪い、ちょっと考えごとしてた」

「ねえ、お兄ちゃん、雪村君はあとでくるの？」

「ああ、でもやっぱりちょっと遅れそうだってさ」

「ふーん、忙しいのかなあ」

「愛理ちゃん、可愛かわいい格かつ好こうしてるから、きっと雪村君も褒ほめてくれるよ」

「えー、そうかなあ。でも、一緒にゆりかもめに乗りたかったのに」

　愛理は頬ほほを赤らめながらポニーテールに結むすんだ髪かみをいじっている。

「それにしても、ゆりかもめはいいね。電車で移動って気がしないもん。散歩がてらにサンダルで乗り込めそうな雰ふん囲い気きがいいと思うんだよね。そんなに緊張感がないっていうかね……」

　雪村と悠羽美は遅れてくることになっている。愛理を連れてきたのと同じく計画の一部だ。

　前田たちの計画はこうだ。まずは前田は、遙花と愛理との三人でお台場に行く。そして、理由を付けて抜けだし、雪村と悠羽美と合流する。そして三人でログイン。スフィア・オダイバでハルカを奪だつ取しゆする。

　その後、悠羽美はログインしたままハルカを安全な場所へ。前田と雪村はログアウトして遙花と愛理と合流する。雪村はそのまま愛理とデートし、前田は遙花とともに再びログインする。臨りん海かい地区でふたりの遙花はるかは自然に引き寄せられ、元の完全な遙花に……。

　雨の中、モノレールは進み、三人は巨大な観かん覧らん車しやのあるショッピングモールの駅に降りた。日曜日だけあって施設周辺は混雑している。

　遙花と愛あい理りは手を繋つないでパレットタウンの中に入っていく。前まえ田だも施設内を歩きながら、ふと違和感を持った。人間らしくない動きの女性の姿が見えたのだ。それがアンドロイドであるとすぐに気づく。

　彼女たちは客を相手に会話をしたり案内をしたりとフロアを動き回っている。若じやつ干かんぎこちないとはいえ、ロボットにしてはスムーズすぎる動きだ。

「わあ、すごいＳＦって感じ」

　愛理は単純に喜んでいる。

「本日は雨の中お越しいただきありがとうございます。ご案内をいたしましょうか？」

　遙花と愛理がアンドロイドと会話していうちに、前田はモバイルを取りだした。メールは来ていない。連絡がないということは問題なしということだ。そんな前田の背後に忍び寄る人影があった。

「前田さん」

　はっと振り向くと、そこには金きん髪ぱつのアンドロイドが立っていた。パステルカラーのスーツを着ているスレンダーな女性だった。

「な、なんで俺の名前を？」

　アンドロイドに知り合いなどいただろうか。

「私です。カトレア中なか野ののウエイトレスです」

　彼女はぱちりとウインクをした。

「エオリアか？　でも、微妙に顔つきが違うような気がするんだけど」

「土曜日と日曜日の日中は、ここで働くことになっています。ボディを移動することなく、知能データだけを移動すればいいのですから。今日はデートですか？」

「困るよ、アンドロイドと仲良くしてたら、妬やかれるからさ」

　前田は遙花と愛理をちらりと見ながら囁ささやいた。

「つれないですね」

「それより、ここまでアンドロイドは進化してるんだな」

　前田はリアルなアンドロイドの動きに感心していた。喫茶店だけではなく、このように人波が乱れた場所でも活動できるのだ。

「アンドロイドの進化ではありません。頭脳の大半は私ではなくスフィアにあります。パレットタウンのマップは細部までスフィアに取り込まれており、私たちはスフィアとデータをフィードバックして行動を起こすことができます」

「ここまで会話ができるようになったのもすごいよな」

　カトレアで再会する前からエオリアのことは知っていた。エオリアは繭まゆ子こが所有するＡＩなのだ。昔は繭子のパソコンで育成しており、画面越しに対話もしたこともある。そんな彼女は、今や三次元のボディを持つまでに進化したのだ。

「前まえ田ださんの言葉はいったんスフィアに転送されます。スフィアには高度な頭脳と莫ばく大だいな会話データが存在し、そこで人間が何を言って何を求めているかを高速処理します。そして統計学や心理学を元に最適な返答を算出し、私へと送ってくれるわけです。ですから、私はスフィアのある東京限定であれば人間的に振る舞うことができるのです」

「俺とデートもできる？」

「ぐっとくる誘さそい文もん句くを言っていただけたら考えます」

　エオリアは前田に無茶ぶりをした。

「俺はエオリアがこの世界に出てくるのをずっと待っていたのかも。だって、データのエオリアには花束を渡せないから。でも、やっぱりこうして向かい合っても花をプレゼントできなかった。ああ、俺はずっと君に合う花を探していたけど、君につり合う花なんて存在しないことに気づいたんだ、とかなんとか……」

　前田ははっと言葉を止めた。横に遙花はるかと愛あい理りが立っていたのだ。

「ねえ、アンドロイドをナンパしてた？」

「お兄ちゃん、ちょっとしっかりしてよね」

　遙花も愛理も冷たい表情で前田を見つめている。

「お客様が何を言っているか理解できませんでした。失礼します」

　エオリアはしれっと言って去っていった。

「ちょっと、知り合いだったんだよ」

「ふーん、アンドロイドに知り合いねえ。へえ、金きん髪ぱつが好みってことですか」

　遙花と愛理はスタスタと歩いていく。

「なあ遙花ちゃん、どこに行くの？」

「別に、愛理ちゃんとお店を見て回ろうと思ってね」

　前田はふたりを急いで追いかけた。

「なんか、ひとつの街みたいだね。たぶん仕事をここですればこのビルを出なくても生活できるよね」

「そんなこと言うなら、うちの高校だってそうだよな。シャワーも保健室もあるし、購買も食堂もあるし、部室で寝れば学校で暮らせちゃうよ」

「スケールが一万倍ぐらい違う話になるけどね」

「一いつ緒しよに学校で暮らしたら楽しいかもよ。俺は購買でバイトして生活費を稼かせぐから」

「楽しそうだねー。絶対に一緒に暮らさないけど。金髪じゃないし」

　歩いているうちに、三人は噴ふん水すいのある広場に出た。天井からはＬＥＤロープなどが垂たれ下がり光を放はなっている。噴ふん水すいには壺つぼを抱かかえた女性の像があった。

「あ、雪」

　ちょうどイベントの時間だったのか、雪のようなものが頭上から降ってくる。それは泡あわのようなものだったが、ライトアップされ神秘的に見えた。

　前まえ田だは、愛あい理りと一いつ緒しよに手のひらで泡を受け取めはしゃぐ遙花はるかを見つめた。どうしても思いだしてしまうのは昔の遙花だった。今の遙花が感情を見せるたびに、どこか違うという違和感を持ってしまう。それは学校生活においてもそうだった。彼女を見つめるたびにズレだけが広がっていく……。

　気づくと、噴水の周囲で楽しんでいたカップルや愛理をよそに、ぽつんと立つ遙花の姿が見えた。彼女は寂さびしげにこちらを見ていた。

「なんか前田君って、いつでも私を見ていないような気がする。学校でもそうだった。たまに目があっても、私のずっと向こうを見るような視線だった」

「え、遙花ちゃん？」

　前田は驚き遙花を見た。

「会話をしても私とじゃない気がする。そんな態度が、よくわからないけどとっても苦しくなるんだ」

　遙花は前田から目を逸そらすと、雪が降る頭上を見上げた。

「そういう話は、こんな場所じゃなくて……」

「あのサークルでもそうなの。私だけ部外者みたいな気がしてた」

「いや、そんなことないと思う……」

　そのとき前田のモバイルが震ふるえた。通話ボタンを押おすと雪ゆき村むらの声が聞こえた。

『先せん輩ぱい、捕ほ獲かく計画は少し早まりそうです。僕は先にログインして様よう子すを見に行きます。悠ゆ羽う美みさんはもうログインポイントに着いたようです。先輩は一緒にログインしてください』

「わかった」

　通話を切ると、頭上を向いたままの遙花の後ろ姿が見えた。

「遙花ちゃん。ちょっと用ができちゃった。だから愛理をよろしく頼む。雪村と一緒に戻ってくるから、そうしたらワールドにログインしよう」

　前田が呼びかけると、遙花はこちらを見ずに小さくうなずいた。

「じゃあ、行ってくる。すぐに戻ってくるから。絶対にこの施設から出ないで」

　前田はそう言い走りだした。
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　前田が向かったのは台だい場ば駅近くにあるカラオケボックスだった。その店は、まだログインポイントが生きている。

　すでに悠ゆ羽う美みは部屋に入っているらしく、前まえ田だはそのナンバーの部屋に急ぐ。時刻はまだ二時半といったところだ。本来なら捕ほ獲かく計画はまだ始まっていない時間だった。欧おう州しゆう風の内装の店内を走り、前田は指定の扉を開けた。

「えっ？」

　扉を開けた前田はどきりとした。椅い子すにちょこんと座っていた女の子がこちらを向いた。

「た、高たか橋はしか？」

「……うん」

　悠羽美の雰ふん囲い気きも服装もいつもとまったく違った。結むすんでいた髪はほどき、ピンク色のリボンで飾っている。化け粧しようを施ほどこし服装はパステルの派手なカラーを使い、スカートは短く肌の露出が多かった。薄暗い室内だったが、とてもまぶしく見えた。

「入れば？」

「あ、うん、わかってる」

　前田は悠羽美から視線を逸そらして中に入った。テーブルの上にはコーラとポテトが置いてあったが、手は付けていないようだ。悠羽美は短いスカートの裾すそを引っ張る仕し草ぐさをしている。

「……ストライカー用のコスチュームだから」

　悠羽美は言い訳するように呟つぶやいた。なんだかいつもの悠羽美ではなく思え、妙な気分になってしまう。全身のコスチュームはすべてブランド物だ。ストライカーは戦う広告塔とうであり、スポンサー関連会社の開発したコスチュームやコスメで着飾ることになる。スフィアの最盛期、トップストライカーだった遙花はるかの身につけていた衣装やコスメなどは、遙花モードとして流行したほどだった。

[image: ]

「もちろん自前ではなく、繭まゆ子こさんにもらった」

「うん、まあまあじゃないか。シエンナ・ギロリーとかまではいかないけど」

　装備は少ないほど、ストライカーは速く動けるという。まとう情報量が少なくなるからだ。つまり、銃じゆう器きなどを使うユーザーは、それに情報を使うことになり動きが遅くなる。素す手でで戦うストライカーは、情報で構成されたスフィア世界では最強なのだ。

　ストライカー専用の装備は、無駄に情報を使わずある程度の防備となるように設定されている。露出が多いのは、アイドルとしてのアピールもあるが、情報量を少なくしたいという実戦的な理由もあるのだ。

「準備はできてる？」

「ええ、いつでもいけるわ」

　悠ゆ羽う美みは眼鏡めがねを外はずした。彼女はワールドにログインするときは眼鏡を取る。それは意図的にスイッチを切り替え、仮か想そう世界に順応するためなのだろう。彼女の眼鏡は心理的な仮面なのだ。普通の高校生という仮面を外しストライカーとなる。

「じゃあ行こう」

　ボックス内には普通にカラオケのマイクやビジョンが設置されていたが、奥に扉がついている。あそこがログインポイントだ。

「遙花ちゃんは？」

「愛あい理りと時間をつぶしているだろう。すぐに戻って合流すればいい」

　前田は悠羽美とふたりで部屋の中に入った。ログインポイントのカプセルは四つ設置されている。

「じゃあ、スフィアで」

　悠羽美がカプセルに入った。前田もバッジを胸にはめてカプセルに入る。ログインのスイッチを入れると真っ暗になった。上下感覚を失う独特の浮ふ遊ゆう感覚。

『コスチュームデータがあります』

　基本的に服装は現実の服が再現されるが、シンプルなコスチュームはバッジなどをはめることでワールドで着替えることができる。迷めい彩さい服ふくのユーザーもそんなバッジをはめてログインしているはずだ。ただし、それは価値の低いコスチュームに限られ、悠羽美のストライカー専用コスチュームなどは初めから着ていく必要があるのだ。

　空間に扉が出現したので、前田はためらうことなく扉を開けた。

　──ログイン。

　扉をくぐったそこはスフィアワールドだった。目の前には幹線道路が延びており、その上にはゆりかもめのモノレールのラインが走っている。ログインポイントから半径五メートル以内の場所に出現したことになる。バッジのコスチュームデータにより、前まえ田だは上下真っ黒の服装になっていた。

　前田の足あし下もとを黒い影が走っていく。それはワールドの掃そう除じ屋の蜘蛛ウエブだった。蜘蛛ウエブの出現は、乱れた情報があるということだ。何かデータを乱す出来事が起こっている。

「先せん輩ぱい」

　物もの陰かげから顔を出したのはグレーの迷めい彩さい服ふくを着た雪ゆき村むらだった。雪村は大量の銃じゆう器きを身につけている。スフィアワールドを歩いて、この周辺に武器を隠かくしておいたのだ。

「雪村、どうなってる？」

「やっぱり、おかしいです」

　雪村は前田に銃を渡しながら言った。

「ターゲットはショッピングモールにいるようです。でも、銃声などが響いたりと混乱しているようですね」

「敵がいるのか。いや敵って言っても……」

「とりあえず、何かトラブルでしょうね」

　もしかしたら、繭まゆ子こが予想したとおりのことが起こっているのかもしれない。ハルカというキーパーソンを巡めぐって争いが起こっている。

「行くの？」

　振り向くと悠ゆ羽う美みがログインをしてきていた。カラオケボックスでのコスチュームのままの彼女の姿だった。

「調べに行こう。ぼんやりしている暇ひまはない」

　前田たちはショッピングモールへと走った。物陰に隠かくれながら施設の中に入る。建物の中は静かだった。止まっているエスカレーターを走り、三人は三階のフロアに出てから足を止めた。そこで見たのは走り回る大量の蜘蛛ウエブだった。

「……ひどいな」

　辺あたり一面は真まっ赤かに染まり、迷彩服姿の人間が倒れている。死んだら死体は消えるのだが、ワールドに負ふ荷かをかけないように徐々に分解されていくようになっている。血や肉片などの細かい情報は蜘蛛ウエブが処理をするのだ。

「銃弾だんでやられたんじゃないですね。ここまで血が飛び散りませんから」

「てことは、ストライカーか」

　ターゲットをこの建物に追い込むまではよかったが、そこで奇き襲しゆうを受けたのだ。ここまで簡単にやられるということは、意外な相手からの攻こう撃げきがあったと考えられる。つまり仲間割れだ。

「それにしても死体の状態がひどいですね」

　雪ゆき村むらが顔をしかめている。引きちぎられた手足が散乱しているのだ。ストライカーといえども、ここまで破は壊かいできるものなのか。

「ちょっとおかしいダメージの死体だよな」

「……静かに」

　悠ゆ羽う美みは上階へと繋つながるエスカレーターに視線をやっている。

「動かないでください」

　声が聞こえた。そして、エスカレーターを一段一段下りてきたのはひとりの女性だった。

「弥生やよい、か」

　前まえ田だは舌打ちをした。彼女が彼らを殺したようだ。

「あなたたちは誰ですか。ストライカーと一般ユーザーですか」

　弥生は大きな瞳ひとみでこちらを見つめている。キラキラと光るドレス風のコスチュームを着ていた。それもストライカー専用コスチュームだった。基本的にひらひらしたコスチュームを着るストライカーはパワー型の攻こう撃げき的タイプとされる。攻撃の出で所どころをわかりにくくするため、コスチュームを揺ゆらめかせるのだ。

「質問には答えてやる。その前に、そっちからだ。なんで彼らを殺した？」

「もう必要なくなったからです。あなた方は？」

「俺たちは別口でログインしてきた。お前たちとは関係がない」

「そうですか。私は用済みの人間と、そんな侵入者の処分を任まかされています」

　弥生はジャンプしスタンとフロアへ降り立った。

「どういうことだ？　仲間じゃないのか？」

「……私たちの計画を知っているのですか？」

　前田と弥生は視線を合わせる。

「話が違うぞ。捕ほ獲かく計画はターゲットの保護のはずだ」

「さあ、そこまで私は知りません」

　弥生は首を振り歩み寄ってくる。

「唯ゆい川かわマドカの意思というわけ？」

　弥生の前に立ちはだかったのは悠羽美だった。

「まあ、そんな感じですかね」

　弥生がボキンと腕を鳴らした。

「ここは私がやるわ。あなたたちは行っていい」

　悠羽美が弥生と対たい峙じしたまま言った。

「頼んだぞ」

　前田はうなずき、雪村とともに走った。同時にふたつの影が交差した。
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　ふたりは激しくぶつかると、バランスを崩くずしながらもお互い距離を取った。

　悠ゆ羽う美みはひと呼吸ついて精神を落ち着けた。スカーレットチーム特有の急所攻こう撃げきさえ防げば問題はない。あとは冷静さとイメージが重要だ。ここは情報の世界であり、肉体よりも精神に比重が置かれている。

　弥生やよいは唇くちびるの血を指でぬぐい床に弾はじいた。床にたれ落ちた血は走り寄った蜘蛛ウエブによって回収された。

　悠羽美は軽くステップを踏むと弥生の間合いに飛び込んだ。細かいパンチを浴びせ反撃の隙すきを与えない。弥生は打撃を両腕でガードしジリジリと後退する。そんな隙を突ついて、悠羽美はストレートパンチを撃うち込んだ。弥生はそのストレートに合わせカウンターで喉のどを狙ねらってきたが、それを予測していた悠羽美はひらりと身をかわして弥生の足あし下もとに蹴けりを放はなった。

　弥生はバランスを崩くずして腰こしから倒れる。さらに追撃の蹴りを放った悠羽美だったが、弥生はくるりと後方に回転してそれをかわした。悠羽美の蹴りは鋭い音を立てて弥生のコスチュームを切り裂さいた。

「……意外に、とろい。ブランクがあるから？」

　立ちあがった弥生を見て悠羽美が呟つぶやいた。

「思いだしました。あなたは──元インペリアルですね」

　弥生はほんのわずかだけ笑った。

「確か、インペリアルのエースストライカーだったマドカとの権力闘争に敗れ、チームから追放された……」

　言葉が終わらないうちに悠羽美は突っ込んでいた。細かい連打を打ち込み弥生に顔面をガードさせ、隙を突いてがら空あきのボディに膝ひざ蹴りを入れる。鈍い音が響き、弥生が後方に跳とんで距離を取った。

　悠羽美は追撃し、弥生が無防備に突きだした右手を折るべく組んだ。

「えっ……」

　その瞬しゆん間かん、悠羽美の体は吹っ飛び、背後の天使の像に激げき突とつしていた。すでに弥生は追撃態勢を取っており、床を転ころがるようにしてその一撃をかわす。めきりと妙な音が響いた。顔を上げて目を見張る。弥生の右手は天使像の腕を発泡スチロールのようにもぎ取っていた。

　弥生が腕に力を込め天使の腕を粉々に粉ふん砕さいした。床に散った情報の粉塵じんに蜘蛛ウエブが群がっている。バグスキルだった。違法ギリギリの技術をスカーレットは利用しており、そのスキルのひとつを弥生は手に入れていた。

　弥生はぼきんと右手を鳴らして近寄ってくる。彼女周辺のデータが歪ゆがんでいた。情報の異変に気づいた蜘蛛ウエブが彼女の体にたかり始めた。

　悠ゆ羽う美みはジリジリと後ずさる。いきなり弥生やよいが無む造ぞう作さに殴なぐりつけてきたので、その一いち撃げきをなんとか弾はじく。が、同時に悠羽美は床を滑すべっていた。弥生の蹴けりを受けてしまったのだ。すぐに立ちあがった悠羽美だったが、今度は弥生のパンチを受けて壁かべに激しく背中を打ちつけた。ガードをしても打撃の衝しよう撃げきを吸収しきれない。

　弥生はさらに追撃する。悠羽美は壁際ぎわで顔を逸そらしてパンチを避けたが、その拳こぶしはメリメリと異様な音を立てコンクリートの壁にめり込んだ。

　悠羽美は弥生の体を蹴り上げて壁際のポジションから脱出を図ったが、足払いを受けて床に転ころがった。弥生は倒れた悠羽美に足を踏み落とす。悠羽美は転がるようにして弥生の連続攻撃をかわしたが、一いつ瞬しゆんの隙すきを突かれ蹴りを腹に直撃させてしまった。悠羽美の体は人形のように通路を吹っ飛んだ。一撃を受けた下腹部から情報の乱れが伝染してくる。口からダメージを表現するかのように血が吐はきだされた。

「勝負ありましたね。両手を床につきなさい」

　弥生が言った。しかし悠羽美は立ちあがりファイティングポーズを取った。

「しかたありませんね。では死んでください」

　弥生はふうっと息を吐いてにじり寄る。悠羽美は呼吸を整えイメージをした。彼女ならもっとスムーズに動いていたはずだ。無駄な情報を省はぶいた優ゆう雅がな動き、力強さとミリ単位の繊せん細さいな距離感……。

　悠羽美はすっと両腕を下ろした。ガードを下げた悠羽美を見て、弥生はジリジリと慎重に距離を詰める。弥生の動きは瀕ひん死しの獲え物ものにとどめを刺そうとする肉にく食しよく獣じゆうのようだった。

　ふたりの距離は少しずつ縮まる。それでも悠羽美はガードを下げたまま動かず、情報処理だけに専念した。さらに距離は縮まり、ついに弥生の攻撃距離に入った。

　先に動いたのは弥生だった。悠羽美に右手を振り下ろす。

　その瞬間、悠羽美も動いていた。弥生の拳の動きを予測しほんの少しだけ距離を取った。弥生の右手は悠羽美の体ごとコスチュームを切り裂さいた。

　破れたコスチュームと血しぶきが舞ったとき、すでに悠羽美は弥生の腰こしに組みついていた。そのまま悠羽美は強引に弥生の体を持ち上げバックドロップの形で床に投げた。ドシンと鈍い衝撃が響き、弥生の体は背中から落ちた。

　体勢を立て直そうとした弥生だったが、悠羽美の動きのほうが一瞬だけ早い。悠羽美はすでに、弥生の体を両足で押さえる腕ひしぎ十字固めの格かつ好こうで腕を取っていた。

「ああっ」

　弥生がか弱く悲鳴を上げた。悠羽美はためらうことなく力を込め弥生の右腕を折ったのだ。そのまま彼女の体の上に乗りマウントのポジションを取った。

「……バグスキルに頼りすぎね。スキルに情報を使いすぎて攻撃が単調だったのがあなたの敗因。勝負あったわ、両手を床について」

　しかし弥生やよいは首を振る。

「じゃあ、死んで」

　悠ゆ羽う美みは拳こぶしを振り上げた。




　　　　＊




　激しい銃じゆう撃げき戦せんが続いていた。

　前まえ田だの横では雪ゆき村むらが両手に銃を持って乱射している。混乱したフロアは銃弾だんと銃声と血しぶきが入り乱れ情報を混こん濁だくさせていた。

　ターゲットは確保間近らしかった。それを知った前田と雪村は強行突入を決行したのだった。迷めい彩さい服ふくのユーザーは全員殺されたのではなく、最低限の要員は生きているようだった。そんな戦力と交戦することになってしまったのだ。

　相手の戦力は多勢だったが、敵がいると思っていなかったらしく、前田と雪村の強引な奇き襲しゆうにより散り散りになった。それも当然なのだ。もともと彼らはプロでもなんでもなくスフィアで遊んでいたユーザーなのだ。それに、当然ながらブランクもある。

「もう少し殺して逃走の準備をしておきましょう」

　雪村はスイッチが入ってしまったようで、ためらわずに発はつ砲ぽうしている。物もの陰かげから物陰へと無駄なく移動し、敵を確認すると同時に射撃する。弾たまを撃うち尽つくすとそのまま銃を捨て、落ちている銃を拾うという繰り返しだ。

　前田はできるだけ発砲せずにフロアを動いていた。もともと前田は周囲に気づかれないように静かに動くことは得意だった。そして無防備な相手の背中を見つけては一発撃って離脱する、を繰り返していた。

「先せん輩ぱい、僕がここで敵を引き付けておきますから、隙すきを見て上のフロアに行ってください。ハルカさんを見つけて、できたら先に保護してください」

「オッケー、ここは頼んだ」

　前田は雪村の援えん護ごを受けて上のフロアへと走った。派手に銃を撃つ雪村に注意が向いているうちに、ハルカを見つけるしかない。

　前田が上のフロアへたどりつき物陰に隠かくれながら進んでいると、通路の真ん中で無防備に立つ迷彩服が視界に入った。小柄な体のそれは背中を向けて突つっ立っている。

　前田は少しだけ迷ってから迷彩服の背中に発砲した。しかし、次の瞬しゆん間かん、その迷彩服は視界から消えていた。

　前田の目には蝶ちようが舞ったように見えた。ひらりと舞うように弾を避けて宙返りし、それはスタンと床に着地した。

「ジャジャーン、って感じですかね」

　迷めい彩さいの大きな帽子を脱ぎ捨てにこりと笑ったのは女の子だった。

「……茉ま莉り」

　前まえ田だは顔をしかめた。彼女は不知火しらぬい茉莉。繭まゆ子こがスポンサーを募つのり立ち上げたチーム、グロリアに所属していたストライカーだ。

「前田君、お久しぶりです」

　茉莉は敬礼をしておどけた仕し草ぐさを見せた。ポニーテールに結むすんだ髪かみがふわっと揺ゆれた。

「茉莉、どうなってる？　ターゲットはもう保護したのか？」

　前田は物もの陰かげに隠かくれながら聞いた。繭子のチームにいたので、前田とも面識があるのだ。リアルで会ったことも実は数回ある。

「教えられないよ。だって、敵同士なんでしょ」

「なんで敵同士なんだ？　俺もターゲットの保護をしたい。だから手伝ってくれ」

「ごめんね。マドカちゃんに不審者を排はい除じよしろって言われてるから」

「俺よりマドカの言うことを聞くのか？」

　前田が言うと、茉莉は少しだけ困った顔をした。

「じゃあ、正々堂々と戦う？　そして勝ったほうが……」

　前田は茉莉が言い終わらないうちに発はつ砲ぽうしていた。弾だん丸がんはバシッと茉莉の髪をかすめた。

「ま、前田君……」

　茉莉が目をつり上げてこちらを睨にらんでいる。

「今のは噓うそだ。やっぱり話し合おう、茉莉……」

　すでに茉莉はこちらに向かってきていた。障害物に隠れた前田だったが、茉莉は身軽な動きでジャンプし前田の背後に着地する。銃じゆうを構える前に、前田の右手は蹴けり上げられていた。持っていた銃は床を転ころがっていく。

「銃でストライカーに勝てるわけないじゃん。弾丸速度だって現実のような速さを再現できる訳じゃないし」

　床にへたり込む前田に、茉莉は困ったような視線を向けている。

「頼む、茉莉。見み逃のがしてくれ」

　前田は反はん撃げきを諦あきらめ茉莉に懇こん願がんした。

「ずるいなあ前田君は。お願いすれば言うこと聞いてくれると思ってる」

「この借りは現実で返すから」

「……やっぱり遙花はるかちゃんが好きなの？」

「ただ助けたいだけなんだ」

　じっと見つめていた茉莉はため息を吐ついた。

「わかった。じゃあ行っていいよ。上のフロアにターゲットがいるみたいだから行ってくれば」

　茉ま莉りはそう言い、にこりと笑った。

「……茉莉、ありがとう」

　前まえ田だは床に転ころがる銃じゆうを拾い、上のフロアに繋つながるエスカレーターへと走った。同時に茉莉がさっと床に伏ふせるのを見た。フロアに出てきた迷めい彩さい服ふくたちが一いつ斉せいに銃撃げきしたのだった。

　壁かべや天井を破は壊かいして粉ふん塵じんが舞う。前田は蜂はちの巣すになる寸前に洋食レストランの店てん舗ぽに飛び込んだが、体の痺しびれに顔をしかめた。

「平気、前田君？」

　茉莉がひょこっと顔を出した。

「……くそ、しくじった」

「怪け我がはないよね。前田君はラッキーボーイだから弾だん丸がんのほうから避けていっちゃうよ」

「じゃあ、俺の腹の中にあるのはなんだ？」

　べったりと腹部が血で汚れていた。肩や足にも弾丸がかすめたのか裂れつ傷しようができていた。体に傷ができると、情報過多になって動きや思考が鈍ってしまう。傷に蜘蛛ウエブが寄ってきたので前田は握りつぶした。

「行かせる訳わけないじゃん」

　顔を上げると、茉莉が冷たい表情をしていた。

「遙花はるか、遙花ってもう言わないで。もう君の好きな彼女はいないんだから」

　茉莉の声は遠くに聞こえる。前田の意識が遠のき始めた。

「ターゲットは上のフロアでもう確保したってさ。私は行ってくるね。そして可愛かわいいあの子を殺してあげる。私は別にあのデータなんてどうでもいいから。そうしたら前田君も目を覚ましてくれると思うんだ」

　茉莉はくるっと向きを変えるとエスカレーターへと走った。

「待て！」

　前田は物もの陰かげから顔を出し叫んだ。同時に前田は発はつ砲ぽうされて身を隠かくした。前田は腹を押おさえながら床を殴なぐりつけた。すぐ近くに彼女がいるというのに、何もできない自分に腹が立った。また手が届かないのか……。

　茉莉がエスカレーターを駆け上り、数人の迷彩服もそれに続いた。残りの迷彩服はジリジリと前田に近づいてくる。前田は壁に背をつけぎゅっと拳けん銃を握った。こんなところで死ぬわけにはいかなかった。

　しかし、いつまで経たっても襲おそいかかってくる気配がない。前田が様よう子すを窺うかがおうとしたとき、銃声が一発鳴り響いた。硬こう直ちよくする前田の目の前に、自動小銃がくるくる回りながら滑すべってきた。

　そっと物陰から顔を出し前田は目を見開く。通路に立っていたのは血まみれの悠ゆ羽う美みだった。返り血を浴びているようで、両拳にも相手のものだろう血が付着していた。そして、コスチュームはびりびりに裂さけて上半身が露出している。

　彼女がこのフロアにいた迷めい彩さい服ふくたちを音もなく倒したのだ。返り血のほうは弥生やよいのものかもしれない。悠ゆ羽う美みの姿は激しい戦いを物語っていた。

「た、高たか橋はし、胸……」

　悠羽美は前まえ田だの視線に気づいて、焦あせったようにはだけた胸を腕で隠かくした。

「……ターゲットは？」

　悠羽美が視線を逸そらしながら聞いた。

「上のフロアにいる。茉ま莉りたちに確保されたから助けないと」

　前田は壁かべに背を付けどうにか立ちあがる。

「うん……」

　悠羽美はエスカレーターに向かおうとしてぴたりと足を止めた。悠羽美の銀ぎん髪ぱつがぞわりと揺ゆらめいたのが見えた。髪が逆さか立だっている。

　彼女の視線の先を見て前田は唖あ然ぜんとする。いつの間にかフロアにもうひとりのストライカーが立っていた。金髪に近いライトブラウンの髪かみと優ゆう雅がなたたずまい。グレイのワンピースのようなコスチュームで、ショッピングモールに買い物にでも来たかのような雰ふん囲い気きだった。

「もしかして悠羽美ちゃん？」

　悠羽美を見てにっこりと微笑ほほえんだのは唯ゆい川かわマドカだ。五十の撃げき墜つい記録を持つ、通称フィフティスター。

「久しぶりね、マドカ」

　悠羽美は鋭い視線でマドカを睨にらみつけている。

「崩ほう壊かい後もまだ生きてたのね。てっきりカスケードプロジェクトで死んだのかと思っていた」

「あなたこそ」

「私は大丈夫だったわ。だって、カスケードプロジェクトには参加しなかったもの。そんな地味な仕事、私以外の誰かがやればいいって思ったからね」

　マドカは肩に掛かかった髪をさらりと手で払い、ちらりと前田に視線を向けた。

「前田君じゃない。お姫様を盗みに来たのかしら」

「ターゲットの保護計画はどうした？　なんでこんなことになってる？」

　前田は腹を押おさえながら言った。

「捜そう索さく班のユーザーたちのことかしら。ええ、だったら殺したわ。だって、もう用済みなんだもの。だから信用できる私の取り巻きユーザー以外は処分した」

「ターゲットをどうするつもりだ？」

「スフィアを必要とする企業側に売るのよ。ワールド修復以外にあのデータはいろいろと使い方がありそうだからね」

　マドカは意味ありげに笑った。

「……犯罪だぞ」

「所しよ詮せん実態のない世界での出来事よ。オンラインゲームでもデータの売り買いはありじゃない。それに、ワールドの薄汚い泥どろ棒ぼうだったあなたが言う権利はないわ」

　マドカはヒールの音を響かせこちらに歩いてくる。床で蠢うごめいていた蜘蛛ウエブは、マドカの足を避けようと波紋のように広がった。

「私たちの作戦に反対した白しら樺かばも処分した。あなたたちはしっぽを巻いて逃げるなら無視してあげてもいいけど。どうする、インペリアルから逃げだしたあのときのように逃げる？」

　悠ゆ羽う美みはマドカの視線を受け止め対たい峙じした。

「……いいわ。五十から先は憶おぼえていないけど、私の星にしてあげる」

　マドカはにやりと笑うとステップを踏むように悠羽美との距離を詰つめる。悠羽美が先制のパンチを放はなち突つっ込んだ。マドカは体を回転させひらりとかわす。しかし、反はん撃げきすることなく動きを止めた。マドカの視線は上りエスカレーターを向いていた。異変を感じた悠羽美も表情を変えた。

「……なんだ？」

　妙な胸むな騒さわぎがした。頭が痛い。視界が揺ゆれたように感じ耳鳴りもする。仮か想そう世界で汗はかかないはずだが、全身にべっとりとした冷や汗が滲にじみでる感覚があった。

　マドカと悠羽美はエスカレーターを見つめている。前田の心臓が高鳴る……。次の瞬しゆん間かん、前まえ田だの視界に入ってきたのは赤だった。真まっ赤かな物体がエスカレーターを転ころがり落ちてきた。それは血に染まった人間だった。

「茉ま莉り！」

　前田は痛む腹を押おさえて走った。落ちてきたのは血まみれの茉莉だったのだ。フロアに倒れた茉莉は、それでもよろめきながら立ちあがる。前田はそんな茉莉の体を支えた。傷を負ってはいるが、ほとんどは返り血だった。何が起こったのだ……。

「……逃げて」

　茉莉は混こん濁だくした視線を前田に向けた。恐怖に怯おびえた彼女の表情だった。

「ウイルス、が、いた」

「しっかりしろ、ウイルスってなんのことだ？」

「……カスケード」

　その瞬間、ぐにゃりと空間が歪ゆがんだような気がした。前田はマドカを向いた。

「そんな、まさか。いるはずがない」

　マドカは唖あ然ぜんと目を見開き首を振った。大量の蜘蛛ウエブがエスカレーターを上っていくのが見える。前田は蜘蛛ウエブの行き先を視線で追った。エスカレーターから上のフロアが覗うかがえる。そこに見えたのは赤い色だった。ぐらりと空間が揺れた。空間のデータにさえバグが生じている。前田の視界は一瞬にして赤く焼き付いてしまった。

　エスカレーターが赤く染そまった。それは上階から流れた血だった。大量の血がエスカレーターに川のように流れフロアの床に広がっていった。エスカレーターの横に飾られたマネキンが動き始め、フロア中にカラフルな光が明めい滅めつし始める。すべてのデータが狂いだした。

[image: ]

「……ああ」

　前まえ田だはうめき声を上げた。足あし下もとに流れてきた血が波打ち、大量のウジ虫のように蠢うごめき始めた。熱を感じた。仮か想そう空間内で異様なほどの暑さを感じた。

　……カスケードだ。

　エスカレーターに赤い揺ゆらめきが出現した。それはとらえどころのないバグの集合体だった。スフィアワールドの矛盾をすべて詰つめ込んだかのように狂っていた。紅ぐ蓮れんの炎ほのおのようであり、混こん濁だくした濁流のようでもあった。

　バグの出現により建物が損そん傷しようしている。群むらがっていた蜘蛛ウエブはカスケードに触れタールのように溶けていく。エレベーターも飴あめのようにぐにゃりと歪ゆがみだした。上のフロアにいたすべてのユーザーは殺されたと悟さとった。同時に気づいた、上のフロアには彼女が……。

「ハルカ！」

　前田は力の限り叫んだ。しかし、声はバグによって、無残に破は壊かいされ霧きり状になって消しよう滅めつした。

　しかし、そんな前田の声にカスケードのデータが波打った。情報を炎えん上じようさせるバグデータがこちらを向く。そして前田はカスケードを正面から見つめてしまった。めらめらと燃え上がるデータの炎。揺らめく空間の中で炎は人の形として表現されていた。このモンスターは人間のイメージを持っているのか……。

　前まえ田だは頭を抱かかえて絶叫した。頭を殴なぐられたかのような痛みを感じた。全身が焼けるように熱い。自分を構成するデータにもバグが発生した……。

「先せん輩ぱい！」

　声は雪ゆき村むらだった。雪村が床にへたり込む前田の肩を支えて立ちあがらせた。視界が揺ゆれてここがどこだかわからない。悠ゆ羽う美みが茉ま莉りを抱かかえて走りだしたのが見えた。前田も強引に雪村に支えられながら走りだす。

「……ハルカが」

「今は無理です。とりあえずここから出ないと、建物自体もやばい感じです」

　建物が揺ゆれ床や天井にも亀き裂れつが入っている。前田は走りながらも激痛と吐はき気に襲おそわれていた。やはりあれは悪あく魔まだ。この世界のバグの集合体だった。人間が手を出していい存在ではないのだ。だからこそ、見ただけで精神がおかしくなるのだ。前田は雪村に引っ張られながら悲鳴を上げ続けた。大声を出して体の中の狂った情報を吐はきだしたかった。全身が炎ほのおに包まれているイメージを見た。

「先輩、大丈夫です、落ち着いて」

　雪村は前田を抱えたままフロアを下る。脱出用の電話を探しているようだ。

「ありました。先輩から脱出してください」

　雪村は前田の手を引き公衆電話に駆け寄る。前田は雪村に促うながされ、悲鳴を上げながら受話器を手にした。

　全身が熱い。体が燃える……。

「……うわあああああ」

　前田は反響する自分の声を聞いた。

「──しっかりして」

　その声は間近に聞こえた。前田は誰かの手をしっかりとつかんでいた。

「落ち着いて」

　誰かが前田を抱きしめている。徐じよ々じよに前田の悲鳴と震ふるえが治おさまってくる。

「もう大丈夫」

　前田はここで自分がすでにログアウトしていることに気づいた。体は燃えてはいない。大丈夫だ、銃じゆう弾だんも受けてはいないしカスケードはこの世界にはいない。前田は喘ぜん息そくのような呼吸を少しずつ整えた。徐々に感覚が戻ってくる。

　誰かに抱きしめられている気がした。耳元で吐と息いきが聞こえた。次に熱を感じる。温かい肌の感触、そして少しだけ甘い香り。そうだここは現実だ……。

　目を見開いてはっとする。悠ゆ羽う美みの顔がすぐそばにあった。彼女は震える前田の体を抱きしめていた。前田の視線に悠羽美はすっと目をそらしてから体を離した。

「……痛い」

　悠ゆ羽う美みが小さくうめいた。ずっと悠羽美の手をきつく握っていたことに気づき、前まえ田だはそっと手を離した。悠羽美は握られていた手をさすってから横を向く。

「ごめん」

「別に、いい」

　前田と悠羽美は視線をそらしてしばらく向かい合った。ここはログインポイントだった。カラオケボックスのポイントにログアウトし戻ってきたのだ。

　前田は呆ぼう然ぜんと首を振った。ハルカ奪だつ回かいに失敗しただけでなく、彼女の安あん否ぴもわからなくなった。カスケードによって消しよう滅めつさせられたという最悪のケースさえ考えられる。

「きっと大丈夫だと思う」

　悠羽美が前田に気を遣つかったように呟つぶやいた。前田もそう思いたかった。彼女はプラスの情報を与える存在なのだ。たぶんマイナスのカスケードとは交まじわることはないだろう。そのとき前田は大事なことに気づいた。

「そうだ遙花はるかだ」

「だからハルカちゃんは……」

「違う、現実のほうの遙花だよ」

　まだ待たせたままだったのだ。そして、ハルカの安否を確認するためには、遙花はるかをログインさせるしかない。遙花がワールドにログインできれば、ハルカは生存しているということになる。どちらにしろ早く行ってやらねばならなかった。前田は悠羽美の着替えを待ってから、パレットタウンへと急いだ。

　しかし遙花の姿は見当たらなかった。雪ゆき村むらも合流して探したがやはり見つからない。携帯も通じなかった。見つかったのはカフェでぽつんと座っていた愛あい理りだけだった。

「遙花ちゃん、戻ってこなくて……」

　愛理はいつの間にか遙花とはぐれてしまったらしい。

　施設を探し回り、前田は外に出た。雨の中ゆっくりと回る観かん覧らん車しやを見ていると、どんどん不安が膨ふくらんでいくのがわかった。

　そして、ついに遙花は見つからず、前田の不安は的中することとなった。
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　雪ゆき村むらはスフィア・ナカノでぼんやりと突つっ立っていた。

　目の前には、二階建てのアパートが見える。二階の一番奥の部屋が雪村の秘密基地だったが、今は無残に破は壊かいされている。銃じゆうで撃うたれたらしい扉は砕くだけ、部屋の中もめちゃめちゃだった。噴ふん水すいは壊こわされ、ストックしていた銃器はすべて奪うばい去られていた。現在は修復をするべく大量の蜘蛛ウエブが部屋を走り回っていた。

　明らかに報復だった。保護作戦を邪じや魔ましたことで、この拠きよ点てんまで探しだされ、こうして略りやく奪だつと破壊のメッセージを残していったのだ。それでも少々疑問に思う。ハルカ保護計画はカスケードによって失敗したのだ。こうしてわざわざ雪村の拠点までをも探して叩たたきつぶす必要はないのではないか。それとも、必要があってこの拠点を襲しゆう撃げきしたのだろうか。

　頭上を見上げると仮か想そう世界の空には作りものの月が浮かんでいる。仮想世界のハルカは消えてしまったが、同時に現実の遙花はるかも姿を消していた。携帯も通じず家にも帰っていない。家族には繭まゆ子こから家に泊まると連絡を入れてもらったものの、いつまでもごまかしているわけにはいかなかった。ただし、遙花の居場所は予想がついている。

　遙花はひとりスフィアワールドにログインしてしまったのだ。そして、お台だい場ばのログインポイントからだとしたらひとつ問題がある。スフィア・オダイバは、現在崩ほう壊の危機にあるからだ。理由はカスケードの出現だ。バグの集合体が出現したことで、あの地区は再び海に沈み始めている。バグの連れん鎖さにより建物が崩壊し始めているのだ。それに巻き込まれれば、遙花はワールドで死んでしまうだろう。

　しかし、死んでログアウトしてこないということは、まだワールド内で生きており、ログアウトを拒否しているということだ。それにはどういった意味があるのか。とにかく遙花がワールドで死ぬことがあれば、永遠に彼女はこの世界にログインすることが不可能となる。そして、本物の遙花を取り戻すという前まえ田だの願いも消え失せる……。

　雪村は歩きながら回想した。自分がスフィアワールドのＳＳとなったのは、遙花がきっかけだった。当時中学校の先せん輩ぱいだった彼女に誘われたのだ。そして、繭子を介かいしてＳＳとしてアルバイトを始めた。

　雪村はワールドの秩ちつ序じよとルールを守りたかった。現実の東京は混こん沌とんとして闇やみが深く、自分のちっぽけな力ではどうにもならないが。できたばかりの東京スフィアは違った。この世界は自分の力で浄じよう化かできると感じた。そして、スフィアシステムを利用して、いつか現実の東京も秩序を取り戻すことができると考えたのだ。

　一方、遙花は仮想の東京に感情移入しすぎていた。ユーザーや企業の資金が流入し、拡大する一方のワールドを維持することに尽じん力りよくした。

　できたばかりのスフィアワールドは情報の流れが淀よどんでおり、情報の断片が組み合わさり気き味みの悪い化ばけ物ものが生みだされた。遙花はるかはワールドを成長させるために、日々バグ掃そう討とうに動き、大量の狂くるったデータに接触することになる。

　遙花は仮か想そう世界に入れ込みすぎたのかもしれない。ワールドでの激げき務む、そしてバグとの戦いを続けるうちに、自らの情報も狂い始めた。少しずつ自分自身にバグが発生していったのだ。自分の中で増ぞう殖しよくする狂ったデータを彼女がどう処理したのかは知らない。しかし、ついに限界が訪れる。

　ワールド最大のバグ、カスケードの出現。そして対決により遙花は完全に崩ほう壊かいした。その戦いは誰も目にしていないが、それと同時にワールドの希望とともに遙花は仮想世界から失われたのだ。失われたはずだった……。

　──仮想の世界にだけある木の下で思いを伝えるなんて素す敵てきじゃない？

　彼女の笑顔を憶おぼえている。仮想の世界であれほど綺き麗れいに微笑ほほえむことができる人間を他に見たことがなかった。

　前まえ田だが違和感を感じるように、雪ゆき村むらも現実の遙花の笑顔に違和感を持っていた。あの笑顔は昔の彼女のものとは違った。やはり、彼女は大切な感情を仮想世界に置き去りにしてしまったのだろう。

　雪村は破壊された秘密基地に背を向け、その場から立ち去った。




　　　　＊




　前田は、ただぼんやりと座り続けていた。隣となりの席では大学生ほどの男がフィギアに色を塗っており、不快なシンナーの匂においが漂っている。紙コップのコーヒーを飲んでみたが、まったく味がしなかった。

　前田はお台だい場ばカトレアの喫茶店に座っていた。遙花がどこのログインポイントを使ったかわからないので、こうして喫茶店で待っているのだ。ログイン中の部屋に強引に入ることは許されない。

　なんだか嫌いやな予感がする。本来なら彼女がログインできたことは、仮想のハルカが生存しているという証しよう拠こともなり、悪いだけの事実ではない。しかし、あまりにもログインが不自然すぎるのだ。例えば誰かに利用されたとしたら危険だった。現実の遙花に手を出すことは犯罪になるが、仮想ワールドにはそんなルールや法律などは存在しない。

　前田は小さく頭を振った。現実に逃げてきても頭の痛みは消えなかった。狂ったデータに接触し、自分自身も狂いかけてしまったのだ。頭の中で数千の虫が這はいずり回っているようなイメージが取れない。

　前田はポケットから飴あめを取りだした。この飴は遙花のスチールケースに入っていたものだ。フィルムの中には真っ白な塊かたまりが入っている。これはキャンディではなくドラッグカクテルだった。デパスやベタナミンなど本来は処しよ方ほうが必要な薬を混まぜ合わせて固めたのだ。仮か想そう世界での精神的ダメージを緩かん和わするために使う。

　前まえ田だはドラッグを口に含みコーヒーで流し込んだ。こんな薬を使うことはめったにない。ハードユーザーが仮想と現実のズレを緩かん和わするために抗うつ剤などの薬を飲み始めたのがきっかけだった。しかし、これは強い薬を混ぜ合わせた非合法すれすれだ。遙花はるかの末期はこんな薬に頼らざるを得ないまでになっていたというのか。それほどに彼女の精神は疲ひ弊へいしていたというのだろうか。

　──待ってます。

　あのときの彼女の笑顔に、そんな兆きざしなどはまったく感じられなかった。

　──東京スフィアを綺き麗れいにして待ってます。乱れたすべての情報を取り除のぞき、スフィアにしかない木の下で待ってます……。

　前田はただ座り続けた。いつの間にか隣となりの席の男はいなくなっており、代わりに髪かみをぼさぼさにした女性が何かの脚本らしきものを書き始めていた。男女が出会い途中でトラブルが起きるが、それでも最終的には一時間の枠わく内ないですべて解決してハッピーエンド……。

　薬のせいか倦けん怠たい感とともに唇くちびるがぱりぱりに乾かわいていた。時間経過の感覚は失われ、どれほどここに座っているかわからない。コーヒーのカップはすでに空からになり、一いつ緒しよにオーダーしていたナポリタンはカラカラに乾いて固まっていた。ハルカはどこにいるのだ。もしもスフィアワールドで彼女が死ねば、本物の遙花は永遠に失われることになる。

　コトンと紙コップがテーブルに置かれた。顔を上げてみると、そこにはメイドのコスチュームをしたエオリアが立っていた。

「どうぞ、サービスです」

　エオリアは接客用の笑顔を浮かべた。

「……パレットタウンじゃなかったのか」

　前田は視線を下げたまま言った。乾いた喉のどからは声が上う手まく出ない。唇が割れてじわりと血が滲にじんだ。

「もう零れい時じを過ぎて、とっくに閉園しています。日曜日の朝からまたパレットタウンで業務がありますけどね」

　エオリアはじっと視線を向けていたが、前田は沈黙していた。

「なんだか寂さびしそうです」

　ぽつりとエオリアが言った。スフィアシステムを利用して、人間の表情を読み取れるのだ。表情のデータから、前田の気分が落ち込んでいると判断したようだ。

　所しよ詮せん感情のない人形なのだ。人間の気持ちなどわかるわけがない。ただ、エオリアは振る舞っているだけだ。前田にとっては現実の遙花もアンドロイドのエオリアも、空っぽの人形にすぎない。こんなときに上うわっ面つらの言葉をかけられたくなかった。

「何か私にできることがありますか？」

　エオリアは言葉を待ち続けたが、前まえ田だは沈黙し続けた。彼女はしばらくその場に立っていたが、いつの間にか姿を消していた。それから前田はただ座り続けた。どれほど時間が経たったのかわからない。ここが仮か想そうだか現実なのかもはっきりとしなかった。

　再びテーブルに紙コップが置かれた。視線を上げると、そこにいたのはエオリアではなかった。彼女は自分と前田の分だろうカップを置いてから、正面の椅い子すに足を組んで座わる。前田の前に置かれたカップはチョコレートパフェが入っていた。

「誰かを待っているの？」

　長い髪かみを手で払い微笑ほほえんでみせたのは唯ゆい川かわマドカだった。仮想のアバターでないマドカは、テーブルに肘ひじをついてこちらに視線を向けている。

　現実の彼女は薄暗い空間の中でも光を放はなつかのようだった。金色に近い髪色、大きく黒い澄んだ瞳ひとみ、リップの色はピンクとオレンジの中間色。ライトパープルのジャケットの下には白いワンピーススーツを着ており、腕時計はフォリフォリ、リングはカルティエ、形のよい胸の谷間の上ではクロエのネックレスが揺ゆれていた。

「まさかカスケードが出現するとはね」

　前田はぼんやりとマドカを見つめていた。彼女が何な故ぜここに来たのか理解できなかった。マドカはこちら見つめ、前田の反応を窺うかがっているかのようだ。しかし前田はドラッグカクテルの副作用で、マドカと対たい峙じしても微み塵じんも反応することなかった。

「ストライカーの女王と呼ばれたお前でも、カスケードには勝てない？」

　前田は口を開いた。彼女の意図がわからないため様よう子すを見る必要があった。

「あれは災わざわいの悪あく魔まよ。人間が手を出していいものではない」

　前田はカスケードの燃えるような瞳を思いだした。あれは苦しみや悲痛な感情を渦うず巻まかせるデータの深部だ。莫ばく大だいなバグを内部に蓄たくわえた破は壊かい者しやと戦おうなど、カスケードプロジェクトは根本から間違っていたのだ。

「カスケードの出現によって湾わん岸がん地区は再び崩ほう壊かいし始めた。ドミノ倒しにデータのバグが広がり、今も異変が続いている。たぶん、すべて破壊しつくさないと終わらない」

　カスケードは出現するだけで街を瓦が解かいさせたのだ。カスケードというバグは、傷つきやすい東京のデータに亀き裂れつを入れてしまった。

「で、目的は達成したのか？」

　前田はあやふやな質問をした。明らかにマドカはこちらを観察している。

「……いいラテね」

　マドカは紙コップのカフェラテを口に付けただけで、質問には答えない。

「その灰あ汁くのようなラテが？」

　カフェラテのホイップは、汚い風呂に浮かんだ湯ゆ垢あかのように見える。

「喫茶店の飲み物は味だけじゃないから。例えば、こんな場所で味わい深いエスプレッソなんて出されても意味がないじゃない。この汚水のような飲み物を出すからこそ、ここの客は何時間でも粘ねばって好きなことができるんでしょ」

　マドカは周囲の客を見ながら笑った。前まえ田だはそんな彼女の顔を凝ぎよう視しした。彼女がここに来た理由を考えたが、表情から真意は読み取れなかった。化け粧しようをしているからだろうか。女性にとって化粧は仮面を被かぶることと同じだと姉が言っていた。この世のすべての女性は心を見み透すかされないためにファンデーションで塗り固める。

　顔面フィードバック仮説という言葉を聞いたことがある。感情と表情の関係のことだ。通常は感情が起点となり表情が変化するのだが、その逆もあるのだと。表情を先に作っても感情が動くとされる。つまり化粧で塗りたくり仮面を作れば、感情の起伏は必然的に小さくなる。

「もう諦あきらめるんだな。お前の味方はいない。弥生やよいも茉ま莉りも戦闘不能だ。あの傷じゃあログインしてもしばらく役に立たない」

　前田は少しだけ話を中心に持っていった。ほんの少しずつだ。隣となりの客が食べているショートケーキのように、イチゴにはフォークを入れず周りのスポンジだけを少しずつ削り取っていくのだ。そうすれば、自おのずとイチゴの意味がわかる。

「心配しなくても、私ひとりで大丈夫。私の意のままに動くユーザーも残っているし。ちょっとした秘密兵器も持ってるし」

　前田はマドカの笑みを見て嫌いやな予感を持った。

「お前はどこからログインしていた？」

「パレットタウン。あの施設にまだ生きてるログインポイントがあるからね」

　マドカはカスケードから逃げ、ワールドからログアウトした。そして現実のパレットタウンに戻ったのだ。そのパレットタウンには……。

「……そこで昔の知り合いに会った、か」

　マドカは小さく笑い瞬まばたきをした。遙花が勝手にログインした理由は判明した。マドカに言葉巧たくみに誘さそわれログインしたのだ。

　そして、仮か想そう世界でそのままマドカに奪うばわれた。

「遙花を預かってる、と？」

「ここは密会にはいい場所ね。どんな話をしても不自然じゃない」

　マドカは前田の質問に答えず、周囲に視線を向けている。そばでは携帯ゲーム機の赤外線通信機能で遊ぶグループがいる。彼らの間では、殺せ、狩れなどという言葉が飛び交かっていた。

「未いまだに意識してるのか？　遙花にストライカーとして劣おとっていたことを」

「劣っていたとは思わない。もしも直接戦っていたら勝っていたわ」

　前田の挑ちよう発はつに、マドカは涼すずしい顔をしている。

「お前は、バトルは好きだったのか？」

「ええ。勝利の瞬しゆん間かんが最高に気持ちいいの。熱ねつ狂きようと歓かん喜きの渦うずの中でひとりだけ立っている私は歓声に応こたえるの。微笑ほほえむ私、動かない足あし下もとの惨みじめな相手、ファンファーレが鳴り響き紙かみ吹雪ふぶきが舞い、私はフェードアウト。……それでも鳴り止まない拍手」

　マドカのバトルは優ゆう雅がでファッショナブルだった。ワールドで開催されたＸゲームのバトルにおいて、彼女は遙花はるかと並ぶトップストライカーだったことは確かだ。

「だからこそ、負けるのを恐れて逃げていた。そして、やることといえば弱いストライカーを殺して星を集めること」

「ワールドを薄汚く這はい回ってたあなたが言うセリフじゃないわね」

　マドカは一いつ瞬しゆんだけ険けわしい表情を見せた。そんな表情を見て前田は思う。マドカは意味なく自分の前に来たりはしない。必ずここにいる意味があるはずなのだ。

「そろそろ本題に入りましょう」

　タイムリミットが来てしまった。ここで返答を間違えれば、遙花は殺され、永遠にワールドにログインすることができなくなる。

　マドカの目的はハルカというデータを手に入れることであるはずだ。ここにいるということは、その目的を達成していないことになる。では、何な故ぜ彼女はこうして前田と会話をしているのか、マドカは何を考え、何を求めている……。

「……わかった。交換に応じる。俺はアバターのハルカ、お前は現実の遙花だ」

　前田は賭かけに出た。この取引をするため以外にマドカはここにはこない。マドカはしばらく沈黙したまま前田を見つめている。そして、口を開いた。

「応じるわ。お互いにトラブルなしでいきましょう」

　前田は安あん堵どする気持ちをどうにか押さえた。ここで油断してはならない。マドカはすっと立ちあがり微笑んだ。

「何か間違いがあれば、私が確保している遙花は殺す。彼女は永遠にワールドに入ることができない」

「それ以上喋しやべるな。約束は守る」

「アバターを受け取った後で、大切な彼女の居場所を教えてあげる。交換場所と時刻はこれ」

　マドカはメモ帳にすらすらとペンを走らせ、ちぎった紙片をテーブルに置いた。

「リアルで会うのは初めてだったけど、イメージどおりの人だった。あの青あお原ばら遙花に好かれていたのもわかる気がする」

　マドカはマンダリンの甘い香りだけを残して立ち去った。

　前田の前には、手をつけていないチョコレートパフェのカップが残されていた。溶けてタールのようになったチョコレートの上に、サクランボがぽつんと載のっている。サクランボは不ぶ気き味みなほどに真まっ赤かに着色されていた。







　マドカが去ってからも、前まえ田だは席に座り続けていた。交こう渉しようは終わったものの、問題はまったく解決していない。前田が抱かかえる最大の問題は、ハルカがどこにいるか、ということだ。

　マドカはあれからターゲットであるハルカを見失ってしまったのだ。そして、前田がハルカを手に入れたのでは、との思考に行き着き、あのような歪わい曲きよくした交渉をしてきたのだ。前田がハルカを手に入れていないと判断した時点で、あっさりと遙花はるかは殺されていたことだろう。

　果たしてハルカはどこに行ったのか。マドカが見失ったということは、オダイバ周辺にはいないということだ。崩ほう壊かいする街から離脱した可能性が高い。しかし、現実の体を持っていない彼女が行く場所などあるのだろうか……。

　それでもひとつだけ確かなことがある。彼女は間違いなくスフィアにいるということだ。前田が現実の場所にいる限り、彼女を見つけることはできない。

　前田はスフィアワールドへとログインした。

　お台だい場ばカトレア座ざ標ひようからほど近い位置に出現した前田は、周辺の惨さん状じようを見て顔をしかめる。

　スフィア・オダイバの崩壊は進んでいた。カスケードというウイルスが出現したショッピングモールの建物は崩壊している。さらに街の傷は拡大し湾わん岸がんエリアを浸しん食しよくしていく。この様よう子すだと湾岸エリア全体が水すい没ぼつすることになるだろう。

　頭上に月が見えた。仮か想そうの空は星がきらめいていたが、前田は雨ざらしになっている気分だった。この湾岸エリアから逃げただろうハルカを見つける必要があった。果たして彼女はどこに行ったのか……。

　──東京スフィアを綺き麗れいにして待ってます。

　昔の遙花がこの惨状を見たら悲しむだろう。彼女は誰よりもこの仮想の街を愛していた。実態のない東京に感情移入していたのだ。

　──なんでこっちの世界で想おもいを伝えたかっていうとね、このスフィアの世界は不変だから。私が君を好きなデータは、ずっと色あせずに保存されるから……。

　桜さくらの木の下で恥はずかしそうに微笑ほほえむ彼女の表情を思いだした。

　前田は歩き始めた。湾岸エリアから都心方向へと歩を進める。

　思ったのだ。もしもスフィアのハルカが昔の感情や記憶をごっそりと持っているとしても、それは無む秩ちつ序じよな情報の断片で、前田のことも正確に思いだせないかもしれない。

　しかし、オダイバで前田の声が届いたなら、それをきっかけに何か変化した可能性はないだろうか。ちょっとした刺激により、ばらばらだった情報が、少しでも綺麗に並べかえられたなら。彼女の中の強い記憶が少しでもよみがえったなら……。

　前田はいつの間にか走っていた。無人の夜の街をひたすら走り続ける。シバウラを経由しツタに絡からまれた東京タワーの横を抜ける。アオヤマ通りを横切り、ヨツヤからシンジュクの高層ビルの狭はざ間まを疾しつ走そうしてオウメ街道へ……。

　……そして、スフィア・ナカノ。

　前まえ田だの通う校舎が見えた。前田は開いている校門を抜け学校の中に入る。校庭にピンク色の桜さくらの木が見えた。切られたはずの桜の木は、スフィアワールドでバグを起こして花を咲かせ続けている。

　スフィアにないはずの風が吹いたような気がした。強きよう烈れつな風が巻き起こり、前田は舞い飛ぶ桜の花びらに包まれる。まるで雨のように花びらが降ってくる。

　前田は校庭で足を止めていた。ああ、やっぱりそこにいた。

　彼女はこんなにも形を保っていたのだ。データの世界で完全に保存されていた。揺ゆれる長い髪かみ、憂うれいを含ふくんだ瞳ひとみ、立ち姿の雰ふん囲い気きすらも変わらなかった。失われたと思っていた彼女はそこに立っていた。

　桜の木の下には、それが当然であるかのように彼女がいた。彼女は舞い落ちる花びらを見つめて微笑ほほえんでいた。
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　スフィアワールドの夜明けが近づいてきた。

「現実の東京は今日も雨ですか」

　隣となりを歩くハルカが言った。

「そうだね。梅雨の時期だからしばらくやまないかも」

　前まえ田だとハルカは並んで道路を歩いていた。向かっている先は再びオダイバだった。マドカが崩ほう壊かいが進むそのエリアを交換場所に設定したからだ。

「私は雨を浴びたことがないんですよね」

　彼女は誕たん生じようしてからずっとこのスフィアという箱の中に存在していたのだ。

「雨を浴びてみたい？」

「わかりません」

　彼女にとってこちらの世界が現実なのだ。前田たちの住む東京はこの仮か想そう世界に重なるように存在している霧きりのようなものだ。整然とした情報で作られたこの街とは違い、現実の東京は無む秩ちつ序じよで有害な情報をまき散らしている。そんな情報に彼女をさらしていいものだろうか。

「すぐに、この世界の外に出してあげるよ。そうしたら一いつ緒しよに街を歩こう」

「こうして街を歩いてるじゃないですか」

　ハルカは自然に前田の手を握った。繋つないだ手から温かさを感じた。こうして彼女と手を繋いで歩くと、まるで東京という街に包まれている気がする。東京という情報が優しく前田を包み込んでくれている……。

　変わっていないと思った。あのときの遙花はるかは色あせることなく、この世界の中で保存されていた。表情も仕し草ぐさも口調もまったく変わらなかった。前田が感情を向ける彼女そのものの情報が完全に残っていた。

　ふと思った。元に戻していいのだろうかと。不変のデータのスフィアとは違い、現実の世界は常に変化する。ハルカが本来の自分を取り戻し現実の世界に戻った瞬しゆん間かんから、彼女は遙花として変化を始めるのだ。莫ばく大だいな世界の情報にさらされ、彼女自身の情報も歪ゆがみ始める。

　彼女はこの世界で暮らすべきなのではないだろうか。花のような繊せん細さいさと野生動物のような躍やく動どう感を備そなえたまま、年老いることもなく前田に向ける感情も薄まることもない。完全な青あお原ばら遙花を残すことができるのだ。

　前田は首を振った。何を考えているのだと思った。自分はこの世界の住人ではないのだ。彼女を連れて自分の世界に戻らねばならないはずだ。それでも彼女と手を繋いだその感覚はあまりに完全すぎた。たぶん、現実の遙花と抱き合ったとしても得られない一体感。こうして手を繋いでいるだけで、ふたりは同じデータを共有している。

「なんで俺の言うことを聞いてくれた？」

　歩きながら前まえ田だが聞いた。オウメ街道沿いに歩き続け、もうすぐハンゾウモンの皇居付近だった。

「わかりません」

　ハルカは首を振った。前田はある程度の事情を彼女に話していた。ただし、交換相手が現実の遙花はるかであることは言っていない。それどころか、ほとんど会話もしないままこうして歩いているのだった。昔の遙花のデータとはいっても、前田のことを憶えているわけではなかった。やはり遙花のデータを引き継いでいるとはいえ、剥はく離りのショックで情報はばらばらになっているのだ。

「私はこの世界に偶然生まれたデータなのでしょう。でも、なんとなく憶おぼえていることがあるんです」

　ハルカは立ち止まりこちらを向いた。

「ざわめきが消え、周囲の光が薄れていく。目の前に誰かがいて、こっちに手を伸ばしているけど私の体は動かない。体は沈んでいき、視界も暗くなって私はどこにいるのかわからなくなる。まだ消えないで、って思ったけど、すべては消えて完全に暗くら闇やみに……」

　剥離するときの記憶だろうか。彼女を元の世界に戻してやるにはどうすればいいのかと考えた。マドカの言うように、交こう渉しよう後を狙ねらえばいいのかもしれないが、厳重に保護されるだろうハルカに接触できる機会がない可能性がある。何より、せっかく取り戻したハルカを誰の手にも渡したくなかった。

　つまりマドカとの交渉の隙すきを突つくしかなかった。交換に応じる振りをして、遙花を元に戻すのだ。剥離したデータを再び合わせる。しかし、そんなことが可能だろうか。あのストライカーの女王を出し抜くことなどできるのか……。

　前田はハルカの手を握りながら歩き続けた。もうすぐ臨りん海かい地区となるが、どうすればいいのか結論が出なかった。この自分の無力さは罪だ。世界において弱さは完全な罪悪なのだ。社会的弱者の私たちにもっと権利を……。そんな言葉は、似え非せの正義を振りかざした薄っぺらいものにすぎない。自分自身の運命を変えるためには、相応の力が必要だ。

　道路はオレンジ色の街灯と月明かりを反射させ妖あやしく光っている。歩くふたりの影だけが動いていた。前田は歩きながら迷っていた。このまま彼女の手を引いて逃げる選択もあった。スフィアワールドは復活しているのだ。彼女を安全な場所に隠かくして、夜ごとに密会することだって可能なのだ。

「どうしました？」

　足を止めた前田に、ハルカが小首を傾かしげてみせた。前田はただ首を振った。左手には未いまだに巨大なツタに絡からみつかれたままの東京タワーが見えた。そして正面にはレインボーブリッジがある。あれを渡れば臨海地区となる。

　橋を渡ってしまえば後戻りできなくなる。前まえ田だはハルカの手を握ったまま、ただ立ち尽つくした。どうすればいいのか……。

　ふと顔を上げると、こちらに向かって歩いてくる人影が道路にあった。

「先せん輩ぱい、遅いですよ」

　その人影は雪ゆき村むらだった。

「雪村、どうしてここに？」

「どうしてここに、じゃないですよ。僕らも手伝いますよ」

　雪村が視線を背後に向けた。そこには街灯に寄りかかるようにして立っている悠ゆ羽う美みの姿もあった。悠羽美はストライカー用のコスチューム姿だ。

「でも、これは個人的な問題になるから……」

　元の遙花はるかに戻したいのは前田のわがままだった。そんな個人的事情で雪村たちを危険な目に遭あわせるわけにはいかない。ＳＳやストライカーとして何ら関連もないことなのだ。

「先輩は僕らがいないと何もできませんからね」

　雪村は平然と言った。

「遙花ちゃんはサークルの部長だから。あなたのためじゃないわ」

　悠羽美が歩み寄ってくる。

「こんなことで楽しいサークル活動を終わらせるわけにはいきません。僕は結構あのサークルが気に入ってるんですから」

　前田は朝日に目を細める。海がキラキラと輝いている。朝日に反応して、東京タワーに絡からまるツタのつぼみが一斉に開き赤い花を咲かせた。
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「交換場所はこのホテルの屋上なんだ」

　前田は雪村の持つデジタルマップを指さした。デジタルマップは直接システムと繋つながっているので、随ずい時じ情報が更新され、スフィア最盛期ではサバイバルゲームのアイテムとして重宝されたものだ。

「そこはギリギリ地続きですから行けますね」

　雪村は今まで崩ほう壊かいしているオダイバ周辺を調査していたようだった。

　ハルカは海辺のベンチにじっと座っている。もともと追われていることは知っているが、自分が何の意味を持っているかには気づいていない。こうして前田についてきてくれたのは、やはり遙花の記憶と感情が理由なのだろう。このアバターには、現実の遙花が失った前田へ向ける想おもいが詰まっているはずだった。

「この臨りん海かいエリアは中央に亀き裂れつが入ってて、もう自由に移動できません。だから、もしもお台場でログインする場合は気をつけないといけませんよ。ログインできても、ログアウト用の公衆電話がないケースも出てきます」

　基本的にログインはその座ざ標ひようから半径五メートル以内の場所に出ることになる。しかし、ログアウトには公衆電話が必要だ。もしもログインした場所が孤立しており、電話機からログアウトできないシチュエーションだった場合はゲームオーバーだ。

「このエリアは今でもゆっくりと崩ほう壊かいし続けていますから、用が済んだらできるだけ早く退避したほうがいいですね。だからこそマドカもこの場所を選んだのかも。時間のカセがあったほうが交こう渉しようはスムーズですから」

　このスフィアの街は情報の連れん鎖さで構成されている。カスケードは街ごと破は壊かいしたわけではなく、データにほんのちょっとの損そん傷しようを与えただけなのだ。しかし、いったん情報に傷ができると、その傷を埋めようとさらに他の情報に矛盾が生じることになる。このようにして、繁はん栄えいを誇ったスフィアワールドは崩壊してしまったのだ。

「この交渉の隙すきを突ついて遙花はるかを戻したい。そのためにはマドカをどうにかする必要がある」

　前まえ田だはちらりと悠ゆ羽う美みを見た。

「できる限りは、やる」

　悠羽美は言った。ストライカーにはストライカーが必要だった。たとえ勝てなくても、時間を作る必要があった。

「このホテル、先に僕が侵しん入にゆうして調べておきます。建物の中に敵を忍ばせている可能性がありますからね。……データが来ました」

　雪ゆき村むらがモバイル画面を見せた。湾わん岸がんエリアの簡易マップが映っている。ＳＳだけが持てるハザード用のアプリケーションだった。マップを見ると黒く塗りつぶされた場所が多い。そこは街のデータが崩壊していることを表現しており移動は不可能となる。そのバグに触れようものなら、前田自身も街同様に消しよう滅めつすることだろう。

「問題は相手の戦力だよな」

　マドカサイドはどれほどの人員を用意するのか。

「スフィア最盛期にはマドカ親しん衛えい隊たいが乱立してましたからね。それらのユーザーを集めてくるかもしれません」

　マドカの裏切りも考えねばならなかった。トップストライカーの称しよう号ごうをほしいままにしていた遙花は、マドカにとって恨うらみの対象だった可能性がある。そして、今後スフィアワールドが復ふつ興こうしていく場合、遙花の復活は必ず阻そ止しするはずだ。

「とにかく遙花を中心に考えよう。アバターのハルカも守り、現実の遙花もそうだ」

　彼女たちはふたりでひとつなのだ。

「必ず元の姿に戻してやる」

「元の姿？」

　ハルカは首を傾かしげてみせた。

「そうだ。君は俺たちと同じ人間だ。こんな場所にいちゃいけない」

「人間ですか」

「そう。そして必ず元の世界に連れて帰る」

　もう同じ失敗はしない。前まえ田だはそう決意をした。







　時間は進み、朝日は高く昇り再び海に沈み始める。スフィアに夜が近づく。

「……ちょうど夕日が見えますね」

　前田の隣となりでハルカが金色に光る海を見つめていた。

「あまり近づくと危ないよ」

　前田とハルカはホテルの屋上に立っていた。中央に円形プレート状のヘリポートがあり、屋上緑化を推すい進しんしているのか青々とした芝しば生ふが敷しき詰つめてあった。ここが交こう渉しようの場所だ。雪ゆき村むらがホテル内を調査したが、特に敵は潜ひそんでいないようだ。

　ホテルの屋上から湾わん岸がん地区が見渡せる。崩ほう壊かいのペースは落ちることなく進んでいた。大地はバグデータにより真っ黒いタール状に変化している。ゆりかもめのモノレール高こう架かは崩くずれ落ちており、しばらくすればこのホテルも瓦が解かいすることだろう。

　約束の時間まであと十分ほどだ。しかし、マドカが現れる様よう子すはない。雪村から合図がないところを見ると、ホテルにも入っていないようだ。このままでは約束の時間に間に合わない。このまま時間がすり減へれば交渉は不可能となる。

「大きな鳥」

　前田の気持ちを知らずにハルカは空を見てはしゃいでいる。どこからか甲高い金属音が聞こえ、前田は顔をしかめる。そして、ハルカの視線の先を追いはっとした。

「鳥じゃない。仮か想そう世界に鳥はいない」

　前田は急いでハルカに駆かけ寄り手を取った。耳をつんざく大音響が空間に響いている。ヘリコプターが仮想の空を飛んでいる。スフィアワールドにヘリコプターが存在したのだ。それも軍用ヘリだ。あれだけの精せい密みつな機械を再現するには、どれほどの情報量が必要となるのだ。

　ヘリコプターはさらに近づき、ホテルの上でホバリングしている。スフィアバブル期の遺産だ。莫ばく大だいなメモリーをつぎ込んであのような乗り物を作っていた。そして、マドカの手に渡っていたのだろう。

　宙に浮かぶヘリコプターからひらりと何かが舞った。真っ白なコスチューム姿のマドカがスタンと屋上のヘリポートに舞い降りたのだ。

「ぴったり午後六時」

　マドカがにこりと笑いハルカを見た。

「約束どおり連れてきたわね」

「その場を動くな。まずは遙花はるかを見せろ」

　前まえ田だはハルカの手を握りながら言った。

「遙花？　ここには連れてこなかった。だって、間違って戻っちゃったら困るじゃない」

「約束が違うぞ」

「いいえ、約束は彼女の隠かくし場所を教えるということだった。それを渡したら居場所を教えてあげるから迎えに行きなさい」

　マドカはこちらに手を差しだした。

「先に居場所を教えろ。それだけは譲ゆずれない」

「強気に出られる立場？　あなただけなら三十秒で殺せる」

「だったら最低の約束は守れ。お前は次に企業にハルカを売りつけるっていう大きな交こう渉しようが控ひかえているんだろ。ここでのルール違反は後の交渉に支障をきたすはず」

　前田はマドカの視線を正面から受け止めた。しばらく鋭い視線を向けていたマドカだったが、ふと表情を緩ゆるめた。

「交渉上じよう手ずね、わかった。遙花の居場所を教えてあげる」

　マドカは背後を指さした。そこには崩ほう壊かいした街が広がっている。

「……まさか」

　前田はマドカを睨にらみつけた。

「そんな顔しないで。大切な人質は殺したりしないわ。正確にいうとパレットタウンに遙花を置いてきたの。ほら、まだ半分ぐらいしか崩壊していないでしょ。だから生きている。証しよう拠こに強制ログアウトだってしていないはず。まあ、近くの電話機もすべて壊こわしておいたけど」

　やはりマドカは遙花に個人的な恨うらみを持っていたのだ。遙花を生かして返す気はなかった。

「ルール違反だな。明らかにルールを破は棄きしたのはお前のほうだ」

　前田はハルカの手を引き後ろに下がった。

「約束は守ってもらうけどね。一歩でも動いたら、私の合図で、バーンよ」

　マドカは頭上を向いた。ヘリから迷めい彩さい服ふくのユーザーたちが銃じゆうを構えて狙ねらいをつけている。この屋上には隠れる場所がほとんどない。だからこそ、ここを交渉場所に選んだのだ。

「そしてこのホテルの出入り口も、数十人ほどで固めている。それを置いて逃げだすなら見み逃のがしてあげる。さっさと遙花を迎えにいくことね。間に合えばの話だけど」

「それ以上近寄るな」

「いいえ、交渉決けつ裂れつしたもの。私はほしいものは強引に奪うばうだけ」

　マドカは歩み寄りながらくすっと笑った。

「それは仮か想そうと現実を結ぶ突然変異のデータでできている。企業の研究のためにばらばらに分解されることになるわ。だから、もうあなたの大好きな遙花は戻らない」

「馬ば鹿かな、絶対にそんなことはさせない」

「安心して。まずはあなたよ。私がばらばらに分解してスフィアの霧きりにしてあげる」

「ばらばらになるのは、あなたよ」

　ペリポートに跳とび乗った影があった。それは屋上に身を隠かくしていた悠ゆ羽う美みだった。

「……あら、悠羽美。やっぱりいたわね」

　マドカが首をすくめてみせた。

「ターゲットを確保するのは、スフィアワールド復ふつ興こうのためじゃなかったの？」

　悠羽美はマドカと対たい峙じする。

「残念だけど興味ないの。ワールドの復興なんて数年単位でかかっちゃう。だったら、素直に現実の生活を向上させた方がいいでしょ。そうじゃない？」

「この世界はただの仮か想そうだとは思ってない。遙花はるかちゃんだって現実のどんなアイドル以上にキラキラと輝いていた。そんな遙花ちゃんに手は出させない」

「ずいぶんくだらない世界に感情移入しているのね」

　マドカは悠羽美を睨にらみつけてから、頭上のヘリコプターを見た。

「のこのこ出てきて、蜂はちの巣すになって死になさい。空からの攻こう撃げきはどうにもならないでしょ」

　それでも悠羽美は平然と立っている。

「ブランクで私に勝てないから？」

「私がやる必要がないだけ」

「ヘリや出入り口を固めているユーザーはあなたのファンでしょ？　でも疑ってる。もうストライカーとしての能力はないんじゃないかって」

「あなたなんて左手一本で倒せるわよ」

「そう、じゃあやってみたら。本当にできるんならね」

　ヘリコプターから銃じゆうを構えるユーザーたちは明らかに戦いを期待していた。彼らはプロの傭よう兵へいなどではなくマドカのファンだからだ。そんな期待のこもった視線を見て、マドカは小さくため息をついた。

「上う手まくやったつもり？　でも違う。私と一対一で戦うことになった時点で失敗なの。あなたは私には永遠に追いつかない。一分で殺してあげる」

　マドカは上着を脱ぎ捨てた。下にはレザーの戦せん闘とうコスチュームを着ており、胸には星のアクセサリーがびっしりと五十個付いていた。

　前まえ田だは隙すきを見て逃げようと考えていたが、ヘリのユーザーが前田に照しよう準じゆんを合わせている。しっかりとマークされて動けなかった。

「死んで地味な高校生に戻りなさい。どうせ勉強ばっかりのガリ勉でしょ」

　マドカはオレンジ色のフェイスガードを装そう着ちやくした。

「あなたこそ、お気楽な女子大生に戻ればいい。どうせ合コンばっかり、でしょ」

　悠ゆ羽う美みは繭まゆ子こが用意したコスチュームのままだ。重装備のマドカとは違い、悠羽美はできるだけ情報を排はい除じよしている。

　ふたりはヘリポートの上でじっと睨にらみ合う。攻こう撃げき的なデータに空間が歪ゆがんだ気がした。

　前まえ田だはふたりの対決をよそに焦じれていた。遠くに見えるのはパレットタウンの観かん覧らん車しやだ。しかし、その観覧車は前田の見ている前でぐらりと傾いた。

「ああ……」

　前田はうめき声を漏もらした。あのエリアには遙花はるかがいるのだ。早く助けに行かなければ、取り返しのつかないことになる。いや、この崩ほう壊かいに巻き込まれる可能性も……。

　観覧車のカゴがぐらぐらと揺ゆれている。悲鳴を飲み込む前田の視界の中で、観覧車は残酷にも倒れていく。観覧車がスローモーションのように横倒しになる光景は、街の絶ぜつ叫きようのように感じられた。地響きがここまで伝わりずしんと足あし下もとが揺れた。

　その瞬しゆん間かん、ふたりは突つっ込んでいた。ばしっと音がして悠羽美の銀ぎん髪ぱつが弾はじけ散った。距離を取った悠羽美だったが、ツーっと口から血が流れ落ちる。マドカのパンチを食らってしまったのだ。それを見てマドカがにやりと笑う。

「相変わらず、のろまね」

「あなたこそ」

　悠羽美は握っていた星のアクセサリーを地面に落として踏みつぶした。マドカが五十個つけていたアクセサリーが数個ほどねじり取られていた。

「ふうん、少しは動けるのね」

　マドカはさらにスピードを上げる。マドカの細かいパンチに悠羽美は次第に防戦一方になっていく。激しいジャブに悠羽美のガードが少しだけ開いた。その隙すきを突いてマドカがストレートのパンチを撃うち込む。しかし、それを見越していた悠羽美は打撃をかいくぐり、マドカの腰こしにタックルを仕し掛かけた。

「ああっ」

　だが、悠羽美が悲鳴を上げて後退する。マドカの膝ひざがドンピシャのタイミングで入ってしまった。額ひたいから真っ赤な血が流れる。マドカはさらに追撃し、激しい打撃を悠羽美に撃ち込んだ。悠羽美はそれをこらえて渾こん身しんのフックを放はなつ。しかし、マドカに距離を取られて悠羽美の拳こぶしは轟ごう音おんを立てて空転した。

「少しは私を楽しませてよ、高たか橋はし悠羽美」

　マドカは肩に掛かかった髪かみをさらりと払った。

「一分じゃ、殺せなかったわ」

　悠羽美は額の血を指でぬぐい首を振ってみせた。マドカは不快そうな表情で睨にらみつけていたが、不意に表情を緩ゆるめた。

「ねえ、憶おぼえてる？　あなたが銀髪になったときのこと。ストライカーたちでカスケード討とう伐ばつをすることになったときのことよね」

　マドカは声のトーンを落として悠ゆ羽う美みに囁ささやく。

「それが？」

「討とう伐ばつチームを組んでカスケードの排はい除じよに向かったけど、あなたはのこのこと逃げ帰ったというやつ。あなたは仲間たちを見殺しにして生き残ったの」

　悠羽美の銀ぎん髪ぱつと赤い瞳ひとみはバグなのだ。カスケードという狂ったデータに接触したために、この世界での髪と瞳の色素データが壊こわれてしまった。

「……私のせいじゃない」

「そうよ、あなたのせいじゃないわ」

　ぐっと唇くちびるを噛かむ悠羽美に、マドカは首を振ってみせた。

「私はその現場に行ってみたの。そうしたらさすが有能ストライカーたち、カスケードと戦っても瀕ひん死し状態で生きていたのがほとんどだった。そこで思ったの。ここにいるストライカーたちが死んだら、私のライバルをごっそりと消すことができるって」

「まさか……」

「ええ、そうよ。私のことにも気づかないほど混乱しているようだったから……星にした」

　マドカは胸の星マークを指さし微笑ほほえんだ。

「高たか橋はし、落ち着け！」

　前まえ田だは叫んだ。しかし悠羽美に声は届かない。悠羽美は怒りのあまり自らの情報を乱していた。銀髪はゆらゆらと逆さか立だち、瞳は赤く燃え上がり、額ひたいの血は蒸発した。次の瞬しゆん間かん、悠羽美は直線的にマドカに突つっ込んでいった。

　だが、強引な悠羽美の打だ撃げきは空から振ぶりし、カウンターでマドカの膝ひざが悠羽美の腹部に直撃した。悠羽美は膝を折ってその場に崩くずれ落ちる。床に手をついた悠羽美は口からぼたぼたと血を垂たれ流していた。

「勝負あったわね。戦いで熱くなっちゃだめじゃない」

　マドカは不ふ敵てきに笑い、頭上を飛ぶヘリに視線を向けた。自分の取り巻きにアピールしている。

「殺したのは本当だけど、どうせワールドは終わりだったわ」

　前田はハルカの手を握ったまま立ち尽つくしていた。最後までマドカに隙すきがなかった。マドカは前田の動きに注意を向けながら悠羽美と戦っていたのだ。やはりストライカーの女王は格が違った。

「謝あやまるなら殺さないであげる。チームからあなたを追放したのも、別にあなたのこと嫌きらいだからじゃなかったのよ。でも、あなたってうちのチームにいながらも、キラキラした眼差しで遙花を見ているんだもの。少し妬やいちゃっていたの、かも」

　マドカは勝利宣言をしてから前田に視線を向けた。こちらに歩み寄ってくるマドカを前に、前田は動けなかった。少しでも動いたら殺されると思った。

　──ここまでか。こうなってはもうどうすることもできない。こうして取り戻したはずのハルカを再び失うことに……。

「……ごめんなさい」

　小さな声が聞こえた。

「えっ」

　マドカが意外そうに振り返る。そこには体を震ふるわす悠ゆ羽う美みがいた。

「あのとき、私は逃げちゃった」

　悠羽美は泣いていた。

「……悠羽美」

　マドカは少しだけ困こん惑わくした表情を見せた。

「みんなを見捨てて逃げたの。死ぬのが怖くて電話機に手をかけた。受話器からは、東京に戻りますかって……」

「もう終わったことよ。忘れなさい」

「もしもあのとき、受話器にイエスと答えなかったら助けられてたかもしれない。きっと遙花はるかちゃんはあんなことにならなかった」

　悠羽美はよろめきながらも立ちあがった。

「やめて。遙花のことはもういいじゃない」

「ここで見捨てたら、また同じことになるから……」

　立ちあがった悠羽美はコスチュームを脱ぎ始めた。もともと生地の少ない上半身のコスチュームを脱ぎ捨てる。

「な、何をやってるの？」

　唖あ然ぜんとするマドカをよそに、悠羽美はすとんと足下にスカートを落とした。ヘリコプターが高度を下げた。ユーザーたちが悠羽美を見ようと近寄ってきたのだ。

　悠羽美は大きく息を吐はきだすと、マドカに向かって突とつ進しんした。呆ぼう然ぜんと立っていたマドカだったが、我に返ってファイティングポーズを取る。同時に頭上で轟ごう音おんが響いた。ヘリコプターがバランスを崩くずして煙を吐き、一いつ瞬しゆんだけマドカの注意が逸それた。

　悠羽美は渾こん身しんの一いち撃げきをマドカの顔面に叩たたき込んだ。

　ぱらぱらと破は片へんが降ってくる。マドカのフェイスガードが粉ふん砕さいされたのだ。彼女の体はクラッシュしたレーシングカーのように吹っ飛びヘリポートを転ころがる。

「先せん輩ぱい、早く！」

　出入り口で自動小しよう銃じゆうを構えていた雪ゆき村むらが叫んだ。ヘリが無防備に低くホバリングしていた隙すきを狙ったのだ。

　前まえ田だはマドカが吹っ飛んだと同時に走りだしていた。初めて見せたマドカの隙だった。ヘリのユーザーも前田から照しよう準じゆんを外はずしている。出入り口まで距離はあったが、前田はハルカの手を引き全速力で走る。

　前まえ田だの動きに気づいたヘリコプターが、出入り口を押おさえるべくこちらへ突つっ込んできた。前田の背中にいくつもの銃じゆう口こうが向けられる。

　再び轟ごう音おんが響いた。振り返るとヘリコプターが煙を吐はきながら失速していた。莫ばく大だいな情報を抱かかえているぶん、いったん乱れが出ると制せい御ぎよが利きかないのだ。

「行きましょう。必ず無事にホテルから出してみせます」

　雪ゆき村むらが銃を構えて走っていく。

　屋上を振り返るとこくんと悠ゆ羽う美みがうなずいたのが見えた。前田は悠羽美にうなずき返してから、出入り口をくぐった。目指すは遙花はるかだった。
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　ドシンと鈍い振動が響いた。

　墜つい落らくしたヘリコプターが屋上の縁ふちにぶつかったのだ。爆ばく発はつなどはしない。ヘリのデータは輪切りされたタマネギのように細切れになって落下していく。回転していたプロペラだけが外はずれ、仮か想そう世界の大空に飛んでいった。

　悠羽美は前田たちが逃げていったのを確認してからマドカに向き直る。口を血で真まっ赤かにしたマドカがよろめきながら立ちあがるのが見えた。まだ右みぎ拳こぶしにはマドカの顔面を粉ふん砕さいした心地よい痺しびれが残っていた。

「もうやめて。あなたの目的は失敗した」

　悠羽美はそう言ったが、マドカは鬼おにの形ぎよう相そうで襲おそいかかってくる。悠羽美はパンチで迎げい撃げきしたが、それをかわしたマドカは悠羽美の腰こしにタックルを仕し掛かけた。悠羽美は足を踏ん張ると、渾こん身しんの力を振り絞しぼりマドカの体を持ち上げる。

「ああっ」

　マドカが悲鳴を上げた。悠羽美はマドカの体を逆さかさに持ち上げると、そのまま頭から叩たたきつけるパワーボムを繰りだした。ずしんとマドカの体はコンクリートに首から墜落した。

「……殺してやる」

　マドカはそれでも立ちあがった。怒りのデータで体を動かしていた。強きよう烈れつな感情データは損そん傷しようした体すら動かせるのだ。しかし、それ故ゆえに暴ぼう走そうしやすい。

　血まみれのマドカが悠羽美に向かってきた瞬しゆん間かん、ホテルのビルががくんと揺ゆれた。バランスを崩くずしたマドカは一瞬だけ棒ぼう立だちになる。その瞬間を逃のがさず、悠羽美は渾身のストレートをマドカの心臓に撃うち込んだ。ボディデータが粉ふん砕さいされる感触が拳に伝わった。

　再びホテルが傾いた。ホテルだけではなかった。この周辺ごと崩ほう壊かいが進んでいるのだ。カスケードのバグは臨りん海かい地区全体に広がっている。

　見るとマドカが血まみれで突っ立っていた。すでに体が動かず、バランスを取るだけで精せいいっぱいのようだった。電池の切れたようなマドカはよたよたと後ずさりし始めた。ビルの傾斜によろめいている。

　マドカの背後は、先ほどヘリコプターが墜つい落らくしており鉄てつ柵さくも破は壊かいされていた。そんな大穴に彼女は吸い込まれるように後退する。悠ゆ羽う美みは瀕ひん死しのマドカに近づいていった。冷たく視線を向ける悠羽美に、マドカは怯おびえたような表情を浮かべた。

　悠羽美はマドカに手を伸ばす。

「……危ないよ、フィフティ」

　転落寸前のマドカの手をつかんでやった。彼女の背後は損そん壊しており、遙はるか下に海が見えた。

「ゆ、悠羽美……私……」

　マドカはゴホッと血を吐はきながら、何か言いたそうに唇くちびるを動かした。

「あっ」

　血で悠羽美の握る手がずるりと滑すべった。もう一度コスチュームの胸元をつかみ直したが、今度は胸の星のアクセサリーが外はずれてしまい、マドカの体は宙に投げだされた。悠羽美はさらに手を差しだしたが、手はマドカの指をかすめて空を切る。マドカの体は海へと墜落していった。

　悠羽美は手に残された数個の星のアクセサリーをじっと眺ながめた。空に星がきらめき始めたが、東京の星よりも手のひらの血に濡ぬれた星のほうが光を放はなっていた。

[image: ]

「なんでこんな星集めに必死になっていたの？　こんなのがなければ、私たちは友達になれたかもしれなかった」

　所しよ詮せんこの世界のすべては数字で構成されたデータなのだ。ではこの世界で痛みや苦しさを感じてしまうはどういうことなのだろうか。悠ゆ羽う美みは握っていた星を投げ捨てた。データの海へ落ちていくシューティングスターだった。

　空を見上げると流れ星が見えた。
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　激しい銃じゆう声せいが鳴り響く。飛び交かう無む秩ちつ序じよな弾だん丸がんは空間のデータを乱していた。

　前まえ田だはハルカを守りながらホテルを走っていた。横では雪ゆき村むらが必死の形ぎよう相そうで銃を乱射していた。数発被ひ弾したらしく、雪村の迷めい彩さい服ふくは血が滲にじんでいる。

　前田もハルカを守り被弾していた。仮か想そう世界で痛みを感じ始めていた。偽にせ物ものの世界にのめり込みすぎて、脳が現実と錯さつ覚かくしているのだ。感覚のフィードバックだ。腹から流れる血を現実だと認識し痛みを発している。

「急ぎましょう。もうすぐまずいことになります」

　雪村はちらりとモバイル画面を確認しながら銃を撃うつ。マドカ親しん衛えい隊たいのユーザーは彼女の言いつけを守ってしっかりと出口を固めていた。マドカ対悠羽美の結末はどうなっただろうか。そんなことを思ったが、体をかすめる銃弾に思考は吹き飛んだ。

　前田はハルカの体を銃弾にさらさないよう気をつけロビーへの階段へと向かう。しかし、一階のロビーには大量の迷彩服がおり、一いつ斉せいに前田たちに発はつ砲ぽうした。ただし、ハルカを殺してはいけないと言われているらしく遠慮がちな射しや撃げきだった。

　そのとき床がぐらりと揺ゆれ、ホテル全体が傾いた。一いつ瞬しゆん銃撃が止んだ隙すきを狙ねらい、雪村が階段を走り降りながら銃撃する。革かわ張ばりのソファに隠かくれていた迷彩服が胸を撃たれ、尻しり餅もちをつくようにして崩くずれ落ちた。流れ弾だまが当たり、天井にぶら下がっていたシャンデリアが落下する。床に激げき突とつしたシャンデリアは細かく粉ふん砕さいされて霧きりのように散った。

　前田はそんな混乱した空間を走る。銃弾をかいくぐりハルカの手を引きエントランスから外へと飛びだす──。

「うわ……」

　前田は外に立って唖あ然ぜんとした。臨りん海かい地区の崩ほう壊かいがさらに進んでいた。道路は嵐の海のようにうねっており亀き裂れつが走っている。ゆりかもめの高こう架かはすべて崩れ落ち、あたりには真っ黒なタールのような液体が溢あふれていた。大量の蜘蛛ウエブが修しゆう復ふくに走り回っていたが、黒い液体に飲み込まれ消しよう滅めつしていく。街の崩壊は小さな蜘蛛ウエブでは止められない。

「先せん輩ぱい、急いで」

　背後を振り返りどきりとする。雪ゆき村むらの迷彩服が血で赤黒く染そまっていた。

「おい、大丈夫か？」

「僕のことはいいですから」

　雪村はデジタルマップを見ながら走りだした。前まえ田だもそれに続く。ハルカは困こん惑わくした表情をしながらも手を引かれるままついてくる。

「あの黒いどろどろに触れてはいけません。あれはデータのバグそのものです。触れた瞬しゆん間かんに体のデータが狂くるってしまいます」

　雪村は真っ黒なバグデータを迂う回かいする。目指すはパレットタウンだった。しかし、そのシンボルだった大だい観かん覧らん車しやはすでに倒とう壊かいしている。早く行かねば、遙花はるかも崩ほう壊に巻き込まれてしまう。前田たちはまだ被害の少ない遊歩道を走る。正面に見えるテレコムセンタービルが海側にゆっくりと倒れていくのが見えた。巨大な逆Ｕ字型のビルが海に沈んでいく……。

　急ピッチの崩壊に焦る前田の横で、何な故ぜか雪村が足を止めていた。

「どうした、雪村。傷がひどくて走れないか？」

　呆ぼう然ぜんと突つっ立つ雪村はただ首を振るだけだった。

「まさか、崩くずれた？」

　遙花のいるパレットタウンが沈んでしまったというのか。

「まだ大丈夫です。でも、もう道がなくなりました……」

　雪村がマップを見せる。バグによって遙花のいるエリアはざっくりと寸断されていた。

「……そんな、どっか抜け道はあるだろ」

　前田は雪村の肩を揺ゆすったが、雪村は首を振る。

「もうバグに完全に囲まれてます」

　前田の頭が真まっ白しろになった。仮か想そう世界で意識を失いそうになる。ここまできてこんなエンディングを迎えろというのか。そんなことを認めるわけにはいかない。前田はきりきと痛む頭を必死で働かせた。何か方法はあるはずなのだ……。

「……とりあえず現実の遙花を逃がす。扉から現実に逃がすんだ」

　元に戻すのは今でなくてもいいのだ。とりあえず避難を優先する。

「もう遙花さんのいるエリアに電話機はありません。もう現実に戻れないんです」

　息苦しかった。この世界の酸素を吸っているわけではないのに、何な故ぜこれほどに呼吸が苦しいのか。

「そうだ。俺たちがいったんハルカを連れてログアウトする。そして、パレットタウン近くのログインポイントから入ればいいんだ。つまり俺たちが遙花の下もとに行けばいい」

　雪村は首を振り、前田が手を繋つなぐハルカに視線を向ける。

「彼女はどうします？　彼女は僕らと違って現実の体を持っていません。どうやって現実の世界にログアウトするんですか……」

　雪ゆき村むらは呆ぼう然ぜんと下を向いた。

「なんか方法はあるだろ。いや、絶対あるはずだ。なあ、そうだろ」

　しかし雪村は返事をしない。

「なんだよ。なんだよ、ここまできて……」

　前まえ田だは頭上を見上げた。こんなときでもスフィアの空は晴れている。悲しいほどに月は光を放はなっている。ああ、なんでこんなことに……。

「……こんなはずじゃなかったのに」

　前田はハルカの手を強く握ってやった。これでは彼女は永遠にこの世界に閉じ込められることになる。現実の風や雨を浴びて心を動かすことはできないのだ。前田にとっても青あお原ばら遙花はるかは永遠に失われる……。

「よくやってくれた」

　滲にじんだ視界に女性の姿が映うつった。目をこすって見ると、崩ほう壊かいする街に立っていたのは繭まゆ子こだった。繭子はデニムスカートのポケットに手を突つっ込みこちらを向いている。

「いい結果だった。お前たちは私の予想した以上の成果を上げてくれたぞ」

　繭子はそう言いにやりと笑った。

「やっかいなアクションを起こそうとしていたマドカたちは排はい除じよできた。あとは、それを安全な場所に退たい避ひさせろ。これで、今後のスフィア再生の主導権は私が握れる」

　前田は愕がく然と繭子を見た。これがいい結果だと？

「何か不満があるか？　どちらにしろ、もう戻すのは無理だろう。それだったら、私のような純真な目的を持った人間が彼女を管理するべきだ。お前もそのほうが安心だろ。働いてくれたお礼に、いつでも会わしてやる」

「なに言ってるんだ。こんなの違うだろ！」

　前田は繭子に詰つめ寄った。しかし、繭子は平然としている。

「私に怒りをぶつける前に自分の無力さを責めるんだな。チャンスはあったはずだ。もしも遙花を元に戻せたなら、私も邪じや魔まはしなかった。しかし、お前は失敗したんだ。これは紛まぎれもなく正論だ」

「協力してくれるって言っただろ。こんなのおかしい」

「それは微二妙ユなア相ン違スだな。雪村、彼女を連れて退避するぞ」

　繭子が言ったが、前田はハルカの手を離さなかった。

「助けてくれたっていいじゃないか。困ってる俺を見捨てるんならこっちにも考えがあるぞ。もう先せん輩ぱい扱あつかいしないし、学校にも行かないし口も聞いてやらない。誕生日プレゼントにあげたボールペンも返せよな」

「……前田、いいかげんにしないか。もうどうにもならない」

「違う。絶対に何か方法があるはずだ。でも繭子さんは隠かくしてる。そういうときって、右目だけ瞬まばたきが多くなるじゃないか。繭まゆ子こさんはそれでいいのか？　遙花はるかは繭子さんにとっても大切な後こう輩はいじゃないか。戻してやりたいと思わないのか？」

「ただの学校の先輩後輩にすぎないよ」

「そんなの噓うそだ。遙花だけとは一いつ緒しよに出かけたりしてたくせに。そして、記憶を失った遙花をなんとか戻そうともしてただろ」

「……私はもう今の遙花を受け入れている。それが本物だと。過去の遙花はすでに存在していないと考えた」

　繭子はほんの少しだけ寂さびしげに見えた。

「じゃああのときの関係は偽にせ物ものだったんだよな。遙花と一緒にスフィアで活動したことも、現実で一緒に買い物に行ったりしたのもそうだ。繭子さんはどうでもよかった。ただ、遙花を利用していただけだ」

　前まえ田だは崩ほう壊かいする東京の中でまくし立てた。

「きっと遙花も繭子さんのこと好きじゃなかった。ストライカーとしてきわどいコスチュームを着させられて困ってたし、一緒に買い物に行けば、後半はアパレルやブランドの経営論とかを延々と聞かせられたって。ああ、でも、いつも聞いている振りして聞き流してたって言ってたぞ。他にも、遊園地に行ったら意外にはしゃいでたとか、カラオケでアイドル系歌ってたとか、悪口ばっか言ってたからな……」

　前田が擦かすれる怒ど声せいを上げる横で、ハルカが困ったように立っている。

「何を言ってるんだ、お前は……」

　繭子はつぶやいてからパレットタウン方向を見た。そこは急速に真っ黒なバグに浸しん食しよくされている。しばらく沈黙が続き、繭子はすっとハルカに視線を戻した。

「君はどうしたい？」

　繭子は聞いた。

「私は……」

「いや、いい。君に選択させてやる」

　繭子は首を振って返事を遮さえぎった。

「助けてくれるのか？」

　前田は顔を上げた。

「助けられるかはわからないが、確かに可能性はまだある」

　繭子は仕方なさそうに言った。

「ヘリコプターがあるとか？　だったら、さっきは言いすぎた」

「残念だが、あんな莫ばく大だいなメモリーを使う道具はもう存在しない。しかし、ひとつだけ方法は残されている。成功する確率は少ないが、それでもやるか？」

　前田はうなずいた。当然だった、どんなに低い可能性でもやるしかない。

「こっちだ」

　繭まゆ子こは遊歩道を歩いていく。前まえ田だたちもそれに続く。繭子が向かっているのは崩ほう壊かい寸前の建物だった。ガラス張りのあの建物はオダイバ科学館だ。

「スフィアワールドはユーザーが遊ぶほかにもうひとつ利用価値があった。それは人工知能の向上だ。このワールドで活動させることにより、学習させていた」

　繭子は科学館の中に入っていく。足あし下もとは砕くだけたガラスの破は片へんで覆おおわれている。この建物自体もいつ崩くずれてもおかしくない。

「つまり、ＡＩをワールドにログインさせていた」

「……なるほど」

　雪ゆき村むらは察したようだった。

「雪村、あの装置だ。赤ランプが点灯したら準備オーケーだ」

「わかりました」

　雪村は繭子にうなずいた。

「そして私と前田はログアウトをする」

　繭子は前田を向いた。

「ログアウトするって……」

「いいから、ログアウトしたら現実のここで待ち合わせだ。全速力で走ってこい。そして君」

　繭子はハルカに言った。

「はい？」

「雪村の説明を聞くんだ、わかったね。ただし、君の意思次第だ。やるやらないは君の自由で、嫌いやだったら雪村とともにここから退避するんだ」

　ハルカは繭子の言葉にこくんとうなずいた。前田はそんな彼女を見て少しだけ迷った。こんな場所に置いていき、自分だけログアウトしていいものか。

「行くぞ、すぐにここに来るんだぞ」

　繭子が走りだしたので前田も仕方なくハルカから手を離した。

「大丈夫、心配しなくていい」

　前田は繭子を追って走りだした。ログアウト用の電話機はすぐ近くにあったので、受話器を取って現実世界にログアウトする。

『東京に戻りますか？』

「……イエス」

　──浮遊感覚。

　暗くら闇やみから光が見える。ざわめきが徐じよ々じよに大きくなり、体の感覚がよみがえってくる。現実へのログアウト。ここはワールドにログインしたお台場カトレアだった。頭と体の倦けん怠たい感が取れずにしばらく動けなかった。

　朦もう朧ろうとしていた前まえ田だはポケットからキャンディの包みを取りだした。中のドラッグカクテルを飲み込むと、ふらつく体に鞭むちを打ってログインポイントから出る。

　前田は喫茶店内を走った。しかし走っている感覚がなかった。思うように動かない手足がもどかしい。夢の中で疾しつ走そうしている気がした。接客中のアンドロイドとぶつかりそうになったが、なんとか彼女をかわして店の階段を駆け上がる。

　現実の夜のお台だい場ばは雨が降っていた。仮か想そう世界と同じく夜だった。風に潮しおの香りと心地悪い湿り気を感じる。それでも日曜日のお台場は人で溢あふれており、前田はそんな人混ごみをかき分けて必死で走った。建物を回り込むようにしてプロムナード公園の遊歩道に入る。

　現実のお台場科学館は当然のようにまったく損そん傷しようがなかった。ガラスの建造物は、大きな宝石のように夜の街で光を放はなっている。前田は自動ドアにぶつかるようにして中に入った。

「……遅いぞ」

　すでに繭まゆ子こは建物の中にいた。

「早く遙花はるかを助けに行かないと」

「待て、まだ準備はできていない」

　少し待っていると、科学館の前にタクシーが横付けされた。そして後部座席から降りたのはスーツ姿の金きん髪ぱつの女性だった。彼女は自動ドアをくぐってこちらに歩いてくる。

「前田さん、こんばんは」

　中に入ってきたのはエオリアだった。

「仕事中じゃないのか？」

「抜けてきてしまいました」

　アンドロイドのエオリアはにこりと笑った。何な故ぜ、繭子はエオリアを呼び寄せたのだろうか。彼女がこの八方ふさがりの状況を打開できるとは思えないのだが。

「少しだけ体を借りるぞ」

　繭子がエオリアに言った。その言葉を聞き、前田は繭子のやろうとしていることが少しだけわかった。エオリアの体を使って……。

「……まさか、現実のフィールドを歩かせる？」

「その通りだ。仮想のマップは寸断されている。となれば現実を歩くしかないだろう」

　前田は静かな表情で立つエオリアを見つめた。彼女のボディにハルカを入れてパレットタウンまで移動しようというのだ。

「まずはエオリアのＡＩを仮想世界に飛ばし、空あいたこのボディにハルカを入れる。そして現実のマップを歩いてパレットタウンに行く」

「……そんなことできるのか？」

「わからない。まだアンドロイドは外を歩けるまでになってはいない。スフィアのフォローがあるにしても、やはり建物の中が限界だと言われている。室内と違い外はたくさんの情報がありすぎる。それはＡＩにとって障害となる」

「外を歩いているうちにＡＩがショートする可能性もあるということか？」

「アンドロイドの人工頭脳に、元は人間だったハルカのデータ入れること自体に無理があるからな。外に出ずとも長くはもたないだろう」

　それを聞いて前まえ田だは首を振った。あまりに危険な行為だった。しかし、これしか方法がないのも確かなのだ。そして雪ゆき村むらから同様の説明を聞いただろうハルカの選択は……。

「……きっと上う手まくいきます」

　エオリアが言った。そんな彼女を見て前田ははっと気づく。

「エオリアは？　あのぶっ壊こわれかけた仮か想そう世界にログインするってことか？　そんなの危険すぎる。この建物だっていつ崩くずれたっておかしくない」

「本来なら別のボディにＡＩを飛ばす。しかし、急な作戦で代だい替たいのボディなど用意できなかった。エオリアを連れてきたのさえギリギリだった。だから仮想世界にログインさせるしかない」

　繭まゆ子こがエオリアを連れてきたのも相当な無理をしているはずだ。もともとスフィアワールドのスポンサーを集め活動していたときも、高校生が経営に関わることに相当な批判があったらしい。今回のことでもＡＩを失うことはおろか、勝手にエオリアを連れてきたことだけでも、繭子にとってマイナスとなってしまう。

「でも、やっぱり……」

「大丈夫です」

　エオリアは前田の言葉を遮さえぎり微笑ほほえんだ。

「上手くいったら、また喫茶店に来てください。もう喫茶店で悲しそうな顔をしないで笑ってほしいです」

　エオリアの表情を見て、彼女は本当に感情が存在しない機械なのだろうかと思った。これほどに心に響く言葉と表情を出力することができるのに……。

「……すまない、エオリア」

　前田はエオリアの冷たい手を握った。

「いいえ、遙花はるかさんも私の店の常連さんでしたから」

　エオリアは壁かべ際ぎわの金属製の椅い子すに座った。ここがアンドロイド専用の充電兼けん、ログインポイントとなる。

「……やるぞ」

　繭子が椅子のスイッチに手をやった。もしも仮想のこの場所がすでに崩ほう壊かいしていたら、その時点でゲームオーバーとなる。前田はゴクリとつばを飲み込んだ。エオリアは両手を膝ひざに置き、すっと瞳ひとみを閉じる。

「できることなら、私も外を歩いてみたいです……」

　かくっとエオリアの頭から力が抜け、彼女の金きん髪ぱつがさらりと揺ゆれた。

「……仮か想そう世界にログインした。そして、ここからが問題だ」

　繭まゆ子この言うとおりだ。まず、ハルカがこの計画に乗ってくれるかが問題だ。この世界から連れ出してやる、と、そんな前まえ田だの言葉を信じてくれ、危険を受け入れてくれるかどうか……。

　しばらく待ったが反応はない。前田はじっと空からっぽのボディを見つめ続けていたが、彼女は動かなかった。館内に閉館を知らせる音楽が流れ始める。繭子が小さく息を吐はいて頭上を見上げた。

「ハルカ……」

　前田は首を振って金きん髪ぱつの頭に手を添えた。

「……はい？」

　彼女の目が開いた。瞳ひとみはキラキラと青く光を放はなっている。

「あまりはっきりとしないですけど、見えます。これが外の世界ですか？」

　人工声帯を使った違和感のある声だったが、それは明らかにハルカの口調だった。

「計画を受け入れてくれたのか？」

「もともと人間だったのなら、私は人間に戻りたい、と思いました」

　ハルカはこのとき初めて意思表示をした。人間に戻りたいと、自分自身で願ったのだ。

「私はパレットタウンのログインポイントに行き、先に話をつけておく。お前は彼女と歩いてポイントまでくるんだ」

　繭子が前田に指示をする。

「彼女を車に乗せて運ぶことは？」

「エオリアとは違うんだ。急速に情報を変化させるとＡＩはショートするだろう。仮想から現実、そしてまた仮想の世界に戻るためにはＡＩ自身に空間の移動情報をフィードバックしながら、目的の場所まで行くしかない。でなければ座ざ標ひようを失って仮想世界には戻れなくなる」

　ただでさえ現実の莫ばく大だいな情報にさらされているのだ。慎重に情報管理をしながら移動しなければ狂くるってしまう。ハルカはこの世界の住人ではないからだ。

「先に行っているぞ。できるだけ彼女に無駄な情報を見せるな。彼女のペースで移動させろ。そしてお前が守ってやるんだ」

　繭子はそう言い、出入り口ゲートをくぐり外で待たせていたタクシーに飛び乗った。前田はまだ座っているハルカに視線を向けた。

「大丈夫？　ここがどこだかわかる？」

「はい。仮想とだいぶ違いますが、ほとんどマップは同じです」

　ハルカはすっと立ちあがった。

「でも、ちょっと動きづらい……」

　もともと人間だったハルカにとって、アンドロイドの鉄の体は操作しづらいはずだ。前田はそっと彼女の手を取ってやった。

「急がなくていい。ゆっくりと行こう。目指す場所はパレットタウンだ」

　ハルカがうなずいたので、前まえ田だは彼女の手を取り歩きだす。ハルカの手はとても冷たかった。この体にハルカが入っているのかと思うと、すこしぞっとした。もしも、ハルカがこの世界の情報処理に失敗すれば、彼女は永遠に鉄の体の中で過ごさねばならない。金属のボディに閉じ込められた人間の心はいつかは狂くるって消しよう滅めつする……。

「外に出るよ」

　前田はハルカの手を引き、慎重にゲートをくぐった。潮しお風かぜがふたりの体を包む。建物の中だけではなく、東京全域をスフィアシステムはデータ化して処理している。ＡＩはデータのマップと現実のマップを重ね合わせながら歩けばいいのだ。よって、論理的にはアンドロイドは外でも動けるのだが、シンプルな建物内とは違い常に変化する情報が多すぎる。

「なんだろう。小さな粒が体に当たってます」

「……これが雨だよ」

　前田は繭まゆ子こが置いていった傘かさを差した。雨はスフィアに存在しないのだ。空から降るデータは彼女にとって矛盾のひとつになる。

「遊歩道を歩こう。平らで歩きやすいから」

　前田は慎重にハルカを誘導した。濡ぬれた芝しば生ふの匂においがした。遙花の歩みはとてももどかしい。それでも急ぎたい気持ちをどうにか抑おさえる。ここで焦あせってしまえば、すべては水の泡あわと消えてしまう。

「ここがあなたの世界ですか。ちょっと複雑すぎて私にはつらい」

「体が合ってないだけだよ。ちゃんと君に合う体があるから。人間に戻るんだ」

　彼女を見て思う。やはりこの街に機械はマッチしない。有機物でないとこの世界で暮らせないのだ。アンドロイドが活動するためには、人間が空間を作ってやる必要がある。でなければ、莫ばく大だいな情報にさらされ傷つくだけで、青い空に感動することもできやしない。

「でも、なんか懐なつかしい気がする」

　ハルカは青い瞳ひとみを瞬まばたいた。前田は平へい穏おんな現実の空間を見つめる。仮か想そう世界はどうなっているか。あちらの世界の雪ゆき村むらやエオリアは無事だろうか。そして遙花はるかは……。

　ハルカがいきなり立ち止まった。

「どうした？」

「情報処理が追いつかなくて……」

「空とか芝生とか周囲の景色を見ないで。ただ道だけを見なきゃ駄目だ」

　彼女はできるだけ現実の空間を目にしてはいけないのだ。ハルカはうなずき再びゆっくりと歩きだす。前田は彼女の手を引きながら悲しくなった。なんと残酷な散歩なのか。周囲の景色に感動することはおろか、目にすることも許されない。ハルカにとって緑の芝生も様さま々ざまなモニュメントもただ有害だった。

「できるだけ無視して。必要な情報だけを取り入れるんだ」

「でも、無視するべき情報が大量にありすぎるんです」

　そのとき、ハルカの体がぐらりと揺ゆれた。すぐに支えようとしたが、彼女の重い体はそのまま腰こしから転倒した。カランと空あき缶が路上を転ころがっている。空き缶を踏んでしまったのだ。

「大丈夫？」

　焦あせった前まえ田だは倒れ込むハルカの手を取る。放ほうり投げた傘かさが風に飛んでいった。何な故ぜ、街に空き缶を捨てるのだ。スフィアにゴミの座ざ標ひようまで取り込んでいないので、ハルカは避けられなかったのだ。投げ捨てられるゴミは街にとってもハルカにとっても有害だ……。

「すいません。少しだけこのままで。現実と仮想の座標がずれてしまったようです」

　ハルカはじっと座り込んでいる。

「大丈夫ですか？」

　傘を差した女性のふたり組が声をかけてきた。

「はい、大丈夫ですから近づかないでください」

　前田は彼女たちをハルカから遮さえぎる。人間のデータもできるだけ近づけてはいけない。女性たちはハルカがアンドロイドであることに気づいて、びっくりしたように立ち去っていく。傘はどこにいったのだろうか。雨に直接当てるのもよくなかった。

「……熱い」

　前田はハルカの頭を触って愕がく然ぜんとした。異常なまでに熱を帯びている。

「雨です。空から降ってくる情報を無視しようとしました。しかし無視するという作業を大量に行い、人工頭脳が熱くなってきました……」

「傘を取ってくるから、ここで待ってて」

　しかしハルカは前田の手を離さない。

「手を離さないでください。ここがどこだかわからなくなるから」

　前田はハルカの手をきつく握ってやった。今にも消えそうな瞳ひとみの光は、彼女の消しよう滅めつを表現しているかのように見えて胸が痛くなる。このままでは彼女はこの世界で消えてしまう……。

　ふとハルカにかかっていた雨が止まった。顔を上げるとハルカと前田の頭上に傘が添えられていた。傘を差して立っていたのは悠ゆ羽う美みだった。

「お前、なんて格かつ好こうしてるんだ」

　悠羽美は仮か想そう世界のバトルで着ていたコスチュームのままだった。

「……急いでたから」

　悠羽美は恥はずかしそうに顔を背そむけた。仮想世界で雪ゆき村むらと合流して事情を聞いたのだろう。

「なんとか大丈夫です。急ぎましょう」

　すっとハルカが立ちあがった。前田は彼女の手を取って支えてやる。悠羽美はそのままハルカの邪じや魔まにならないよう、ふたりの背後から傘を差してついてくる。

「……ありがとう」

　歩くハルカが小さく呟つぶやいた。そのまま三人は現実のお台だい場ばを歩いた。徐じよ々じよにパレットタウンの大だい観かん覧らん車しやが近づいてきた。あと少しだ。あと少しで、管理された空間にたどりつく。コンクリートの建造物の中は、情報が精せい密みつに管理されているはずだ。

「高たか橋はしはここまででいいよ」

　前まえ田だは悠ゆ羽う美みの格かつ好こうに気を遣つかった。パレットタウンは人が多い。彼女の露出した肌を人に見せたくないと思った。

「気にしないで」

　悠羽美は首を振った。それでもやはり人目が気になるのか表情が沈んでいる。

「もうすぐパレットタウンだ。施設内に入れば楽になるから」

　パレットタウンはエオリアも仕事をしていたように、アンドロイドの活動エリアなのだ。張り巡めぐらされたセンサーで、施設はもちろん人間の動きすらもデータ化してスフィアに管理されている。

　三人は入場ゲートに向かった。ハルカの動きもスムーズになってきた。パレットタウン崩ほう壊かいまでに急がなければならない。やはり休日のショッピングモールは人が多く、前田たちは視線を集めてしまった。人前で肌をさらしている悠羽美は視線を落としつつも、ハルカを守るように寄り添っている。

「大丈夫、高橋を見てるんじゃない、みんなは俺を見てるんだ」

　前田は施設内を見回す。ポイントはどこだったか……。

「こちらへどうぞ」

　前田たちに歩み寄ってきたのは、施設内で活動するアンドロイドたちだった。彼女たちは遙花を周囲の人間から守るように囲んだ。悠羽美もアンドロイドの陰かげに隠かくれる。

「エオリアに頼まれてました」

　前田たちを誘導するアンドロイドが言った。そのまま進み、関係者以外立ち入り禁止の通路へと入った。その先に、アンドロイド専用のメンテナンスエリアらしきものがある。円形のフロアの壁かべ際ぎわに充電スポットがずらりと並んでいるのが見えた。

「来たな」

　すでに繭まゆ子この姿があり準備を終えていた。

「ありがとう。もう大丈夫です」

　ハルカは前田の手を離して壁際のログインポイントへと向かう。仮か想そう世界の住人である彼女にとっては現実世界からのログアウトとなる。

　ああ、遙花だ、と前田は思った。あの歩き方も後ろ姿も遙花だった。彼女は壁際のポイントに背中をつけ安全バーを握る。

「いつでも大丈夫です」

　ハルカは繭まゆ子こを向いて言った。

「ワールドに戻ったら女の子を捜さがせ。そうしたら本来の姿に戻れる。運がよければ、だが」

「人間に戻ったら、一いつ緒しよに遊びに行けますか？」

　ハルカは顔の人工筋肉を操作し笑顔を作って見せた。ずっと厳しい表情をしていた繭子は、ハルカの頬ほほに手を添えてから微笑ほほえんだ。

「……ああ。だから記憶を取り戻してこいよ」

「じゃあ、行くね」

　ハルカは安全バーを握って前まえ田だを向いた。もしも飛んだ先の仮か想そう世界が崩ほう壊かいしていれば、彼女と会うのはこれが最後となってしまう。

　ハルカと前田はじっと見つめ合った。

「あなたの顔、少しだけ憶おぼえているような気がする。あなたの写真に、毎日おはようって言ってたような気がするの。その写真はどこにあるんだろう。小さなケースにしまったような……」

「いくぞ」

　繭子がスイッチを押した。ハルカはじっと前田を見つめている。もしかしたら、こうして見つめ合うのは最後になるかもしれなかった。

「必ず、人間に戻るから……」

　かくんと体から力が抜けた。彼女の体はただの鉄の塊かたまりに戻った。繭子は瞳ひとみの光が失われたシリコンの顔に手を添え、悠ゆ羽う美みは無言で突つっ立っていた。

「……俺は行かないと。ログインポイントから仮想世界に行かなきゃ」

　前田は言った。

「たとえ行けても、もう脱出用の電話機はないぞ。死んでログアウトするしかない。行った時点で二度とスフィアにログインはできない」

　繭子はこちらに視線を向けずに言う。

「俺の目的は遙花はるかを戻すことだけだった。だから、もうその必要はない」

　彼女が戻らなくても戻っても、もうスフィアにログインする必要はなくなるのだ。そして、どちらにしても最後の瞬しゆん間かんは一いつ緒しよにいてやりたかった。もしも遙花が元に戻ったとしたら、今度こそ分ぶん裂れつしないように抱きしめて死にたかった。

「ほら、行ってこい」

　繭子は前田にチケットを渡した。

　前田は繭子と悠羽美にうなずいてから走りだした。パレットタウンの人間をかき分けてひた走る。

　各所のアンドロイドがお互いに通信をしながら前田を誘導している。前田は地下のカフェへと入り、接客のアンドロイドにチケットを渡してからポイントに突入した。

　これが自分にとってもスフィアへの最後のログインとなるはずだ。

　──ログイン。

　スフィアのマップはどうなっている……。

　……前田は目を見開いた。しかし見えたのは冷たく光を反射する壁かべだった。

　この場所はまだ現実のログインポイントだった。

『安全性が確保できません』

　ガイド音声が聞こえた。狭せまい室内で前まえ田だの呼吸音だけが聞こえた。まさか、もう、少しのスペースもないほどにマップが崩ほう壊かいしてしまったというのか。

「ログイン希望」

　前田はぎゅっと目を閉じ集中した。

『周辺の安全エリアを検けん索さくできません』

「ログインさせろって言ってんだろ」

　前田は機器をがつんと殴なぐりつけた。

『スフィア・オダイバ周辺は全体的に損そん傷しようしております……』

　前田は側面のプレートをこじ開け、ガイド機能のスイッチを切った。そして直接ログインシステムのスイッチを操作する。手動でやるしかなかった。

「ログインさせてくれ」

　仮か想そう世界とはいえ、狂ったデータの中でひとり死なせたくなかった。あのときと同じような後悔をするのはもう嫌いやだった。カスケード出現によって崩ほう壊かいした街中に瀕ひん死しの遙花はるかがいた。あともう少しだけ手を伸ばせれば彼女の手を握れたのだ。しかし、遙花は街のデータの中に沈んでいった。今でも夢に見る前田の心の傷だった。

　前田は必死で意識を集中した。仮想世界に強引に入るのだ。頭に強きよう烈れつな痛みを感じた。スフィアのデータが逆流してくるかのようだった。情報のバグに浸しん食しよくされた乱れたデータを感じる。それは自分自身の体を引き裂さきながら体を流れていく。

　ああ、もう一度彼女とこの現実で会いたい。整備され秩ちつ序じよだった仮想空間ではなく、ゴミが散乱しくすんだ灰色の東京の街で……。

「遙花……」

　前田の頭に断片的な記憶が流れ込む。カスケードによって崩壊した東京の姿。街に散らばる大量の死体。データが狂う街の中で立ち尽つくしている遙花。手を伸ばしている前田自身。あのときのフラッシュバックだった。遙花を失ったときの記憶。手は届かなかった……。

　前田は落下した。漆しつ黒こくの闇やみに墜つい落らくする感覚だった。

　真まっ暗闇だった。前田の目に映うつったのは崩壊した街だった。スフィアにログインしたのだろうか……。

　月が見えた。周囲は真っ黒な海だった。いや、それは汚染したバグデータの集合体だ。タールのような液体が周囲を覆おおっている。しかし、まだすべて崩壊したわけではなかった。横倒しになった観かん覧らん車しやは半分ほど形を保っている。ショッピングモールも三分の一ほど形状を残していた。そんな終末の臨りん海かい地区の全景が前まえ田だの目に見えた。

　同時に思う。自分はどこから見ているのだろうと。街の全景を見ることができ、細部の状況もズームアップされ視界に映うつる。

　……飛んでいた。

　前田はスフィアの世界を飛んでいたのだ。そして、空から臨海地区を眺ながめている。

　その状態のまま前田は遙花はるかを探した。マドカに連れ去られた彼女はパレットタウンにいるはずだ。前田はパレットタウン上空を飛び回り、遙花の名前を呼んだ。そして、混乱するデータの中で彼女の泣き声を聞いた。

　──遙花。

　前田は叫び急降下する。障害物を避けて飛び声の元へ。声は半はん壊かいしたパレットタウン内からだった。壊こわれた噴ふん水すいの広場を抜けて彼女を探す。

　泣き声が徐じよ々じよに大きくなる。さらに進み、前田はついに遙花を見つけた。彼女は崩くずれゆく建物の中で、しゃがみ込んで泣いていた。前田は遙花に向かって叫んだが、何な故ぜか声が出ない。天井からアメーバ状のバグが滲にじみでて、その場所も崩ほう落らく寸前だった。

　さらに前田が呼びかけると、遙花は少しだけ顔を上げ、目を擦こすってからこちらを向いた。

　──こっちに。

　前田が手を差しだすと、遙花は引き寄せられるかのように歩み寄ってきた。そうだ、もう大丈夫だ……。

　前田は彼女の手を握ると走りだした。ぶつ切りになり降ってくる建物のデータを避けて通路を走る。まだ損そん傷しようの少ない階段を下り、寸断されたルートを迂う回かいする。

　前田にはすべてが見えた。東京という街のデータの動きが手に取るようにわかった。崩壊する街は、傷つきのたうち回る生き物のようだった。その傷の広がりや情報崩壊の連れん鎖さの微妙な動きはランダムではなく、法則があった。

　すべては単純な数式で構成されているのだ。街の崩壊も拡大も厳格な法則がある。スフィアだけではなく現実の東京もそうなのだ。動き回る人々や建築計画による拡大、東京のモードまで、ランダムではなくすべて厳格なルールが存在する。

　そして、この遙花が元に戻るのも単純な数式の解答だ……。

　前田はスフィアの神になったかのような気がした。この街の動きの細部まで理解できているのだ。秩ちつ序じよあるデカルト空間は死ぬ間ま際ぎわまで規則性を保っていた。

　遙花を誘導しながら、前田は今度はハルカを探した。エオリアの体からこのスフィアにログインしているはずだ。彼女はどこにいる──。

　前田はスフィアのマップの中での、ある動きを感じ取った。それは前田のよく知る揺ゆらめきだった。乱れる情報の中でも光を失わない彼女のデータ……。

　前まえ田だはハルカを見つけた。彼女も半壊した建物の中で迷っていた。人間に戻るために、ズタズタに切り裂さかれたデータのマップを走っている。

　前田はそんなハルカにも声をかけてやり、ふたりが重なることのできる場所に導いてやる。危険なルートを迂回させ、データの損そん傷しようの少ない場所で再会させるのだ。

　ハルカは前田に誘導されるまま安全なルートを走り、こちらに近づいてくる。このままいけば先の曲がり角でふたりは重なる。

　あと少しだ。ひび割れた通路をあと二十メートルほど走り、崩れる寸前の噴ふん水すい広場で再会し、見つめ合い手を取りハッピーエンドとなるはずだ……。

　前田はさらに急ごうと、遙花はるかの手を握り直そうとした。今度こそ剥はく離りしないように強く抱きしめて現実世界に戻るのだ。

　……え？

　前田の手は遙花の体をすり抜けてしまった。唖あ然ぜんと立ち止まる前田をよそに、遙花は元から前田が目に入っていなかったように走っていく。

　ふと思った。本当に自分はスフィアの空を飛んでいたのだろうかと。自分の両手を見ると、その手はなんだか霧きりのようにぼんやりとしていた。そうだ、いっぺんに遙花とハルカをフォローできるという状況も何かおかしかった。自分は……。

　前田の体はゆっくりと沈み始めた。まず周囲のざわめきが消え、徐じよ々じよに暗くなっていく。遙花は見えなくなっていた。見えたのは周囲の真まっ黒くろなデータの海と、周辺に散らばるコンクリート片のデータだけだった。

　……神などではなかったのでは？

　そのとき前田はあることを思いだした。遙花を失ったときのことだ。

　カスケードプロジェクト後、街は崩ほう壊かいした。前田は遙花を助けようと、崩壊する街を走っていた。そして、あのとき前田は街のバグに飲み込まれそうになったのだ。瓦が解かいするデータの中に沈みかけた前田はただ手を伸ばした。

　前田の記憶は間違ってなかったか。あのとき手を伸ばしたのは遙花に向けてではなく、ただ助けを求めるために手を伸ばしたのだ。前田は本来ならあのときに崩くずれる街に飲み込まれ死ぬはずだった。だが、誰かが前田の手を握ってくれたような気がする。損傷したデータから脱出した前田は、何かに誘導されるかのように街を走り、そして電話機に……。

　あのとき前田を助けてくれたのは遙花だったのではないだろうか。遙花のデータが前田を誘導したのだ。遙花は前田を助けるために、スフィアでアバターを剥はく離りさせてしまったのだ。

　そして、現在の前田も……。

　前田は強引なログインと強い思念により、データを剥離させてしまったのだ。飛んでいたと思っていたのは、ふわふわと霧のように自分のデータが漂っていただけなのだ。決して神などではない。街の動きがわかったのは、スフィアの数式を理解したのではなく、街の一部になってしまったからなのだ。

　前まえ田だは体を動かすことができなかった。それどころか体の感覚すらなかった。悲鳴を上げようとしたが、声すらも出てこない。

　それでも思った。せめて遙花はるかだけは元の器うつわに戻って、現実世界に戻ってほしいと。自分は戻れるだろうか。目が覚めた自分はもう前田ではなくなっているかもしれない。スフィアの記憶、サークルの仲間と協力し合ったこと、そして遙花への想いもこの世界に残したまま消しよう滅めつしてしまう。

　記憶を取り戻した遙花は、そんな前田を本物だと思ってくれるのか。悲しみの視線を向けることになるのか、それとも、前田を偽にせ物ものだとして距離を取るのか……。

　これは自分自身の罪だと思った。あのとき遙花によって助けられ生き延びた罪悪。そして、現実の遙花から目を逸そらし続けたことも。こうしてスフィアのデータに沈んでいくのはその贖しよく罪ざいなのだ。

　それでも遙花は戻してほしいと思った。この自分のすべてのデータを捧ささげるので、遙花のデータを現実に帰き還かんさせてほしい。その代わり自分はスフィアに吸収され、東京のデータの一部となる……。

　暗くなる視界の中、前田はあるイメージを見た。崩くずれる寸前の噴ふん水すい広場で再会し、見つめ合ってから重なるふたりの遙花……。
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　前まえ田だの体は沈んでいった。手を伸ばしたが何もつかめなかった。

　所しよ詮せん自分はちっぽけなデータにすぎない。ばらばらに分解されて東京を覆おおう霧きりとなってしまうのだ。

　ああ、もう何も聞こえない……。
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　東京の空は青く晴れ上がっていた。

　屋上からは街の景色が見渡せる。コンクリートのスペースでは真まっ白しろな洗せん濯たく物ものが風になびき、緑色のベンチで患者が本を読んでいる風景があった。

　前まえ田だはぼんやりと柵さくにもたれかかって景色を眺ながめていた。ずっと灰色一色の街だと思っていたが、それなりに複雑な色彩を持っていることに気づく。常に変化し続け成長と衰すい退たいを繰り返す街は、ひとつの生命体のように感じられた。道路を走る車は血管を流れる血液のようだ。人間という街の細胞に養分を与えている。だとしたら脳の役目を担になうのはなんであるか。東京を覆おおう霧きりのようなスフィアだろうか……。

「……スフィアという名前は私が付けたんだ」

　そう呟つぶやいたのは、前田の隣となりに立っていた繭まゆ子こだった。繭子は長い髪かみを風に揺ゆらしながら、前田と同じように街に視線をやっている。

「親の会社でこの企画が始まったときに、私が思い浮かべたのは地球儀スフイアだったから。その頃ころはそんな大規模な企画ではなかったから、そのまま私が言った名前を付けてくれてね」

　本来なら、スフィアは東京でのテストプレイを成功させ、都市部から日本全国、そして世界へと拡大していくはずだった。

「地球ごとデータ化したかった訳ではなく、私は地球と同じ環境を仮か想そうの世界で表現したかった。利便性やセキュリティ利用などよりも、ただ東京のすべてをスフィアで再現したかった。例えば東京に降る雨すらも……」

　無理だと思った。東京中にセンサーを張り巡めぐらせ、雨の一粒一粒の座ざ標ひようを追わねばならないのだ。あまりに壮大すぎる計画だった。自然界の混こん沌とんを再現するには、人間が作った機械などあまりにちっぽけすぎる。

「でも、私はいつかスフィアの空に同じ形の雲を浮かべ、風を吹かせて草木を揺らし、雨を降らして虹にじを作りたい。すべて同じ座標で再現してみたい」

　一昨日おとといまで降っていた雨は、細かい霧となって今でも東京の空間に舞っている。その風を吸い込んだ自分は、東京の情報を吸収したこととなる。世界はそんな情報を通じて繋つながっているのだ。つまり、自分とこの街の境界線など存在しない。自分はこの東京の一部であり、宇宙のデータのひとつなのだ。

　前田は空を見上げながら、スフィアに降った雨を思いだした。それは真っ暗な空間に光を放はなちながら降り注いだ。情報を狂わせ光すらを破は壊かいするバグデータに反し、それは治ち癒ゆの象徴でありデータを綺き麗れいに並べ光を放つ究極の美、宇宙にある美という数式だった。あれを見たとき思った。広大な宇宙の中に存在するすべては、共通の美意識を持っていると。宇宙の森しん羅ら万ばん象しようの中に、そんなプラスを表現する公式が存在するのだ。

　光の雨は崩ほう壊かいする街に降り注いだ。そして狂くるったデータの拡かく散さんは止まったのだった。現在もスフィア・オダイバは自己修しゆう復ふくを続けている。

　前まえ田だはあのときのことを回想した。







　前田は街のデータに沈むことはなかった。伸ばした手は沈む寸前で指が絡からみ強く握られた。前田を助けたのは遙花はるかだった。腰こしまでの長さの髪かみの遙花。彼女は前田を引き上げて、安あん堵どしたように笑った。

　言葉を交かわさずともわかった。彼女は恋人だった。見つめる視線も仕し草ぐさもまとった空気まで、あの遙花が完全に再現されていた。遙花は本当の自分を取り戻したのだ。

　崩ほう壊かいを続ける街の中でふたりは抱き合う。遙花は前田の胸の中にすっぽりとはまった。それは体だけでなく心すらも接触させたかのような一体感があった。

　真まっ黒くろなバグはすでにふたりを取り囲んでいた。このままバグに飲み込まれて強制ログアウトとなる。そして、ふたりは永遠にスフィアワールドから追放されるのだ。今度こそ強く抱きしめ現実の世界へ……。

　しかし、遙花は首を振った。彼女はスフィアワールドの再生を望んでいた。データで構成された仮か想そう世界の復ふつ興こうを願ったのだった。

　──いつか私は戻るから、現実の東京で待っていて。

　彼女はそう言い微笑ほほえんだ。それは前田が見たことのない表情だった。

　──でも現実に戻った私は、そのときから変化を始めちゃう。君への想おもいも変化するかもしれないし、私自身も色あせていくの。でも、君をずっと好きであり続ける努力はするし、綺き麗れいな色を維い持じする努力もします。だから……。

　前田と遙花はきつく抱きしめ合った。

　──だから、君はそれでも色あせていく私を受け入れてほしい……。

　気づくと雨が降っていた。その雨は増ぞう殖しよくするバグを食い止めたのだ。建物の崩壊は止まり、アメーバのように広がる真っ黒なバグは消しよう滅めつした。

　遙花は汚染された空間を修復するために、光る雨となってスフィアの街に吸収された。元の自分に戻ることを選択せずに、スフィアの治ち癒ゆを選んだのだ。

　残ったのは前田の胸に抱かれる遙花だった。髪を切った遙花のアバター。

　目を覚ました遙花は首を傾かしげていた。

　──あれ、なんで前田君がここにいるの？

　彼女は、なんか変な夢を見ていた気がする、と、少しだけ恥はずかしそうに笑った。

　前田は遙花と手を繋つないで崩壊の止まった街を歩いた。そのときに気づいた。彼女はこの街のデータと完全に繋つながっている。だからこそ、彼女と手を繋ぐと街に包まれている気分になる。

　遙花はるかは東京に愛されているのだ。

　だとしたら彼女を元の器に戻すことは街の意思に反することになる。遙花は東京そのものなのだから。

　それでも、と、思った。いつか必ず彼女を取り戻したい……。

　ただ、前まえ田だの気持ちの中で現在の遙花を受け入れた面もあった。彼女は間違っても偽にせ物ものなどではないからだ。もう彼女の向こう側を見つめて昔の遙花を思いだすことはないだろう。前田は遙花と崩くずれた街を歩きながらそう思った。

　ログアウト用の電話機を探して歩いていると雪ゆき村むらを見つけた。雪村は遙花と前田を見て、安あん堵どした様よう子すで駆かけ寄ってきた。街にはまだ雨が降り続いており、遙花は雨を浴びながら、スフィアにも雨が降るんだね、と笑っていた。

　足あし下もとでは蜘蛛ウエブが動き回り糸を吐はいているのが見えた。吐いた糸でフレームを作り、少しずつ街の修正をしていくのだ。蜘蛛ウエブが花を作っているのが見えた。本来ならスフィアに再現されない小さな花が生まれていた。

　──なんか昔も前田君とこうして仮か想そうの街を歩いたような気がするの。

　遙花ははにかんだように笑った。

　そして、前田たちは電話機を探して現実の東京へ……。







「……間違っていたのかな」

　前田は青空を見ながら呟つぶやいた。

「遙花以外、みんな間違っていたんじゃないか？　私たちは現実と仮想の狭はざ間まで、真実がどこにあるかわからなくなっていた。私たちの中で現実を見つめて行動していたのは遙花だけだった」

　繭まゆ子こが言った。思えばあのサークルも遙花以外の四人は真に所属していなかった。自分たちだけが真実を知っていると考えていたがそうではない。ただ過去から目をそらしていただけだった。遙花だけが本物の行動をとり続けていた。

　これからスフィアにログインすることがあるかはわからないが、もしかしたらこれから本当のサークル活動が始まるのかもしれない。皆で同じ感情を共有し合うことのできる枠組みサークルとなる。

　眼下に広がる東京の風景には変化がないはずなのに、何な故ぜこんなに穏おだやかに見えるのだろうか。街を見るこちらが変化したのか。前田は遙花に変化を求め続けたが、変わったのは自分たちだったと……。

「繭子さんは、なんで最後に協力してくれたんですか？」

「……さあな」

　繭まゆ子こは小さく笑った。

「経過はどうですか？」

　背後に立っていたのは白衣姿のエオリアだった。彼女はこの病院でも働くようになったらしい。スフィアシステムはこうして徐じよ々じよに東京に浸しん透とうしている。

　前まえ田だがうなずいてみせると、エオリアは金きん髪ぱつを揺ゆらしてにこりと笑った。

「また喫茶店にも来てくださいね。平日の夜はそこで働いていますから」

　エオリアのＡＩも無事だった。雪ゆき村むらと一いつ緒しよに崩ほう壊かいする街を逃げ回っていたらしい。仮か想そう世界で雨を浴びたエオリアは少しだけ変化していた。それはこのように外でも活動できるようになったことだ。東京の情報を浴びたからだろうか。

　エオリアは前田の隣となりで、鉄てつ柵さくに寄りかかり空を見上げた。

「東京の街は複雑ですね。私にとっては不自由な街です」

　風が吹き、揺らめいた金髪はまるで光の筋すじのようだった。

「ああ、でも、こんなに綺き麗れいな青空を見たことはありません」

　エオリアの瞳ひとみは空の青を映うつしていた。




　　　　＊




「あれ前田君たちじゃないかなあ」

　歩道を歩いていた遙花はるかが病院の屋上を指さした。

「そうですか？　あのふたりが一いつ緒しよに安あん穏のんと空を見上げてるとは思えませんが」

　雪村は首を傾かしげた。ログインに失敗した前田は繭子の薦すすめで検査入院することになったのだ。遙花の過去の件もあり、繭子は慎重にしたかったらしい。

「何か見えるのかしら。別にいつもと変わらない空だけどなあ」

　遙花は頭上を見上げて首を傾かしげている。隣にはセーラー服姿の悠ゆ羽う美みが立っており、歩きながらハンバーガーをもそもそと食べていた。三人は学校帰りに入院している前田の様よう子すを見に行くことになったのだ。表向きの入院理由は試験勉強での疲れが出た、ということになっていた。

「やっぱりあのログインも関係あるのかな」

　遙花が心配げな表情を見せた。

「いや、遙花さんのせいじゃないですよ」

「ううん、やっぱり私はサークルの部長だから。もっと、スフィアが危険だっていうことを教えてあげなきゃいけなかったの。私がしっかりしないといけなかった」

「まあ、とりあえず元気づけてあげましょうよ」

　雪ゆき村むらが言うと、遙花はるかはうなずいた。

「お菓子を作ってきたけど、食べていいのかなあ」

「いいと思いますよ。先せん輩ぱいが全部食べると思います。病院のご飯がすっごい貧ひん相そうだったって言ってましたから大喜びでしょう」

「早くよくなればいいけど」

「図に乗るから甘やかしては駄目」

　悠ゆ羽う美みが遙花の手を握って歩きだす。

「でも、前まえ田だ君は、なんか放ほっとけないんだよね」

「駄目人間ほど可愛かわいい的？」

　雪村は会話して歩くふたりの後ろをついていった。屋上では未いまだに前田たちがぼんやりと空を見上げている光景があった。雲ひとつない真っ青な空だった。

「とりあえず前田君が元気になったら、遊びにでもいこうか。きっとしばらく東京に雨は降らないと思うんだよね」

　雪村は彼女が言うのなら、東京にしばらく雨が降ることはないだろうと思った。何な故ぜなら彼女は東京における神のような存在だからだ。

「チケットはなくなっちゃったけど、いつかまたスフィアにログインしたいね」

　そんな言葉に雪村は苦にが笑わらいをした。遙花は悠羽美と手を繋つなぎ、とても軽い足取りで病院に入っていく。

「私、ログインする感覚が好きなの。まず周囲のざわめきが消え、光が薄れていく。目の前に誰かがいるような気がして、こっちに手を伸ばしているけど私の体は動かない。体は沈んでいき、視界も暗くなって私はどこにいるのかわからなくなる。まだ消えないで、って思うんだけど、すべては消えて完全に暗くら闇やみになるの」

　頭上を見ると、こちらに気づいた前まえ田だが手を振っていた。
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あとがき






　あとがき書くのがずいぶん久しぶりなような気がします。

　と、思い振り返ってみたら、一年以上あとがきを書いてなかったことに気づきました。というより、一年以上電撃文庫で書いてなかったんですね。

　一年も書かずにいると、今まで何をしてたの、と、無む慈じ悲ひな問いかけをよく受けます。

　普通に生活していました、としか答えられません。昼過ぎに起きて、スタバに行ってご飯を食べては寝ての繰り返しです。そんな生活をしていると、一年なんてあっという間です。学生さんたちが、勉学に励はげみ夏休みを有意義に過ごし体育祭や文化祭などのイベントを行い終業式を迎えるまでの間、ルーティンワークのようにまったく同じ生活をしていました。

　そして、その間、電撃文庫で出版した本は一冊きりです。

　そう考えると、ちょっと焦あせってしまうのです。電撃文庫の読者の皆さんに忘れられてしまうのでは、とか、編集部での僕の評価が落ちてしまうのではないかとそこはかとない不安にかられます。やはり去年、一冊しか出していないからでしょうか。

　僕はある噂うわさを聞いたことがあるのです。電撃文庫には電撃ポイント（以下ＤＰ）のような評価システムがあると。ＤＰは、去年出版した点数や、編集部の印象や人ひと柄がらなどを元に年末の会議で算出され、来年分として作家ごとに付与され、作家はそのポイントを使うことで、締しめ切りを延ばしたりご飯をおごってもらったりとするわけです。

　だとしたら、去年一冊しか刊行せず、編集部内の印象が芳かんばしくないだろう僕は、二月におごってもらった居酒屋でＤＰを使い切ってしまった可能性があるのです。

　確かにそう考えてみれば、最近の編集さんの冷たい態度もうなずけるのです。もしも自分の今年分のＤＰを使い切ってしまっていたら、他の作家さんからの貸し借りはできるのでしょうか。前借りはできるのか、使い切れなかったＤＰの買い取りシステムはあるのかなど、そんなことを考えているうちに、あっという間に今年も四ヶ月が過ぎてしまいました。

　この前の打ち合わせで、思い切ってＤＰの存在を編集さんに聞いてみたのです。そうしたところ、編集さんはとても深いため息を吐つき、そんなこと考えている暇ひまがあったら仕事をしなさいね、と飲みに連れて行ってくれました。とてもうれしかったです。




　※　電撃文庫から一冊しか出していないと書いてありますが、アスキー・メディアワークス発行、メディアワークス文庫により、殺さつ戮りくゲームの館やかた（上・下）、生いけ贄にえのジレンマ（上・中・下）が昨年に発刊されておりますので、そちらもよろしくお願いいたします。ちなみに電撃文庫にＤＰシステムなるものは存在いたしません。（担当編集）
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